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　熱いシャワーを浴びる。

　お湯の雨が、頭のてっぺんから足の先までをまんべんなく濡ぬらした。

　全身を満たす温かなベールに、守られているような気分になる。

　……とはいえ、そんなのはこの一瞬だけ。

　これからどうしようか？

　髪に差し込んでガシガシ動かしていた指を止め、私はうつむいた。頬をお湯が通りすぎていく。

　昨夜、私を組み敷いていた男の顔が浮かぶ。

　彼は私を見下ろして、薄い唇を真横に引き、微ほほ笑えんだ。

『必要なら午前半休くらいくれてやるよ』

　偉そうに。上から目線の男って嫌。

　実際、立場は私より偉いわけだけれど。

　でもまさか、あんな男だと思わなかった。

　オフィスでの彼は、顔立ちこそ整っているものの、地味でつまらなさそうに見えていたから。

　私はシャワーを止め、髪をまとめた。

　バスタオルを身体に巻きつけ、１Ｋの間取りのキッチンに出る。冷蔵庫からペットボトルの紅茶を取り出し、ゴクゴクと一気に飲んだ。

　半休はありがたくいただこう。

　昨夜のお酒も、明け方まで続いた逢おう瀬せも、熱いシャワーくらいじゃ身体から消えていかない。

　産婦人科は……行くのをやめた。

　あるいは、彼が午前半休をくれた意味はそういうことかもしれない。

『心配ならアフターピルでももらってこい』っていう……。

　本来ならそうする。でも、幸い私は生理周期がズレることは稀まれで、生理の予定は明日から。

　妊娠の確率はものすごく低い。一応、避妊もしていた……はず。

　なにより、彼の思惑どおりに動くのが気に入らない。

　私は出社の準備を始めた。現在の時刻は七時半。

　仕度をしたら早めに出て、ゆっくりお茶を飲んでから出勤するつもりだ。

　いくら半休扱いだからって、フル活用するのは癪しゃくだ。せいぜい、昨日の出来事を整理する時間があればいい。

　昨日はいろいろありすぎた。

　カーテンの隙間から見える空は美しく晴れ、寒い一月の朝とはいえ、陽射しは暖かそうに思えた。




〝ミサキガワコーポレーション〟の五階フロアに到着したのは、十時半。

　私は同じ部署のメンバーに挨あい拶さつしながら、まっすぐ彼のデスクに向かい、前に立って一礼した。

「午前半休ありがとうございました」

「早かったな、太た刀ち川かわ」

　課長の櫟いちい 了りょう介すけは、なんの含みもない声で答えた。

　マットな銀フレームの眼め鏡がねをかけ、デスクから私を見上げる彼は、うっすら笑う。その笑顔だけが、昨夜の彼を連想させた。

　しれっとしてるけど、ゆうべ私になにしたか覚えてる？

　私は忘れてない。

　ああ、絶対つまんない男だと思っていたのに。……完全に想定外。

　苦虫を噛かみつぶしたような顔をしてしまう。




　昨夜、私は櫟 了介に抱かれた。

　直属の上司の腕の中で、不覚にも朝を迎えてしまった。
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　ミサキガワコーポレーションは元々、運動靴のメーカーだ。

　しかし、国内市場の低迷により、ここ十年は海外スポーツブランドの輸入卸売りをメイン事業としている。

　恵え比び寿す駅西口を日ひ比び谷や線側に出て、駒こま沢ざわ通りを五分。オフィスは一応、七階建ての自社ビルを構えている。

　私、太刀川つぐみは、この会社の営業部第二グループに勤務。社歴五年、もうじき二十七歳になる。

　私の所属する第二グループは、ハリウッドの人気ヨガウェアメーカー〝ムドラ〟の独占輸入を取り仕切っている部署だ。

　そもそもインド発祥の瞑めい想そう主体のヨガを、〝アサナ〟と呼ばれるポーズを中心としたボディワークに仕立てたのが、〝ハリウッドヨガ〟。スローな音楽とともにさまざまなポーズを取ることで、自分の内側を見つめていくというこのスタイルは、現在日本で行われているヨガの多くで取り入れられている。フィットネスタイプのヨガといえるかもしれない。

　私自身、ヨガはほとんどやらないけれど、ムドラのウェアや小物は独特なアジアンテイストで、わりと好きだ。ハリウッドヨガ本場のデザインは洗練されていて、見ているだけで楽しい。

　どうせ仕事をするなら、関わっていて心を動かされるものがいい。わかりやすいのも大事。だから今は、結構いい職場に当たったと思っている。

　そんな部署のトップ、第二グループの課長が櫟 了介だ。

　私はデスクから、課長の姿を盗み見る。彼はいつもどおり、冷たい無表情でパソコンと向かい合っている。

　時折やってくる部下と短く会話したり、指示を出したりするその姿も、普段となにひとつ変わらない。

　櫟 了介。

　先々月に異動してきた私の上司。私以上にヨガが似合わない三十一歳。

　見た目は悪くない。高い鼻び梁りょう、長い睫まつ毛げに縁取られたシャープな瞳、端正な顔立ち。遠視用の銀フレームの眼鏡がよく似合う。色素が薄いようで、色白な肌と茶色がかった髪が中性的だ。

　彼がもう少し若くて、柔らかく微笑むのなら、王子様キャラとして社内で人気が出たんじゃなかろうか。

　しかし、課長は決して目立つイケメンではない。実際、彼が本社に異動してきたとき、女子社員の口の端にものぼらなかった。若くして課長待遇という出世コースなのにもかかわらずだ。

　理由としては、彼の醸すオーラが地味で冷えきっているからだろう。無表情な様子にも、低いテンションと声にも、物静かで堅かた物ぶつな印象が滲にじんでいる。

　言い方は悪いけど、三十一歳なのに、すっかり枯れて見える。

　私は絶対好きにならないタイプ。退屈そうで、生き真ま面じ目めそうで。

　話していて肩が凝る人は苦手だ。

　私が好きなのは、同じ目線で語れる、同じ価値観の男性。よく笑って、よく喋しゃべって、ふたりでいる時間が楽しくてしょうがないような。……やめよう、こんなこと考えるのは。

　男なんて、外っ面つらと中身は全然違うんだから。

　課長にしろ、あいつにしろ……。

「つぐみ」

　デスクに頬ほお杖づえをつき、パソコンの起動を待つ私の背後から、声が降ってきた。

　社内では基本、名字で呼び合うのが暗黙の了解。だから、私の名前を呼ぶ声は少しひそめられている。

　振り向くとそこにはメグ子さんがいた。ふたつ年上の仲よしの先輩だ。

　本当の名前は〝恵子〟と書いて〝メグコ〟なんだけど、ほとんどの人が〝ケイコ〟と読んでしまうため、正式な書類以外は自分で〝メグ子〟と表記している彼女。私も彼女を呼ぶときは、頭の中で〝メグ子〟と変換している気がする。

「メグ子さん、おはようございます」

「顔、むくんでるわよ。体調悪いなら、無理しなくていいのに」

　私の体調不良説を流したのは課長だろうか。

　そうだろうな。しれっと電話を受けたフリでもしたんだろうな。

『むくんでるのはお酒のせいです』とは言えず、私は頭を下げた。

「大丈夫です。心配かけて、すみません」

「たいして心配はしてないけど、今日の撮影は小こ花はなが行ったわよ。『よっしゃ、ラッキー』って顔してた」

「ああ～、そうなるかと思ってましたけど、やっぱり～！」

　私は落胆から、キーボードに突っ伏した。

　今日は、春夏向けヨガウェアの撮影で、午前中は青あお山やまのスタジオ入りの予定だった。

　このちょっと華やかな仕事は、十歳上の男性社員、中なか尾おさんが担当。広報関係は彼がメインなんだけど、ここ半年は私も彼の下でアシスタントをしてきた。

　待ちに待った新作の撮影会。ムドラ本社からも担当者が来るし、私も仕事さえ詰まってなければ見学に来ていいということになっていた。外国人モデルたちがウェアを美しく着こなす様を、間近で見られるはずだったのに！

　私が半休を取ったため、ふたつ下の後輩、小花が恩恵に預かったというわけだ。

　小花が調子に乗った顔をして出かけていくのが目に浮かぶ。

　クッソー、小花は可愛かわいい後輩だけど、自分が手がけてきた仕事のおいしいところだけ持っていかれた感は否めない。

　いや、百パーセント自業自得なんですけどね。

「もう、いいっす。体調崩した自分が悪いっす」

「元気出しな。治ったら、飲みに連れてってあげる」

　少しぽっちゃりのメグ子さんは、丸い手で私の頭をイイコイイコと撫でてくれた。ささくれだった心がほっと緩む。

　癒いやし系だぜ、メグ子さん。

「ところで、資料室の第二グループのスペースを片しとけって総務から電話があってさ。つぐみ、行けない？」

「メグ子さん、本題そっちだったんでしょ」

「ごめんごめん。私これから東とう西ざいデパートで打ち合わせ。ムドラのブース広げたいって言うからさ」

　メグ子さんはジャケットを羽織ると、手を振って外出してしまった。彼女はデパートなどのスポーツ用品売り場に、ムドラの商品ブースを設けてもらう営業役だ。

　第二グループは二十名の体制で、社内では小さい部署になる。

　表おもて参さん道どうにある路面店の運営管理こそ、決まったチームがやっているけれど、それ以外の営業や広報、庶務は、時によって当たる人間が変わる。ここは誰しもすべてをこなせるスキルが必要なのだ。

　私みたいに若い社員はアシスタント業務が多いから、余計にいろいろなことを覚え、率先して動かなければならない。

　しばらくは広報系の業務が多かった私だけど、今日の一件で仕事が小花に移ってしまいそうだ。そうなると、庶務活動が増えそうだなぁ。ほら、資料室を片すとかね。

　私は四階の資料室に入る。資料室とは名ばかりの物置なんだけれど、確かに第二グループのスペースは、とっ散らかっている。

　マネキン。古いウェアとポスター。ヨガマットの見本ファイル。誰のものかわからないスニーカーまで転がっている。

　誰だ、ヨガをスニーカーでやろうとしたヤツは。

　総務がなんでメグ子さんに片づけを依頼したか、それはわかる。癒し系で、おっかさん的な雰囲気を持つ彼女になら、頼みづらい仕事も口にしやすい。

　メグ子さんはあちこちの部署から仕事の伝言を受けることが多い。割り振りがうまい彼女は、そんなことは苦にしていないみたいだけど。

　逆に、そういった面倒事の依頼はまったく来ないのが私。なんでも、性格がキツそうに見えるんだとか。

　自分ではそんなつもりはない。目をつり上げて猛烈に仕事なんかしてない。普通だ、普通。

　ただ、相手が上司だろうが、先輩だろうが、理不尽なことは口にするだけ。

　以前、輸入部にいたとき、サボッていた先輩と同期を叱りつけたことが、いまだに語り草になっているんだと思う。

　受けた仕事はきちんとこなすんだけどなぁ。文句も言わず、ひとりで対応するんだけどなぁ。

　丸投げや、中途半端なことなんてしない、責任感ある女子なんですけど。

　メグ子さんと小花に言わせれば、私の性格は、〝意地っ張り〟という評価になるらしい。

　それって女子としてはマイナスな点で、〝キツい〟とあまり変わらない評価だと思う。

　意地っ張りにも、キツそうにも見えないように、見た目には気を遣っている。髪は軽いアクセントパーマをかけて、緩ーくひとつ結び。服装は女子アナの中でもシャープな雰囲気の人気アナを参考に、小こ綺ぎ麗れいにまとめるようにしている。メイクは派手にならない程度に、やや垂れ目になるようアイラインを引くという気配り。

　あとは、ニコニコ笑っていれば、私も穏やかなふんわり女子になれるだろうか。

　例えば、〝彼女〟のような……。

　いろいろと思い出して暗あん澹たんとしてしまう。

　昨日の今頃、私はまだハッピーなままだった。

　来週の二十七歳の誕生日はどこに行こうかな。彼氏の裕ゆう太たはまだなにも言ってこないけれど、サプライズ好き、イベント好きなあいつのことだから、期待していいはず。そんなことをのんきに考えながら、仕事をしていた。

　たった一日で世界が変わっちゃったよ。ここはまるで、私の知らない場所みたい。

　異世界だ。

　宇宙の果てだ。

　酸素がないから、息ができない。

　片づけなきゃいけない荷物の前に座り込む。全身が気だるい。

　ありとあらゆる理由で、本当は指一本動かしたくない。心が緩むまで、冬眠したい。

「仕事のフリしてサボりか？」

　背後のドアが開いたことすら、気づかなかった。

　ぶんっと首を後ろにねじると、そこには課長がいた。すらりとした体たい躯くをグレーのスーツで包んでいる。

　ぎゃー！　今、一番顔を合わせたくない男、登場！

　私は慌てて立ち上がり、彼に向き直る。ぴしっと背筋も伸ばす。

「掃除を……河こう野のさんに頼まれまして……」

　河野っていうのは、メグ子さんの名字だ。

　私、嘘うそ言ってない。これからやるところだったんだよぅ、掃除は。

　しかし私の回答は、課長には意味のないものだったようだ。

「ゆうべは楽しかったな」

　課長がうっすら微笑み、一歩近づく。私は反射的に二歩下がった。

「あれ？　おまえは楽しくなかった？」

　課長がこんなふうに笑うということを、私は昨夜初めて知った。

　蠱こ惑わく的てきで、色気たっぷりな彼の微笑み。

「太刀川の髪がさ」

　課長は静かな声で語る。

「いつもは結んでる髪が、俺の顔や胸に落ちるのがよかった。おまえが上になってるとき」

　私は瞬時に赤くなる。

　この男は、会社でなにを言いだすのだろう。事実だけど、その件は。

　課長が悠々と近づいてくる。

　私は下がろうにも、背後にある荷物が邪魔して、これ以上逃げられない。不自然に横に飛びのくといった恥ずかしい逃げ方は、できなかった。

「ゆうべの、よくなかったっていうんなら言えよ？　俺も考えなきゃならない」

　なにを考えるんだか。

　事後検討しなくても、充分夢中にさせてもらった。極上の夜だった。

　私はひとつ息をつき、間近に迫った彼を見上げた。

「昨夜は大変失礼しました。ご迷惑をおかけしたこと、お詫わびします！」

「おお、殊勝な挨拶もできるんだな」

　課長は気け圧おされもせず、微笑んでいる。私のほうが負けそうだ。

「ゆうべのようなご迷惑は……二度とおかけしませんので……どうか」

「別に言いふらす相手なんか、いないさ。大人の事情とやらはお互い様だろ」

　課長が私の言葉を捉えて、答える。

　一度寝たくらいで恋人同士といえるほど、私も彼も若くない。それが、お互い様の大人の事情。

「でも、俺はいつ声をかけてもらってもいい。相性のいい身体とのセックスは、大歓迎だ」

　課長のはっきりした言葉に、私はまたしても赤くなる。

　処女だったわけでもあるまいし。しっかりしろ、私。

　彼の優位な態度に負けじと、睨にらむように見据えた。

「仕事に戻ります」

　資料室の片づけは午後に回させてもらおう。

　課長の横を通り抜け、足早にその場をあとにした。資料室を出て歩きだす。

　鼓動が速い。

　私の脳裏には昨夜の彼が巡った。

　甘やかすようなキス。意地悪な指先。薄茶の瞳が私を射抜く。

　追いつめる言葉。その身体で強引に高みに連れていかれる。何度も、何度も。

　あんな男だと思わなかった。つまんない男だと思っていたのに。

　反則級に最高のセックスを味わってしまった。

　ダメだ。こんなこと、早く忘れよう。

　事故だ、事故。

　大事故だったけど、自損扱い。私が忘れりゃ、話は終わる。

　廊下をカツカツとテンポよく歩く。

　営業部第一グループの前を通ると気分が悪くなった。この不快感の理由も、昨日の出来事にある。

　ともかく早く五階に戻ろう。

　すると、なんてタイミングだろう。ドアが開き、そこから朋とも子こが顔を出した。

　前まえ嶋じま朋子……、課長以上に会いたくないヤツに会ってしまった。

「つ……つぐみちゃん！」

　朋子もまた、私に会うと思わなかったようで、動揺した声だ。

　彼女から目をそむけ、横の階段に進路を定めた私に、声が飛んでくる。

「つぐみちゃん！　昨日のこと……あの！」

　私は決して朋子を見ない。

　あんたの言いたいことは謝罪でしょ？　それなら昨日聞いた。何度も聞く気はない。

　朋子を無視し、階段を上がった。声はそれ以上追いかけてはこなかった。




　＊　＊　＊




　朋子と裕太がデキていた。

　そんな一大事に、私は三ヵ月も気づかなかったらしい。

　バカ。私のミラクル大バカ。

　親友ともいえる同期入社の前嶋朋子と、交際二年半の彼氏、三み川かわ裕太。ふたりはいつの間にやら、仲を深め、私を裏切る甘美な罪を共有していた様子。

　もー、わけわかんない。

　許せないよりなにより、まだ信じたくない自分がいる。

　その最低最悪な事実が私にもたらされたのは、約二十四時間前。昨日の午後、朋子がお茶に誘ってきたのだ。

　部署が違う私たちは、帰宅時間を合わせるのが難しい。それでも「つぐみちゃんが終わるまで待つよ」と気弱そうに微笑んだ彼女。

　なにかあるのかな？とは思った。夕飯ではなく、お茶の誘いなのも奇妙ではあった。

　十九時には仕事を片づけ、寒々しい夜気をかき分けるように恵比寿の街を歩いた。

　待ち合わせのカフェは、駅までの道のりの途中にある。何度か朋子と寄ったことのあるチェーン店だ。カウンターでいつものシナモンラテを頼む。

　席で待っていた彼女は、私を見て弱々しく笑った。そして、私がマグカップを手に席に着くなり、勢いよく頭を下げたのだ。

「もう、これ以上、つぐみちゃんを騙だましていられない」

　朋子のテンションは初めからマックス。目は涙でいっぱいで、うつむいたそばから雫しずくがぽたぽたとこぼれる。

　普段の物静かで穏やかな朋子を知っている私からすると、この状況はかなりの異常事態だった。

「騙す？　なんのこと？」

　私は聞き返しながら、どこかで最悪の予想を立てていた。

　もしかして……。

「私、裕太くんと付き合ってる」

「は……」

　本当は『はあ!?　どういうことよ!!』と語気荒く聞き返すつもりだった。

　しかし、朋子の答えの予想がついてしまった私の口からは、吐息のような音が漏れただけ。

「もう三ヵ月になるの。私から、裕太くんに告白した。ごめんなさい」

　朋子は消え入りそうな声で言った。新たな涙が彼女の頬を伝う。

「へー、そんで？」

　私は呆ほうけた声で聞き返す。

　三ヵ月も前から。

　頭の中では、冷静にその間の裕太の様子を思い出す。なにも変わった雰囲気はなかったはず。

「裕太くん、私と付き合うって答えてくれた。でも、自分でつぐみちゃんにきちんと言うまで時間が欲しいって。だから、私も今日まで黙っていたんだけど……すごく苦しくて……」

　私に告白して、許しを乞いたくなっちゃったというわけですかい。

　私はほんの数瞬黙った。脳裏には、私と裕太、そして朋子の始まりが走馬灯のように駆け巡った。

　裕太は大手ディベロッパー勤務で、最初に会ったのは取引先の担当者としてだった。川かわ崎さきに大きなショッピングモールを作る際、ヘルス＆フィットネスセクションを担当したのが裕太で、その頃はよくうちのオフィスにやってきていた。

　最初に声をかけたのは私。仕事も詰めといった頃合いで、『この件が片づいたら、飲み会でもしましょうよ！』なんて切りだしたっけ。

　軽いノリに裕太も応じてくれて、すぐに五対五の合コン形式の飲み会が開催された。

　私は同期や後輩のフリーの女子を集め、その中には朋子もいた。

　元々、仕事で裕太と関わっていた朋子。彼女が裕太にほのかな好意を持っていることに気づいたのは合コンのあとだ。

　でも、私も引けなかった。私が合コンをセッティングした理由は、裕太と距離を縮めたかったからだもん。

　あるいは、朋子も私の恋に気づいていたのかもしれない。気づいて、心に枷かせをつけたのかもしれない。

　私は彼女が気持ちを口にしないのをチャンスと取り、裕太に告白した。

　それから二年半。

　とんだ罠わなだわ。朋子、二年以上も裕太のことを想ってたんだ。そして、機会を窺うかがってたんだ。

　私から奪う機会を……。

　はい、走馬灯終了。

　死ぬわけじゃないけど、私と朋子の友情は今この瞬間、息絶えた。

「裕太から直接聞きたい」

　私は冷えた声で言った。

　朋子が慌てたようにスマホを取りだす。裕太に電話をかけるその姿を、私はぼんやり見つめる。

「裕太くん？　私」

　彼女は弱々しいながらも、慣れた様子で裕太を呼んだ。ふたりの距離感が前とは変わっていることを肌で感じる。

　しかし、私は裕太から直接聞くまでは納得ができなかった。

　朋子が涙声で裕太に事情を話す。そして、スマホを私に手渡してきた。

　世の中には、浮気を許せる女子がいる。

　私もそうなのかもしれない。このとき、もし裕太が『朋子とは気の迷いだった』とか、『本当に好きなのはつぐみだ』とかのたまってくれたら、私は許してしまったんじゃなかろうか。

『朋子が言っちゃったみたいだな』

　電波の向こうで裕太が言った。

　なぜか、呆あきれたような、憤ふん慨がいしたような声音だった。自分の知らないところで女ふたりが話を進めていて、気まずかったのかもしれない。

「どうなってるの？」

　私はそれでも冷静に聞いた。納得させてもらわなきゃいけない。

　それでも、私を裏切った男が、私を満足させる回答など持ち合わせているわけはなかった。

『朋子と付き合ってる。以上だよ』

「二股かけてたってこと？」

　私の詰問口調に、裕太がため息をつくのが聞こえた。

『おまえには悪いけど、朋子とは本気だから。ちゃんと結婚も考えてる』

　その言葉はガツンと胸に痛かった。

　私とは本気じゃなかった？　二年半も？

　結婚は考えられなかった？

　違うでしょ？

　私に飽きたかなってところで朋子に告白されて、乗り換えただけでしょ？

『本気の相手に出会ってしまった』みたいな言い方で体ていよく浮気を正当化してるだけでしょ？

『別れて、つぐみ』

　私はすべての反論を飲み込んだ。

　自分が信じられなかった。言いたいことを言わずに男と別れようとしているなんて。

　非は相手にある。私には少なくとも、怒り狂う権利がある。

「わかった。別れる」

　私は怒らなかった。

　ただ、冷えた声で答えて、それで電話を切った。

　スマホを朋子に返しながら、最後の言葉を伝える。

「結婚式に呼ぶとか、無神経なのはやめてね」

　そう言って立ち上がった。捨てゼリフってヤツ。

　ひと口も飲まなかったシナモンラテを下げ台に置き、涙する朋子を置いてカフェをあとにした。

　これが、昨日の大きな出来事一だ。

　そう、これはまだ一。




　こんなとき、女子はどんな行動を取るのが正解なんだろう。

　私は、家に戻って布ふ団とんを被って泣くことはしなかった。

　有名な失恋ソングみたいに女友達を呼びだして、『彼とお別れしてきたんだ』と話し、慰めてもらうこともしなかった。

　カフェを出て、私が最初にしたのは、財布の中身の確認。

　よし、足りる。

　算段がついたら、すぐに踵きびすを返した。足を繁華街の方角に向け、メグ子さんと行ったことのあるショットバーに入る。

　まずは五百ミリリットルの、ピルスナースタイルのビールを一本。

　次に、イギリスのブレンデッドウィスキーをダブルのストレートで一杯。

　そして、国産のシングルモルトの銘品をやっぱりダブルのストレートで一杯。

　飲もう。

　こんなときは飲もう。

　それは現実逃避の手段であり、私の心に一番優しい方法だった。お酒がくれる浮遊感が、ぐちゃぐちゃに混乱した心を緩めてくれる。

　もう一杯、同じウィスキーをもらい、ショットバーはそこで締めにした。

　それから、メグ子さんと小花とよく行く居酒屋〝はるちゃん〟に移動。カウンター席の真ん中を陣取り、大将に焼酎をボトルで注文した。

　やってきた〝千せん年ねんの孤こ独どく〟をロックアイス入りのグラスに手酌で注ぐ。しみじみなんてゆとりはなく、水のように胃に流し込んだ。

　千年の孤独だってさ。それと比べたら、私の一瞬の孤独感なんて軽いもんだ。

　友達と彼氏が私を裏切ってイチャコラしてたからって、なんなのよ。

　親友だと思ってた女が実は肉食で、男を奪うガッツがあったからって、なんなのよ。

　彼氏が私を切るために『おまえとは本気じゃなかった』的な発言をしたからって、なんなのよ。

　それとも私も泣けばよかった？　『ひどい！　ふたりともひどいよっ！』とか言ってさ。

　できるかーい!!　そんなこと!!

　そこまで惨めになんかなれない。こういうところが意地っ張りって言われる要因？

　そうだよなぁ。

　きっと、私は意地っ張りの可愛くない女なんだ。

　自分からは、すがれない。人前で涙も流せない。

　無駄なプライドが嫌になる。

　正解は朋子だ。想い続けて、カッコ悪くても素直に気持ちを伝えて、そして裕太の心をゲットした。

　一途で愛情深い朋子は、裏切った私に対してだって、愛があるのだ。

　あの子の涙に嘘がないことくらい、わかるよ。そういう優しい子だって知ってたから、友達だったんだもん。

　バカなのは、私。朋子の気持ちを知りながら、油断していた。

　裕太の心が離れていっていることに、気づかなかった。

　振られても泣くことすらできない私。

　もう、やだ。実家に帰りたい。

　いや、帰っても居場所がないや。姉と婿入りした旦那さんが、母と一緒に住んでるんだもん。小こ姑じゅうとの居場所はない。

　太刀川つぐみ、二十六歳と十一ヵ月。あー、やっぱり孤独かも。

「大将、もう一本」

　私は空になった焼酎のボトルを持ち上げて、カウンターの向こうの大将に見せた。

「太刀川さん、早いねぇ。ほら、これ食べな」

　大将は常連の名前を覚えている。お父さんのような優しい声で、私の前に塩キャベツの皿を置いた。

「食べずに飲むのは身体によくないよ。今、おにぎりもひとつ握ってあげるからさ」

　ありがとうございます、大将。

　でも、私、正真正銘のザルってヤツでして、これだけ飲んでもまだほろ酔いといった程度でございます。

　潰れるまで飲んだのは過去一回だけで、父が亡くなったとき。同じくザルの母と姉と、酒屋が一軒傾くくらい飲んだっけ。

　あんなに飲むことは、今後の人生ではないと思う。

　そう。あそこまで悲しいことなんて当分起こらない。

　よし、切り替えよう。楽しいお酒にしよう。

　もう平気。元気出すために飲もう。

　私はそのあと、焼酎を二本と日本酒を一升、飲み干した。

『よくその量が入るね』なんて言われるけど、こまめにトイレさえ行っておけば私には問題ない酒量。

　楽しく飲んで、すっかりいい気分で、居酒屋を出た。

　ふわふわだった。頭の中も視界も。

　なんだ、私にしてはちょっと酔ってる。やっぱり、精神的な理由でコンディションが悪いのかな。それとも単に、生理前だから？

　駅までの足取りは決してふらついていなかったけれど、足が駐車場の段差に引っかかる。視界が狭まっていたようだ。

『あ』と思ったら、右足の靴のヒールが取れていた。

　オーウ、なんてこったい。お気に入りのパンプスだったのに。

　チャコールの合皮だけど、安っぽくも地味にも見えなくて、私の身長を七センチ底上げしてくれる素敵な仕事靴だった。

　泣きっ面に蜂はちの気分。いや、実際は泣いてませんけど。

　私はその場にうずくまった。帰宅を急ぐ人たちが横を通りすぎていく。その足音を耳にしても、立ち上がれない。

　私もあの波に乗らなきゃいけないのに。今は、それが堪こらえようもなく苦しい。

　どのくらい経っただろう。たいして、時間は経過していなかったのかもしれない。

「太刀川か？」

　私の頭上から声が降ってきた。低い声だ。

　のろのろと顔を上げると、駅の灯りを背負って、櫟課長がいた。

「飲んでいたのか？」

　課長とはろくに話をしたことがない。まだ彼が異動してきて二ヵ月だし、仕事について指示や注意を受けたこともほとんどない。

　私にとって、地味でつまらなさそうな課長は、完全に興味の対象外。空気と同じ扱いだった。

「飲んでました」

「ひとりで？」

　コクリと頷うなずく。

『悪いかよ！』と卑ひ屈くつには思わない。ひとりで飲みに行くことは、私には普通だもん。特にこんな日には、誰かとなんか過ごしたくない。

「酔ってんのか？」

「酔いはさほどではないですけど」

　私は立ち上がり、ヒールの取れた右足のパンプスを見せた。

「見事に取れてるな。家、近所だっけ」

「ここから三十分くらいです」

　内訳は電車二十分、徒歩十分だ。そう、十分はこの壊れたパンプスで歩かなければならない。

「スニーカーでも貸すか？　俺の家、駅の反対側」

　課長は無表情で言った。

　そこに、呆れや驚きがあるわけではない。部下が困っているから、声をかけた。その程度の必要最低限の感情しか見えなかった。

　課長の茶色がかった髪が街の灯りに透けて、綺麗だ。その光景はお酒のせいも相まって、この世のものではない清浄な世界に見えた。

　いわば、〝天使降臨〟って感じ。

〝渡りに舟〟というほどちょうどよくはない。

　ただ、この人は上司であり、一応二ヵ月は顔をつき合わせて仕事をしている人だ。顔見知りに頼らせてもらうくらいはいいかもしれない。

「お借りしてもいいんでしょうか？」

「いいよ。五分以内で着くから、ついてこい」

　私はひょこひょこ歩きながら、課長のあとを追った。

　恵比寿駅西口を会社とは逆方向に徒歩三分。そんな好立地に、彼の家はあった。

　見上げたマンションは単身者用の高級賃貸だ。会社から補助がどれだけ出てるか知らないけれど、役職つきになると違うなと思う。

　この人、三十一歳で課長だし、なにか裏があるのかな。案外、社長の親族だったりして。コネ入社だから、地味男に徹してるのかな。

　そんなことを考えながら、三階の角部屋である課長の部屋へ。

　奥からスニーカーを出してくると言うので、玄関ではなく室内に入って待たせてもらうことにした。

　勧められたからリビングに入っただけ。ソファに座るのはおこがましいので、床の絨じゅう毯たんの上に座って待つ。

　課長の部屋は本人そのものだった。

　無味乾燥な空間は物が少なく、日々使ういくつかの日用品がキッチンカウンターに出ているだけ。

　リビングの隅には、引っ越し業者の段ボール箱がふたつ積まれている。そこから逐一必要なものを出して使っているようだった。

　やがて、奥の一室から課長が現れた。

「あんまり使ってないヤツだ。サイズは二十六・五だから、この厚手の靴下を履いていけ。紐ひもをきつく締めれば大丈夫だろ」

「ありがとうございます。お借りします」

　私はスニーカーと、新品とおぼしきスポーツソックスを受け取る。

　本日の服装はベージュのツイードスカートにファーつきコート。スニーカーは似合わないけれど、普通に歩けるだけありがたい。

　ヒールが取れた哀あわれなパンプスは、エコバッグに入れて持ち帰ろう。

「コーヒー淹いれるけど、嫌いか？」

「あ、すみません」

「嫌いかって聞いてる」

　キッチンから課長が私を見つめる。相変わらずの無表情が冷たい。きちんと回答をしなかったのがいけなかったようだ。

「嫌いじゃないです。いただきます」

　私はやや気圧されながら答えた。

　コーヒーメーカーで落としてもらった濃いコーヒーは、おいしかった。

　お酒でふわふわした頭を少し正常に戻す。酔いではない虚脱感に蝕むしばまれていた身体は、この温かさにほっとした。

　外は雪でも降りだしそうな一月の夜空。お酒で温まったつもりでいたけど、実際は心身ともに冷えていたのかもしれない。

「どのくらい飲んだ？」

　コーヒーを飲む間の世間話らしい。正直に本日の酒量を答える。

「すごいな、大男の酒量みたいだ。女子はカクテルばっかり飲んでるもんだと思ってた」

「カルーアミルク飲んで『私、強いんですぅ！』って言ってたほうがモテますかね」

「モテるかは別として、確かにいる。そういう女」

　私はあははと笑う。課長の頬もわずかに緩んで見えた。

「飲みたい理由でもあった？」

　課長は言ってからすぐに、気まずそうに顔をそむけた。

「別に話すことじゃないか」

「いえ、ほんのくだらないことなんですよ。全然話せます」

　強がりだ。でも、こうして笑い話みたいに他人に言ってしまえたら、楽になるかもしれない。

　相手が、顔見知り程度の上司なのもよかった。友人なら腫はれ物扱いされちゃうし、なにより朋子の立場がない。

　朋子の立場なんて……どうでもいいって言っちゃいたいけど。

「聞いてくださいよ。誕生日目前に彼氏に浮気されまして」

　私は陽気に事の顛てん末まつを語った。ちょっと面おも白しろおかしく、終始笑顔で。




「悲ひ惨さんだな」

　話を聞き終わった課長は、あっさりと感想を述べた。

　本当に、なんの同情も配慮もないただの感想。それが、私には心地よかった。

「太刀川の話じゃ、その男、よっぽどのクソヤローだぞ。なんで文句のひとつも言わなかったんだ？」

「いやー、もうどうでもいっかーってなっちゃったんですよー」

　課長が笑った。初めて、きちんと笑った。

　私はぎょっとする。

　この人って、こんなふうに笑うんだ。

　薄茶の瞳をすがめ、きゅっと締まった口元を引き、私に向かって笑顔を作る。

　妖よう艶えんと言っていいほど綺麗。会社で見せている、色味のない空気みたいなオーラは、いっぺんに霧散した。

　私はこの瞬間まで、自分が相手に油断していたと気づかなかったのだ。

「違うだろ？」

　課長はコーヒーのマグをダイニングテーブルに置いた。そしてゆっくりと私のほうに近づいてくる。

　魅入られたように、課長から目が離せない。彼はとても整った美しい顔をしていた。

「彼氏やその女友達に恨うらみごとでも言ったら、涙が出そうだったんだろ」

　私は凍りつく。

　違う、そんなんじゃない。

　否定しながらも、どこかで肯定している部分がある。

　課長は私の横に位置したソファに浅く腰かけた。両りょう肘ひじをスラックスの膝ひざについて、床に座り込む私を見下ろしている。

「ほら、今もそうだ。笑い話にしないとつらいんだろ？　泣くほど傷ついてるくせに」

　彼が意地悪く微笑み、私は自分の頬を熱い涙が伝っていることに気づいた。

　私……泣いてるじゃん。

「仕事ぶりを見てもそうだけど、太刀川は人に頼れないタイプだよな。泣いてるところなんて、絶対見られたくないと思ってる」

「余計な……お世話です……」

　しゃくり上げそうになるのを必死に飲み込み、課長を睨んだ。

　しかし、ボロボロ泣きながら睨んだって、まったく負け犬の遠とお吠ぼえだ。

「自分を裏切ったヤツらに、死んでも泣き顔なんか見られたくないよなぁ」

　課長はいよいよ楽しそうに微笑んで、ソファから私の顔を覗のぞき込んだ。

「おまえには自分を守る権利がある。傷つきたくないから裏切り者を追及しなかったって、そりゃ正しいよ」

「うるさいですよ！　課長に関係あります!?」

　私は怒鳴るように言って、堪えきれずにうつむいた。嗚お咽えつが喉のどからせり上がる。

　本当はつらかった。

　泣きたかった。

　怒りをぶちまけたかった。

　だけど、そんなことはできなかった。

　バカみたい、私。カッコつけて、痛みを避けて、泣く場所を失った。

　こんなところで、こんな人に向かって泣いてる……。

　振られた。

　裏切られた。

　ひとりぼっちになる。

「苦しい……悔しいよ……！　もうやだ……」

　大好きで、味方だと思っていた人たちに、裏切られた。彼らが幸せになるのを、私は見守らなければならない。

　むせび泣きながら、床に突っ伏した。

　ふと気配を感じる。顔を上げると、私の前にひざまずいた課長がいた。

　彼の右手がひやりと私の頬に触れる。

「続き。泣けよ」

「課長……」

「泣いて化粧が落ちた太刀川の顔がもっと見たい」

　意地悪な言葉と笑みに、『このヤロー』と思いながらも、苦しさに抗あらがえず、私はそのまま泣いた。

　不細工に顔をくしゃくしゃにして、わんわん声を上げて泣いた。

　やがて、柔らかな感触が全身を包む。課長が私を抱き寄せたのだ。

　唇が自然に重なった。

　彼の唇は見た目の印象と違い、温かい。驚くより安心する。

「太刀川、おまえの中の最低男のランキングを更新してやるよ」

『え？』と思う間もなく、課長が私の肩を押した。そのまま絨毯の上に倒される。

　乱暴ではなかった。

「酔っぱらった部下を家に連れ込んでヤッちゃう男。元彼より最低だろ？」

　私は間近で課長の顔を見つめた。冷たい美貌に意地悪な微笑みを貼りつけ、私を見下ろしている。

　組み敷かれた状態なのに、ほとんど束縛はされていない。

　おそらく、私が拒絶したり逃げだしたり、ちらりとでも嫌悪を見せたら、彼は引くだろう。あっさり私を解放するだろう。

　だから、これからのことを選択する権利は、私にある。

　思わず泣き笑いの顔になる。そして、私は挑むように言った。

「それなら、私も最低女です。彼氏と別れたその日に、上司と寝ちゃうんですから」

　腕を伸ばし、課長の頭をぐいっと引き寄せた。

　その動きを合意と取った課長は、改めて私に口づけた。綺麗なダークブラウンの髪が、私の頬をくすぐる。

　キスは甘く、とろけるほど優しい。




　私たちは明け方まで、何度も何度も、飽きることなく抱き合った。

　まるで、くっついていることが当然のように、私たちの身体はしっくりと馴な染じみ、容易に互いの中に融けた。

　初めて触れ合ったなんて、思えないくらい。

　なにもかも忘れ、私は彼にしがみつき、揺さぶられ続けた。
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　本日、私が帰宅したのは、二十一時過ぎ。

　たいしたこともなく一日は終わった。手がけている他の仕事をこなし、無事ひとりで資料室も片づけた。

　撮影から帰ってきた小花が調子に乗ってペラペラ喋るので、ウエスタンラリアットをしようか悩んだくらい。

　朝、体調不良の名目で午前半休だったので、メグ子さんも小花もごはんに誘ってくることはなく、ひとりコンビニに寄って帰宅。

　自炊できないわけじゃないけど、気力がない。コンビニのおでんとおにぎり、温野菜サラダで夕飯にする。

　それが終わったら、今日はひと仕事だ。

　このワンルームから、裕太の私物を排除しなければならない。二年半分の荷物だ。

　裕太は実家暮らしなので、私の家を第二の自宅みたいに使っていた。だから、私物が多い。靴下やネクタイはもちろん、ワイシャツや私服もある。わけのわからないフィギュアや、偉そうな経済誌も残されている。

　全部捨ててやろうかとも思うけど、捨てる作業のほうがつらそうだった。それなら、本人の自宅に送り返そう。

　裕太は私の元にあった自分の品を見て、なにか感じるだろうか。

　いや、期待すべきじゃない。あんなふうに私を裏切ることができるヤツなんだから。

　でも、私の中には裕太と愛し合っていた記憶もきちんと残っている。

　私の彼氏だった裕太はいつだって最高に楽しくて、ふたりきりになると甘えたがりだった。

　バカだな、こんなこと思い出しても意味ないよ。

　私は目頭を拭ぬぐって、スーパーでもらってきた段ボール箱に荷物を詰める。なんの遠慮もなく、次から次へと思い出を封印していく。

　早く、終わらせよう。

　だけど、この先どうしたらいいだろう。

　朋子は部署こそ違うけど、同じ会社。裕太ともまた仕事をする機会があるはずだ。

　友達も何人か共通しているし……、気まずさも痛みも、しばらく続きそう。

「あとは、もう一個の件だよね」

　ガムテープで封をして、よっこらしょと段ボール箱を持ち上げる。コンビニに逆戻りして荷物を出してしまおう。

　玄関でスニーカーに足を突っ込みながら、別のことで頭が痛くなる。

　課長との件……。

　どうしよ、マジで。

　関係を持ってしまって、後悔もなにもない。

　昨夜の私は酔っていなかった。彼と寝たのは、自分の判断だ。

　図星を指されて困惑して、意地悪を言われて優しく触れられたら、揺れてしまった。

　簡単に男性と関係を持つタチじゃなかったけど……。

　弱いな、私。

　ゆうべは、課長の腕がなければ、苦しくてひとりでは過ごせなかった。

　はー、結局言い訳だ。だらしなぁ……。

　とにかく、過ぎたことはもう仕方ない。

　課長にも宣言したけれど、昨夜みたいなことはもうないぞ。課長は『身体の具合がよかったから、いつでもどうぞ』的なことを言ってたけど！

　私はセフレとか、割りきった関係とか無理！

　昨夜頼ってしまったのは申し訳ないけど、課長も私の弱みを握ってやったという雰囲気ではなかった。ここは、今後も距離をがっつり取りつつ、上司と部下として最低限の接触をしていけばいいんじゃなかろうか。

　うん、いい案。

　失恋したからって、なし崩しに異性関係ユルユル女になるつもりはない！　正常に戻ろう。

　ゆうべのは、事故！

　大事故!!

　コンビニまでもう少し。

　荷物を持つ手が疲れてきていた。







おひとり様日び和より













　一月二十日、私の二十七歳の誕生日は粛しゅく々しゅくとやってきた。

　終業後、ひとり恵比寿駅近くのイタリアンレストランのカウンターでディナー。アンティパストミストとイタリア産赤ワインをフルボトルで頼む。

　イタリア料理でフランス産ワインはないよね。あ、でも南米産は合うものも多いから許可。

　誕生日とはいえ、何万円もワインにはつぎ込みたくないので、お手頃プライスのものにした。

　今日のメインは黒豚のタンステーキの予定だ。

　もちろん、パスタもしっかり食べますよ！　カラスミのタリアテッレがお勧めだって言われたし、それかなぁ。

　ほーら、ひとりでもバースデーを楽しめちゃうんだから。

　ふふーん、気楽だなぁ。相手のペースとか、食べたいものを考えなくていいって。

　グラスを傾け、ワインをぐっと飲み込む。

　でも、やっぱりメグ子さんと小花には早く言っちゃったほうがいいかもしれない。

　裕太と別れたことは、まだ誰にも話していない。

　メグ子さんも小花も、今日は私が彼氏と過ごすものだと、会社を送りだしてくれたもん。まさか、ひとりでディナーしているとは思うまい。これ、見つかったら恥ずかしすぎるよね。

　だけど、せっかくの誕生日。私自身がお祝いしてあげなきゃ、誰もお祝いしてくれない！

　意地でも今日は外食したかった。

　誕生日の今日、仕事の面では大きな変化があった。私は昼間のグループ会議を思い出す。
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　第二グループの会議は、会議室に参集して行われた。

　路面店を運営するチームからは店長のみが参加し、本社勤務の十二名は基本的に全員参加だ。

　今日の会議は第二グループ本社チーム主任の中尾さんが進行役。ちょっと前まで私がサポートでついていた中尾さんは、穏やかな物腰の男性だ。背が高く、がっしりとした外見は体育会系に見えるけれど、実際の彼は知的な学者肌だったりする。

　櫟課長と、その後ろには営業本部長までついている。

　何事？　普段の会議では、本部長はまず姿を見せない。

「ムドラ側から新しい企画が来ています」

　中尾さんの説明で、本部長登場の理由がわかった。

「今秋リリースの新作から、アジア市場向けのヨガウェアシリーズをブランディングしたいというもので、その仕切りをうちに任せたいということです」

　メンバーがざわついた。

　ミサキガワコーポレーションは、あくまでムドラの代理店でしかなく、〝ムドラ・ジャパン〟という子会社扱いではない。独占輸入契約をしているだけだ。

　その我が社にムドラを冠したシリーズの製作を？

　これって、すごいことだ。でも、うちでできるものなの？

　そりゃあ、元々は運動靴のメーカーだ。製品を作るノウハウはわかると思うけれど。

　そもそも、ランニングウェアは別としてアパレル業界自体には活気がない日本に、こんな話が来るなんて驚いた。

「櫟くんがムドラに提案した話なんだけどね。あちらも結構乗り気なんだ」

　本部長がホクホク顔で口を挟む。

　どうやらあの裏アリ課長は、異動早々そんな企画を立ち上げるべく、動いていたらしい。下々の者には、わかりませんでしたわ。

「第二グループにとっては、大きな仕事になるからね。ぜひ、意欲的に取り組んでほしい」

　会社肝きも煎いりの企画というわけだ。

　課長の仕切りで動くことになるのかな。

　実際製作するとしたら、製造業者やデザイナーの選定、ムドラ側とのやり取り、国内プロモーション……やることだらけじゃん。大変そうだな。

　ちょうど手がけていたショッピングモールのブースも片かたがつき、広報関係の業務は新作の撮影会を機に小花に回った。

　私、今回の件のアシスタントに回されちゃったりします？

　すると、中尾さんが本部長から話を引き取り、言った。

「今回のメイン担当は太刀川に任せたいと思っています」

　たちかわ？

　私以外いませんけど、まさかねぇ。

　アシスタントではなく、メイン担当？

　いやいやいや、いきなりそんなデカい企画を、まだまだ若造の私に任せませんよねぇ。

「太刀川は企画の仕切りが初だし、いい経験になると思うんだ」

　狼ろう狽ばいする私をまっすぐ見つめ、中尾さんが語りかける。

「異動してきて二年、今まではアシスタント業務が多かったけど、そろそろメインを張れるようになってほしい」

「あの……でも」

　私は及び腰だ。

　最初の仕切りが、第二グループを背負って立つような大仕事って……ちょっと荷が重すぎるんじゃ……。

「もちろん、今までこの件を手がけてきた課長がバックアップするかたちになるから」

　え!?

　私はぶんっと首をねじり、中尾さんの横の課長を見る。

　課長は今この瞬間まで、いつもどおり気配を消して、沈黙していた。

　しかし私を見つめ返すと、まったくの無表情のまま冷えた声音で言う。

「やるか、やれないか。それ以外の回答はいらない」

　冷たい顔で、底意地の悪い物言い。

　この状況で『仕切りはできません。やれません』なんて言える？　私は言えない。

　困惑した顔のまま、答える。

「頑張ります……」

「頑張るのは当然だ。ふざけてるのか？」

　すぐに飛んできたナイフのような言葉に、次は言葉を変えて答える。

「やります！」

　第二グループのメンバーから「おおー！」という歓声と拍手が起こった。

　言わされた感……。でも、後悔はしない。

　企画としては大きすぎるくらいだけど、アラサーに差しかかる女子社員としては、会社にしっかりと実績を残したい。

『頑張ります！』だけを繰り返してどうにかなっていた新人とは違う。今後の処遇に関わるもん。
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　この話が今日の午前中で、午後は課長と打ち合わせ。そして今後のスケジュールを大まかに決めた。

　ちなみに課長は、ふたりで打ち合わせをしているときは妙な態度も言葉もなく、完全に上司の顔をしていた。

　いや、全然いいんですよ。公私混同する人、嫌いだし。

　お互いバレたくないことなら、普通に接するのが一番。

　でも、私の中に渦巻く気まずさは消えない。

　課長のバックアップを受けつつ仕事をこなすってことは、一緒に行動する機会は増えるはずだ。

　あーあ、関わらないようにしようと思った矢先にこれかぁ。

　でも課長は、私の弱みを握ってどうこうというのは考えていないみたいだ。

　当たり前か。地味男を気取っているけれど、本気を出したらイケメン度は半端なかったもんなぁ。部下なんかに本気にならずとも、お相手に苦労はしなさそう。

　よし！　やっぱり仕事に集中しよう！

　裕太と別れたタイミングで大きな仕事をもらえたのは、今は恋や結婚ではなく、仕事に生きたほうがいいって暗示かもしれない。

　ひとり決意し、ぎゅっと拳を握る。

　折よく、私の前に黒豚タンステーキが！

　ワーオ！　おいしそうだぜー！

　ひとりで食べちゃうんだぜー！

「おひとり様でゴツいもの食べるんだな」

　すると、背後からかけられた冷れい悧りな声。

　こ……この展開は……。

　私が振り向くより先に、課長がカウンターの隣の席に着いた。

　驚いた顔でなにも言えずにいると、課長がこちらを見る。眼鏡を外した彼は、目力百倍増しだ。

「『ストーカーされてるかも』とか、自意識過剰なこと考えただろ」

「……考えてません」

「悪いが、偶然だ。俺もよく、ここで夕飯にする」

　私はタンステーキにナイフやフォークを入れることもできず、気まずさで固まっていた。

「フルボトル、それで何本目？」

　私の酒豪ぶりはバレている。しかし、その聞き方ってのはどうなのよ。

「まだ一本目です！」

「ふーん。じゃあ、俺も別のものを頼むから、一緒に飲んでくれるか？　ワインはあまり好きじゃないんだ」

　ワインが好きじゃないのに、なんで頼むんだろ。ちんぷんかんぷんのまま、頷く。

　課長が注文したサラミとチーズと一緒にやってきたのは、一本三万円くらいするワインだ。

「いつも、このクラスのワインを飲まれてるんですか？」

　感嘆というか、困惑。『やはりこの人、お坊ぼっちゃんなのでは』という疑いの目で見つめてしまう。

「ワインはあまり好きじゃないと言っただろ？」

　課長は店員が運んできたふたつのグラスに、濃い赤のワインを注ぐ。

「誕生日、おめでとう」

　ワイングラスを手渡され、そんなことを言われた。

　知ってたの？　なんで？

　私の疑問は表情に出ていたようで、課長は涼しい顔で答える。

「河野恵子と鮫さめ島じま小花がおまえに言っていたのが聞こえた。聞き耳を立てていたわけじゃないぞ。おまえたち三人の声がデカいからだ」

「はあ、それで」

「先週の晩、おまえも自分で言っていたしな」

　確かに言った。『誕生日目前に彼氏に浮気された』って。

　というか、あの晩を蒸し返さないでほしい。お互い忘れましょうってことで、どうにかなんないのかな。

　ん？　待って？

　じゃあ、このワインは私への誕生日プレゼント？

「課長、悪いです。こんな高いワイン」

「ワインにしては、ミドルプライスだろ？　つーか、もう栓を開けたのに飲まないとか言うのか、おまえ。バカか」

　はい、すみません。

　バカですみません。

　私はやむを得ず、課長と軽くグラスを合わせた。

　ワインは渋くて酸っぱく、でも料理と一緒に食べると不思議とおいしく、なんだか妙な気分だった。

　ワインの味も、課長とごはんを食べてるのも全部、妙。

「誕生日にひとりメシとか、本当に太刀川は変わってる」

　彼は私がシェアしたタンステーキをフォークに引っかけながら笑った。

　ひとりメシは嫌いじゃないけど、私だって誕生日は誰かと過ごしたかったっつーの。不本意だっつーの。

「はあ。なにぶん寂しいアラサーなんで、急に捕まる友人もいなくてですね」

　私は明らかに『怒ってますよ』という顔で答える。

　でも、私がムッとすればするほど、課長は楽しそうに笑う。

「寂しいとか自分で言ってる時点で余裕あるよな。自分のこと、いい女だと思ってるだろ？　それとも強がり？」

「本当にいい女なら、苦労してません。全力で強がってますが、悪いですか？」

「ははは。俺が現れてよかったじゃないか。誕生日にひとりイタリアンディナーという痛々しい思い出を作らずに済んで」

　なんなんだ、この男。

　あの晩も思ったけど、会社と外でキャラが違う。

　会社では、ただの空気みたいにうっすらとしたオーラをまとっているのに、オフになった途端、霞かすみが晴れたようになる。

　この人、会社が嫌いなのかな。だから気配を消して、まわりと関わらないように、こっそり仕事を進めてるのかな。

　ともかく霞の晴れた課長は、意地悪く笑うハイグレードないい男。

　茶色がかったさらさらの髪も、美しい薄茶の瞳も、薄いけどワインでセクシーに光る唇も。王子様系イケメンだ。

「つぐみって名前も変わってる」

「冬生まれだからです」

「冬？　なんで？」

「つぐみは冬の渡り鳥ですから。ちなみに春生まれの姉はひばりです」

　課長がさらに愉快そうに声を上げて笑う。

「美人鳥姉妹！　地元ではさぞ有名だっただろ」

「ええ、まあ。特に小学生時代は男子を中心に」

　めっちゃ、からかわれましたとも！

　私がパスタを頼もうと店員を呼ぶと、課長も同じものを頼んだ。ついでにワインももう一本頼んでくれる。

　ここの支払い、奢おごってくれる気かな。ダメダメ、早めに割り勘を提示しよう。

　私が割り勘を口にしようとしたとき、課長が先に言葉を発した。

「今回の企画、頼むぞ」

　すぐに居ずまいを正し、上司に向かって頷く。

「やります……でも、本当に私でいいのかなって気持ちはあります。仕切り自体初の私に、こんな大きな企画」

　会社を離れた今なら、少し本音を口にしてもいいかもしれない。怒られず聞いてもらえるかも。

「自意識過剰、再びだな。おまえを推したのは俺じゃない。中尾さんだ。中尾さんの人選ならそれで合ってる」

　課長にとって、三十七歳の中尾さんは年上の部下に当たる。広報関係を手がける中尾さんは、第二グループでの在籍期間も長く、メンバーは全員彼を信頼している。

　年上部下に対する敬意なのか、課長は私がメイン担当で異存ないみたい。

　受けたからには、きっちりこなして結果を出したい。でも、私が圧倒的に経験値不足なのも事実。

「中尾さんは太刀川ならできると判断したんだろ。先輩に見込まれたことを素直に喜んで励め。困ったら、周囲に聞け。おまえのまわりの人間は信用できるはずだ。一応、俺もいる」

　この人の言い分は丸投げしているわけではない。突き放しているように聞こえても、仕事そのものや第二グループに対する信頼はあるようだ。

　ただの会社嫌い男じゃないんだ。

「かなり細かいことまで、いちいち聞きながら進める感じになりますけど、いいですか？」

「独断先行でバカやるより、よっぽどいい」

「頼りにさせていただきます」

　課長が好きではないらしいワインを、ぐいっと飲み干す。

「俺はたいしたことはできないぞ。せいぜい、後方支援だ。あとは……」

　彼は一度、言葉を切ってから真顔でつけ加えた。

「身体の相手くらいかな？」

　私は盛大にむせ、おしぼりを口に当てて呻うめいた。

　ねぇ、ちょっと！　今、仕事の話をしてましたよねぇ!?

「言っただろ？　相性のいい身体とのセックスは歓迎だって」

「課長……ですから、あの日のことは……」

「もう忘れた？　俺は、わりと有効活用させてもらってるぞ」

　有効活用ってなにさ!!

　いや、聞き返すのはよそう。エロい返しをされるのは目に見えている。

　私は厳然たる態度で言いきった。

「もう、ああいうご迷惑はおかけしませんと言いました」

「あんなおいしい迷惑なら、いつでも喜んで」

　だ～か～ら～!!

　言い返そうかと思ったけれど、タイミングぴったりに私たちの前にカラスミのタリアテッレがやってくる。

　よく来る店の店員の手前、大きな声で変なことは言えない。

　店員が去るなり、先手を取ったのは課長。

「食ったら、俺んちで誕生会やる？」

「は!?」

「朝までじっくり。明日から忙しくなるんで、今回は半休やれないけどな」

　私は頬が熱くなるのを感じながら、課長を睨んだ。

「ご遠慮します!!」

「なんだ。じゃあ、また別の機会に」

　彼は楽しそうに言って、フォークでタリアテッレの太いパスタを巻きだした。

　余裕たっぷりの様子が、からかっているようにしか見えない。

　あーもう！　やっぱりとんでもない裏アリ男と関係を持っちゃったよ!!

　浮気男に痛い目見せられたばっかりで、得体の知れない男のセフレになってたまるもんですか！

　反省！　猛省！　……って、もう遅いかもしれない。

　店の支払いは、私が気づかないうちに課長が済ませていた。私は丁重にお礼を申し上げ、そしてさっさと帰宅した。




　恋には多大な労力がいる。成就させるのも、維持させるのも。

　結果、壊れたあとに残るのは、使った労力分の疲労感。そして、自分の手になにも残っていないという喪失感。

　それらが過ごした時間の長さと比例するわけではないけれど、みみっちい私は裕太に費やした二年半を無駄にしたような気分になる。

　なにに対して無駄という感覚になるんだろう。

　二十七歳。結婚を意識していたんだろうか。裕太と。

　きっと、そうなんだろうな。なくして気づいたけれど、私はなんの疑いもなく、いつか裕太と恋人から夫婦になれるのだと思っていた。

　幻想だ。綺麗な夢は、呆あっ気けなく終わった。

　そして、私は疲労感と喪失感を消せないまま、何事もなく日々を過ごさなければならない。

「――ってことでいいのかな？　太刀川サン」

　一瞬沈んでいた意識を急浮上させる。

　ミーティング用のテーブルの向こうには、ピンクとパープルのドレッドエクステをつけたリリさんがいた。

「ああ、はい。このスケジュールでお願いします。確かこのあたりで月刊誌のイベントが入るっておっしゃってましたよね。詳細がわかりましたら、ご連絡いただけると、こちらも助かります」

　リリさんがたっぷりとした睫毛をしばたたかせ、私の顔を見つめる。

「太刀川サン、その話、さっきしたー」

「え！　あっ！　そうでしたよね！」

　慌ててプリントに目を落とし、次の説明項目を探す。どこまで話したのか、パッと出てこない。

　リリさんがニヤッと笑う。

「ぼーっとしてたでしょ。もしかして、ゆうべは彼氏のトコにお泊まり？」

　私は首をぶんぶんと横に振った。

「そんな相手いません！」

「あれ、太刀川サン、男ナシだっけ？　じゃあ、今度から合コン参加要員として覚えとく」

　この明け透けな物言いをする綺麗なお姉さんは、ヨガインストラクターのリリさん。ムドラ本部が認定した契約インストラクターだ。

　フィットネス業界ではよくあることなんだけれど、スポーツブランドが契約するのはアスリートだけじゃない。有名インストラクターにもお声がかかる。

　リリさんはアメリカで十年ほど指導経験があり、日本に帰国するとき、ムドラ側から認定された。『ムドラ布教要員よ』と自分では言っている。

　今日はリリさんに来てもらい、アジア向け新ブランドの打ち合わせ。

　彼女には、ブランドモデルとリリース発表時のヨガイベントでのインストラクションをお願いしている。

「ほら、ぼーっとしてらんないよ。課長サンがこっちに戻ってくる」

　リリさんに言われたとおり、打ち合わせを一時離席していた課長がこちらに戻ってくるのが見えた。

　マズい。変なところは見せられない。

　慌てる私をよそに、課長が自らの席の椅子を引いた。

「打ち合わせ中、失礼しました。……太刀川、話は進めたか？」

　リリさんに離席を詫び、鋭い目で私を見据える。

「あと二、三点です」

「しかし、ムドラ側も大きい仕事をくれましたよねぇ！」

　動揺する私に対しての助け船なのか、リリさんは感嘆の声を上げた。

「新しいブランドも、ヨガイベントも楽しみだなぁ！　はりきって、エステ通っときますわ！」

　私は課長のほうを見ないようにしつつ、リリさんと残りの打ち合わせを済ませた。




　打ち合わせも終わり、リリさんを玄関まで送る。

　我が社の玄関は二階。一階には、第一グループが卸売りを手がけるカナダのランニングウェアメーカー〝ランハイヤー〟のショップが入っているためだ。

　ランハイヤーはうちのメイン事業と言ってもいい。

「しかし、櫟サンだっけ？　今日、初めて会ったけど、イケメンだね～」

　リリさんがレッスンバッグを抱え直しながら言う。

「え？　そうですか？」

　私は聞き返してみる。イケメンぶりに気づいたのなんて、私くらいだと思っていた。

「うちの社内では、誰もそんなこと言ってませんよ？」

　彼は今の打ち合わせ中だって、気配を消し、地味上司に徹していた。

　単純に顔なら褒めるところもあるかもしれないけど、沈ちん鬱うつな表情を貼りつけた男をわざわざ褒める？

「太刀川サン、一緒に仕事してて気づかないの？　超カッコいいじゃん。顔、スタイル、色気。わざと地味っぽい雰囲気を出してるけど、あれは極上のメンズだよ？」

　リリさんがふふんと笑う。

　どうやら、このお姉さん、課長の裏の顔も見通して言ってるみたい。経験値が高い人にはわかるのかしら。

　さすが、三十六歳、バツイチ色女は違うぜ！

「試しに飲みに行ってみなよ。会社では見せないイケナイ顔がたくさん見られちゃうかもよ？　太刀川サン、フリーなんだし」

　もう、見ました。……とは言えない。

「じゃあ、リリさんは課長、どうですか？」

　はぐらかそうと、聞き返してみる。

　リリさんはカラフルなネイルの人差し指を唇につけ、ふふふと笑った。

「年下、最高！　……だけど、今はパートナーがいるからやめとく」

　あらー、そうでございますか。

　さすがです、姉さん。『パートナー』って言い方がカッコいいっす。

「でも、櫟サンの裏がありそうなところは気になるなぁ。太刀川サン、なにか進展あったら教えてね」

　進展ありません。

　予定してません。

　私は玄関で、次のスケジュールがあるリリさんを見送った。あんなに楽しそうに恋に向かっていける人、素敵だ。

　きっと彼女なら、失恋したって恋そのものに後悔なんかしないはず。出会わなければよかったなんて、思わないはず。

　第二グループのフロアに戻ろうと、踵を返す。

　すると階段に繋つながるドアが、がちゃりと開いた。一階店舗に続く階段だ。

『あ』と思ったときには、逃げるには不自然すぎる間合いに、朋子がいた。

「つぐみちゃん……」

　私はなにも言えなかった。言うべき言葉がない。

「最近、仕事どう？」

　言うことが見つからないのは、朋子も一緒の様子だった。

　私たち、仲がよかった頃、どんな話をしてたっけ？

「こっちは、新店舗の話が出ててね。結構忙しいよ。私、そっちの担当になるかもしれなくて――」

「すぐ戻らなきゃいけないから」

　私は朋子の話を遮った。そして、彼女を大きく避けながらエレベーターに向かう。

「つぐみちゃん！」

　朋子が大声で呼ぶ。

「許せないだろうけど、本当にごめんなさい！」

　謝るなら、なんでやったの？

　それほど好きなのに、どうして出し抜くようなやり方しかできなかったの？

　私を踏みつけてまで欲しかった幸せなら、泰然としていてよ。罪悪感で泣きそうになるなんて、自分に酔ってるとしか思えない。

　エレベーターに乗り込み、朋子の顔を見ないようにドアを閉めた。

　階をのぼっていくエレベーターの中で考える。

　朋子はなぜ今さら、私との仲をどうこうしたいんだろう。

　同期や、共通の友人の間で、朋子に対するバッシングが起こり始めている。

　ふたりが付き合いだしたこと、私が振られたことを私自身は言っていない。結局、私が事情を話したのはメグ子さんと小花、そして課長だけだ。同情されたくないし、カッコ悪いから、最低限の人にしか教えていない。

　顛末を話したのは朋子本人らしい。それがなにを意図しているのか、私にはわからない。

　裕太と自分の仲を公表することで、おおっぴらに会えるようにしたかった？　早く私と付き合っていた頃のイメージを払ふっ拭しょくしたかった？

　それとも、贖しょく罪ざいのため？

　人に後ろ指を差されることを自分で告白するっていうのは、そういうこと？

　同期は私を心配し、同情し、朋子を憎んでいる。友人の何人かは、裕太と朋子を責めたらしい。でも、彼らのすることすべてが私の望むことじゃない。

　朋子も、裕太も、友人たちも。

　もう、こんなゴタゴタは終わりにして、私を放っておいてほしい。

　私が一番、引きずっているんだから。

　それとも朋子は、私に同期や友人たちを諌いさめてほしいのだろうか？　だから、私に話しかけようとしている？

　いや、違う。

　そんな小ずるい女なら、私だって思いきって『嫌い』だって言える。いくらだって責められる。

　朋子は最低の裏切りをしたくせに、いいヤツのままなのだ。

　そして、まだ私との友情に未練があるのだ。




　翌日の午後、私はひとり、デザイナーから送られてきたカットソーとヨガパンツのデザインをチェックしていた。

　今回のウェアデザインは、某有名スポーツブランドの元デザイナーにお願いするつもりだ。彼がフリーになったタイミングで声かけできたのは、運がよかった。

　ムドラ側も実績のあるデザイナーを喜んでくれている様子だ。

　ちょっと、幸先いいんじゃない？

　手元にあるラフ画をムドラ本社にメールと航空便で送って、返事を待つ。向こうからの連絡はメールがいいな。電話だとビジネス英語のヒアリングは難しいんだもん。

　英語は大学時代に覚えた。でも、仕事で使うとなると変わってくる。

　改めて英会話スクールに通うべきかなぁ。

　うーん、と背伸びをする。

　今は仕事を頑張らなきゃ。そうして、ひとつひとつ前に進んでいこう。

「太刀川さん、こんにちは」

　聞き覚えのある声に、ぎくりと肩が震えた。

　その声は、私のささやかな決意を崩壊させそうな威力を持っていた。

　振り返ろうとするけれど、身体がうまく動かない。近くのデスクでメグ子さんが、私の背後の人物を睨んでいるのが見えた。

　ギシギシと椅子を軋きしませながら振り向くと、そこに三川裕太がいた。別れてからは初めて会う。

　細身の紺色スーツを着こなし、茶色に染めた髪は、ブラジルのサッカー選手を真似ているんだとか。ちょっとオシャレな外資系企業の若手といった雰囲気だ。彫りが深くて、少し甘めな笑顔が女子ウケするって自分でわかっているこの男。

　どの面下げて？

　そう、言いそうになった。

　いや、仕事に私情を持ち込んじゃいけない。案外、誰かと打ち合わせで来たのかもしれない。

　大手ディベロッパー勤務の彼。きっと、新たな仕事があって来たのだろう。

　しかし、裕太は私の横までやってくる。

「例のお台だい場ばのファッションビルの件で打ち合わせしたくて。今、お時間あります？」

　さらりと言うけれど、そんな商業ビルの話は聞いたことがない。

　私以外の人間だって、手がけているなんて話は聞いていない。

　嫌な気分で、裕太の顔を見た。彼はニコニコと笑っていたけれど、目が笑っていなかった。

　はあ、なるほど。

「五分ほどでしたら、外で」

「ありがとうございます！」

　裕太がにこやかにお礼を口にする。

　私は彼を伴い、メグ子さんの心配そうな視線を感じながら、フロアの外に出た。

　人目につきたくないので、場所を選ぶ。

　六階のミーティングスペースはガラガラに空いていた。

　ここならパーテーションで区切られていて、他の社員や客先から顔が見えづらい。声をひそめて話せば大丈夫だろう。他にふた組打ち合わせ中だけど、離れたところにいる。

　狭いスペースで向かい合った。

　ちょっと前まで好き合っていた恋人同士。今や、裏切り者と捨てられた女。

「なんですか？」

「つぐみ、本当にごめん。今日は謝りたくて来た」

　私は仏頂面ながら、心中でかすかに驚いていた。

　浮気がバレたからというスタンスで、しかも電話越しに別れを告げた裕太。そんな最低男から謝罪が聞けるとは思わなかった。

「つぐみのことが嫌いで別れたわけじゃない。ただ、朋子とのことは……その……」

　前言撤回。この男は自分の心証を悪くしたくないから謝ってるんだ。別れた相手にも悪く思われたくないなんて、小さいな。

「朋子はほら、思いつめるタチだろ？　だから告白されたとき、むげに断れなかったんだ。そのうち、ズルズルとこんなことになっちゃって……」

「言い訳はいい」

　私はバッサリ切って捨てた。

「今は、朋子のことが好きなんでしょ？　それなら、私に言い訳しに来ないで」

　言いながら苛いら立だちと悲しみが湧いてくる。この男は私への思いやりではなく、保身のために言い訳している。

　そのことが余計、私の傷をえぐるのに。

「ごめん。本当に、つぐみに謝りたかったんだ」

　私たちは互いにうつむき、沈黙した。

「仕事に戻るね」

　立ち上がろうとすると、裕太が私の右手首を掴つかんだ。その無遠慮な態度に、カッと頭に血がのぼった。

　勢いよく手を振りはらい、すぐに大人げなかったと反省する。しかし裕太には、払われた手のことより大事な用件があったようだ。

「つぐみ、ごめん。頼みがあるんだ。朋子を避けないでやってほしい」

「はあ？」

　思わぬ申し出に、浮かせかけた腰を椅子に戻してしまった。

「避けてない。会う機会がないだけ」

「朋子は避けられてると思ってる。つぐみの気持ちからしたら当然だろうけど、朋子はこんなことがあっても、おまえとの友情を失いたくないんだと思う」

　私は思わずポカンと口を開けてしまった。

　厚顔無恥とはこのことじゃなかろうか？　彼氏を奪われた上に、友情も維持しなければならないっていうの？　私、そこまでお人よしのバカじゃないんですけど。

　そして、それを裕太がわざわざ言いにくるあたり……。

　もう限界。

　怒りと失望で声も出せなくなっていると、私の心情はお構いなしの裕太が重ねて言った。

「同期や友達にいろいろ言われてあいつも傷ついてる。おまえから、なにかひとこと連中に言ってもらえれば……」

「悪いけど、私が指示してるわけじゃないし、力になれない」

　涙が出そうだった。ずっと大好きだった男が裏切った挙句、まったく筋の通らない話を相談してきている。

　傷ついたのはこっちだよ。それを知っているなら、せめて放っておいてよ。

　唇を強く噛みしめ、今度こそ立ち上がった。

「裕太も朋子も恋愛が始まったばかりで、頭の中お花畑だもんね。正常な判断ができないのは、そのせいだと思って許すよ」

　背を向け、裕太の顔を見ずに言う。

「仕事中にプライベートなことで時間を割くのは嫌いなの。もう、やめて。バイバイ」

　裕太を置き去りに、私はミーティングスペースをあとにした。

　五階の第二グループフロアに戻ろうとは思ったけれど、どうにも涙が出そうだった。

　メグ子さんは私が泣いていたら、すぐに気づいてしまうだろう。

　優しい社内の人たちに、プライベートで泣いているダサすぎる姿を見せたくない。

『仕事中にプライベートなことで時間を割くのは嫌い』

　そんなことを言ったそばから、私は四階の資料室に逃げ込んだ。

　案の定、ここは誰もいない。書架が壁際に並び、各グループの備品置き場がある。どこも荷物だらけ、段ボール箱だらけ。

　第二グループのスペースは私が先週片づけたばかりだから、まだマシだった。

　書架のひとつに寄りかかる。

　ひとりになると、ようやく涙が頬を伝った。

　よかったじゃん、別れて。

　あーあ、裕太のヤツ、空気読めない系バカ男に成り下がっちゃって。

　よかったよかった。あんなのと流れで結婚してたら、痛い目見たよー？

　浮気されて別れたのが、結婚前で本当によかった。バツがつかずに、次の恋に挑めるじゃん。

　自分を励ましながら、なんでいまだに泣いているのか、考える。

　泣くことない。バカ男と別れたんだから、喜ぶべきだ。

　そこで、私は思い至った。

　私が泣いているのは、気づいてしまったからだ。

　裕太に会えて、まだこれほど嬉うれしい自分に気づいてしまったから……。

　ああ！　私、大バカだ。

　あんな男なのに！　私を捨てて、私の親友と付き合った男なのに！

　久しぶりに会えた裕太を見て、心の片隅で喜んだ。そして、裕太が朋子を心配しているのを目まの当たりにして、打ちのめされた。

　私、バカじゃないの？　裏切り者にいまだに未練たっぷり？

　そこまで、情けない女でいいの？

　もう、いなくなってしまいたい。私みたいな間抜けは、この世界から消えてしまえばいい。

　書架に額をくっつけ、嗚咽した。涙があとからあとから落ちてくる。

　喉が焼けるようで、苦しい。胸がズタズタにちぎれそう。

「また、泣いてんのか？」

　私は弾かれたようにドアを見た。

　そこには、またしても音もなく室内にいる課長の姿。呆れたような顔で私を見つめている。

『おまえはジャパニーズニンジャか！』と突っ込みを入れる元気も立場もない私は、乱暴に涙を拭い、課長から目をそらして答えた。

「なんでもありません。仕事に戻ります」

　顔を伏せ、課長の横を通り抜けようとすると、思わぬ言葉が降ってきた。

「さっきのが、おまえの元彼？」

　なぜ、知っているんだろう？

　確かに課長はフロアにいたけれど、中尾さんと打ち合わせ中だった。メグ子さんか小花が教えるはずもない。

　咄とっ嗟さに、頭に浮かんだ言葉を口にしてしまう。

「あとをつけたんですか？」

「すごいな、その自意識。俺を暇人のストーカーとでも思っての発言か？」

　迂う闊かつすぎる発言だった。思い上がりも甚はなはだしい。

「あいつ、合ごう同どう建設の営業だろ？　太刀川が顔色変えて外に出てったから、もしかして……と考えてな。なかなか戻ってこないし、またここで油を売ってんのかと思ったら当たった」

　私は歯噛みしながら、うつむく。

　情けない。ものすごく情けない。

　見られたくないところを、見られたくない相手に見られてしまった。

「すみません、油を売ってないでフロアに戻ります」

　けれど課長が行く手を遮るように、左手を壁についた。ドアは彼の身体の後ろだ。

「また慰めがいる？」

　私は首を横に振った。

「いりません」

「そう……。でも、俺は褒ほう美びをもらおうかな」

　言うなり、課長が私の肩を掴み、身体を引き寄せた。

　慌てて突き放そうとするけれど、予想より強い力に敵かなわず、私は課長の鎖骨あたりに頬を埋うずめる格好で抱き寄せられた。

　課長との身長差は、それほどないと思っていた。しかし、こうして腕の中に閉じ込められるとよくわかる。百六十センチの私より十五センチ以上は彼が大きい。

　顎あごを掴まれ、上を向かされる。

　そして、強引に唇を重ねられた。

　軽く触れてから、離された唇。

　間近で課長が私を見つめている。意地悪で傲ごう慢まんな微笑みを浮かべて。

「部下を心配して探しに来たんだ。優しい上司様に褒美くらいよこせ」

　そう言って、課長の唇は再び私の唇に重ねられた。

　今度は深く、濃厚なキスだ。歯列をこじ開けられ、奥深くまで蹂じゅう躙りんされる。

　動き回る舌に異物感なんて覚えない。

　むしろ、こうしてキスされると、私とこの人がいかに融け合いたがっているのかがわかる。

　あの夜も、こうしてキスをした。

　たっぷりと時間をかけて、交わり合いながら何度も、互いの唇を貪むさぼった。

　忘れたがっているくせに、こうして熱い刺激を加えられたら、身体はすぐさま思い出す。ダメだと頭はわかっているのに、指先まで痺しびれたように動かない。

　長いキスが終わる。

　唇が離される瞬間、寂しさを感じてしまう自分が情けない。

「課長……こういうことは……やめましょう」

　精いっぱい強がって拒絶してみても、今しがたのキスに浸りきっていたことは、課長だってわかっている。

　彼は心底楽しそうに笑った。

「続きもしたくなったら言え」

　私はようやく、課長の身体を押し退のけることに成功した。

　横をすり抜け、ドアを開ける。

「涙、止まってよかったな」

　後ろで課長が言った。




　朋子からメールが来た。これで何通目だろう。

　ＳＮＳはブロックしたけれど、メールも番号も仕事で使うかもしれないので、スマホの着信などは拒否していない。

　メールの文面は決まってこう。

【つぐみちゃんの都合のいいときに一度会いたい。話をしてほしい】

　朋子、なにがしたいの？　また、謝りたいの？

　私が『ふたりのことを許すよ』って言うまで、謝り続ける気なの？

　それって、暴力的じゃない？　相手の感情が収まらないうちに、自分の要求だけ通すなんて、乱暴な価値観だと思わない？

　それとも、私が大人になればいいのかな。

　表向きだけでも『もう、怒ってないよ。朋子は親友だもん。お幸せに！』とか言えばいい？

「できんわーい!!」

　私はベッドに転がり、叫んだ。

　恵比寿から電車で二十分、徒歩十分の私の部屋は、１Ｋで狭く古ぼけている。

　それでも、裕太がちょくちょく来ていた頃は、この古い部屋もキラキラしてたな。

　そういえば、別れる少し前から、裕太がこの部屋に来ることが減っていた。

　部屋に来てもなにもせず、本当に素泊まり旅館扱いで翌朝出社することもあった。

　クリスマスはお互い仕事だということで会わなかったけれど、もしかすると朋子と会っていたのかな。

　あーあ。考えれば、浮気を疑う条件は結構揃そろっていたよなぁ。気づかなかった私、すんごいバカすぎる。

　朋子と裕太なんか、もう知らない。できれば関わりたくない。

　それなのに、ふたりが私に関わってこようとしているこの苦痛。

　もしかして、会社から追いはらいたいのかしら。だからわざと絡んでくる？

　いやいや、そこまでのことはしないでしょ。被害妄想とか、痛すぎる。

　ベッドからがばりと起き上がった。

　化粧を落として寝よう。シャワーはもう明日の朝にする。

　現在時刻は日付の変わった深夜二時。あと四時間半後には起きて仕度して出社だ。

　帰宅したのは、ついさっき。

　仕事は確実に忙しさを増している。眠れるときに寝ておかないと。

　先ほどの課長とのやり取りを思い浮かべる。

　仕事を終えたオフィスの玄関でのことだ。終電を目指して日比谷線に走ろうとする私に、課長は言った。

『走るより、うちに泊まれば？　出社時間ギリギリまで眠れるけど』

　私は臆することなく課長を睨む。彼がニヤッと笑顔で返す。

『あ、眠れないか。また、朝までになっちゃうもんな』

『もう、その冗談やめてください！』

　私はツンツン怒って、課長に背を向けた。

　実は、私と課長の間にこの手のやり取りが増えている。

　例の企画。私がメイン担当で課長がバックアップという新ブランドの案件のおかげで、私たちがともに過ごす時間は増加した。

　朝から打ち合わせをしたり、ムドラ側へのメールや提出資料をチェックしてもらったり、一緒に関係先に出かけたり……。

　初めての仕切りである上に、やることがそこはかとなくあって、ここ一週間は毎日終電帰宅だ。そのすべてが、常に課長と一緒なわけ。

　課長は仕事中、決して私に妙なことは言ってこない。

　冷たいくらいの口調と視線に、私はビクビク半分、挑む気持ち半分で仕事をこなす。

　しかし他の社員が帰って、そろそろ本日も終わり……という頃になると、ちょっかいを出してくるあの男！

『ふたりきりだし、キスしとくか？』

『寒いし、一緒にシャワー浴びればいいだろ』

『また、泣いた顔が見たくなった』

　迫ってくる綺麗な顔。

　髪に触れてくる長い指。

　低い声が艶つやっぽく変わる。

　豹ひょう変へんぶりに、私は驚きょう愕がくし、おののくばかり。

　いや、私だっていつまでも可愛くビビッているわけじゃない。最近は、課長のタチの悪い冗談に真顔で応戦することにしている。

『帰ります』

『ダッシュで帰ります』

『家で大好きなウィスキーが待っているので、帰ります！』

　基本拒否ですわ！

　一回ヤれたからって、ホイホイ何度もヤれると思うなよ～。こちとら、甘いお言葉に流される可愛い女じゃないんだよ！

　ま、私が拒否しても、課長はさっぱり堪こたえず、ケラケラ笑っているだけだけど。

　たぶんあの人、私をからかって楽しんでるんだ。

　社内では幽ゆう霊れいみたいに過ごすつもりだったのかもしれないけれど、面白いおもちゃが見つかったから、遊んでやれ……的な。

　いい迷惑！

　でも、最初に彼の腕に頼ったのは私のほうだ。弱みは充分、こっちにある。

　今できることは、この初メイン担当をきっちりこなして課長を見返すこと！　そして、セクハラまがいのちょっかいをことごとく受け流すこと！

　よっし、明日も仕事とセクハラよけ頑張るぞっ！

　私は気合いを入れて、でも、指先は優し～くメイクを落とした。

　まだお肌の張りくらいは保っておかなきゃ。




　業務開始は九時十五分。

　毎朝の簡単なミーティングを済ませると、私と課長はもう外出だった。

　今日はアパレル製造会社に向かう予定。

　アイテムの種類や数については、ムドラ側から指定がある。デザインはまだ決定していないけど、指示されたアイテムを共同製作できるアパレル製造会社が必要になる。

　三社に当たっており、そろそろ一社に選定しなきゃいけない。今日は本命の一社と見積もりの打ち合わせだ。

「つぐみセンパァイ」

　デスクの荷物をバッグに詰めていると、左隣から小花が声をかけてきた。

「今夜も遅くなるんスかぁ？」

　ショートカットで痩やせ形の彼女は、体育会系の後輩っぽい喋り方も相まって、ものすごく幼く見える。

　二十五歳にもなって、中学生に間違われたこともあるそうだ。顔立ちがキリッとしていて少年みたいなのも一因かな。

「たぶんね」

「じゃ、ガーデンプレイスでごはんは無理ッスね。私とメグ子センパイで行きまーす」

「え、なんの件だっけ？」

　小花の話が本気で思い出せない。まじまじと小花を見返すと、呆れた顔をされてしまった。

「うちの大学のときのサークルの飲み会って言ったじゃないスか！　やっぱ、忘れてるし」

　そういえば、先週言われたような……。飲み会というか、平たく言って出会いの場を提供されたというか……。

　裕太と別れて三週間。メグ子さんも小花も私の新しい恋に積極的だ。

「ごめん……間に合えば行きたい」

「ま、そういうときは十中八九、間に合わないッスよね。あ、明後日あさっての件はどうにか調整してくださいよ？」

　明後日……えーと、あ、これは覚えてるぞ。

「リリさんのレッスンね！　渋しぶ谷やのヨガスタジオに十九時三十分。大丈夫、これはどうにかする」

　私たち三人は、たまにリリさんのヨガを受講しに行く。

　これは、契約インストラクターの仕事を把握するためという名目のお付き合いだ。

「頼みますよー。リリさんのご機嫌取りも兼ねるんスから」

　リリさんなら、ご機嫌取らなくても、気さくないい人だよ。

　でも、毎度レッスン参加を延ばし延ばしにしている私。次回こそは参加しなきゃと思っていた。

　ちょうど、仕事はめっちゃくちゃ忙しいときだけど、なんとかなる。いや、なんとかする！

「太刀川、なにをしている。遅いぞ」

　ドア付近から声が飛んだ。課長が準備万端で待っていた。

　私は小花に目で合図し、ジャケットとコートを羽織り、バッグを持って飛びだした。

　うー、やることがいっぱい。でも、この忙しさで助かっているのかもしれない。

　余計なことを考えずに済むから。




　十三時。打ち合わせが終わり、私と課長はバスで、総そう武ぶ線の新しん小こ岩いわ駅に戻ってきていた。

　午前中には帰社予定だったのに、思ったより時間がかかってしまった。打ち合わせが、契約を視野に入れた本格的なものになったせいでもある。

「ここで決まりですか」

　先ほどまでいた製造会社で決めるか、一応、お伺うかがいを立てる。

「技術、コスト面では及第点。あとは、サンプル作らせてみてだな」

　サンプルを作らせるってことは、ほぼ決定でいいのかな。よっぽどのことがない限り、そうなるのかな。

　今回委託しようとしている会社は、パターンの作成、サンプルの製造までは日本で行う。いざ大量発注になると、インドの大きな縫製工場を稼動させるそうだ。

　スポーツブランドの受注は初だけど、一般のアパレルメーカーの受注はだいぶ実績がある。

　サンプルをムドラ側に見せてからだし、そもそもデザインのＯＫも出ていないから動けないけれど、ひとつ案件が決まりかけ、ちょっとほっとする。

「電車が止まってる」

　課長がスマホを見てぽつりと呟つぶやいた。

　私は改札前へ、電光掲示板のチェックに走る。

　あ、本当だ。信号機故障で全線運転見合わせ。

「復旧までかかりますかね」

「わからんな。どうせ帰社できないなら昼メシにしよう」

　課長は諦め早く、さっさと駅から離れて歩きだした。私は慌ててあとを追う。

　駅前の居酒屋でランチをやっているので、そこに入ることにした。

　あーあ、今朝パンを買ってきて会社に置いてあるのになぁ。ふわふわのリンゴカスタードが夕食時には硬くなってそう。

　仕方ないんだけどねぇ。こんなことなら、朝のうちに食べちゃえばよかった。

　まだお昼どきのメインタイムということもあり、空いているテーブル席がなく、小上がりの座敷に通される。

　四人用の小上がりは狭く、畳敷きに薄い座布団が四組。パンプスを脱ぎ、先に小上がりに入る。

　あとから課長が入り、障子をパタンと閉めた。

　そして、なぜか向かいではなく、私の隣に座る。

　え？　なんで、横？

　普通、お向かいに座りますよね。っていうか、こーいうところって障子閉める？

　私は困惑げな表情を課長に向けた。彼は薄く微笑む。

　不穏な距離感に私がじりっと下がるのがわかったようだ。課長は手を畳につき、わずかに距離を詰めた。

　冷たい美貌が、見る間に色を帯びる。

「密室にふたりきりだな」

　ちょ、ちょ、まーっ！　ちょっと待って！

　いきなり豹変しないでください！

「密室じゃありません！」

　慌てた私の返しはまったく気が利いていない。まさか、急に迫られるとは思わなかったのだ。

「太刀川には冷たくされてばっかりだけど、今日は運がいい」

　課長はさらに距離を詰め、狭い座敷の壁に私を追い込み、見下ろしている。

　捕食される前のネズミの気分……いやいや、ダメダメ。

　食べられてたまるか！

「課長、仕事中ですよ！　いっつも仕事中は変なことしてこないじゃないですか！」

「そんな約束はしてないけど……確かにメリハリは大事だからな。そこは気をつけているつもりだ。でも、今は休憩中」

　いけしゃあしゃあと言い、課長が私の髪をひと房すくい上げた。

「おまえの髪の手触り、好き」

　さらさらと緩いウェーブを弄もてあそび、そこから右手を私の頬に移動させる。

「肌の吸いついてくる感じも、ゾクゾクする。あの晩も、おまえに触ってるだけで、どうにも止まらなくて困ったよ」

　ああ、もう！　油断した！

　普段は、迫られても逃げられる距離感を維持していたのに。

「課長……ごはんにしましょう」

「このまま注文しないでいたら、店員が来るよな。いつ来るかドキドキしながら、できるとこまでしてみるか？」

「わけわかんないこと言わないでください！」

　近づいてくる課長の身体を突き返そうと両手を伸ばす。

　しかし、難なく捕らえられ、両手とも彼の大きな手に拘束されてしまった。

　課長の唇が、私の耳みみ朶たぶに触れる。

　全身に電気が走った。あの晩のすべてが、瞬時に私の身体に甦よみがえる。

　全然そんな気はないのに、あまりに馴染みすぎたお互いの身体が、引き合う磁力を生んでいる。

　マズい。このままじゃ、変なことになっちゃう。

　私はなんとか片手を彼の拘束から抜けださせ、そうっとテーブルへ伸ばす。

　指先をじりじりと滑らせ、あと少し！

　――ピンポーン。

　私が押したのは、テーブル備えつけの店員を呼ぶボタンだ。

　フロアから「ただいまお伺いしまーす」の声。

　へへん、してやったり。私はにやりと微笑む。

　店員の登場間近で、課長は渋々、私の上から退いた。

「残念」

　その声はちっとも残念そうに響かず、むしろ楽しそうだったりする。……なんて男。

　注文を決めもせず店員を呼んだ私たちは、無難に日替わり定食を頼んだ。

　大きな膳が運ばれてくるのにそれほど時間はかからず、課長も向かいの席に移動し、おとなしく昼食タイムとなった。

「ここ、当たりだ。結構うまい」

　課長は男性らしい食欲で、おかずも大盛ごはんも片づけていく。

　そういえば、課長とごはんする機会も、二回目だ。

　生活感なさそうな浮世離れした雰囲気のある人だけど、ごはんはおいしそうに食べるよね。

「この前、太刀川と会ったイタリアン。あそこもうまいよな」

「ああ、〝クルサレット〟ですか？　おいしいんですよね。なにを食べても」

　私は誕生日に行ったイタリアンレストランを思い浮かべる。メグ子さんや小花とよく行く店だ。ひとりでも利用する。

　目立たないところにあるけれど、知っている人は知っている的な店。朋子や裕太と行ったことがなくて、本当によかったと思う。

「また、ふたりで行く？」

　課長がいたずらっぽく笑い、聞いてくる。

　私は首を横にぶんぶん振った。

「いーえ！　結構です」

　この人、なに考えてるんだろ。私のこと構って面白いのかもしれないけど、本当にそれだけ？

「課長……また、自意識過剰って言われそうなんですけど」

　いいや、聞いてしまえ。この状況が続くと、やっぱり気になるし。

　私はボソボソと呟くように問う。

「私とその……付き合うとか……そういう気持ちがあって、……それで私のこと構うんですか？」

　自分で言いながら恥ずかしい！　人生でこんなこと聞くの初めてだ。

『あなた、私と付き合いたいの？』みたいなセリフ……ギャルゲーのお嬢様キャラじゃないんだから。

　案の定、課長がポカンと私を見つめる。

　そして箸を置くと、背を丸め、腹を抱えて笑いだした。

　その反応に余計、私は赤面した。

　ああっ、聞くんじゃなかったあっ！

「おま……ガチの自意識過剰女……ぶはっ」

「もう結構です！　失礼しました、忘れてください！」

　恥ずかしさと怒りで真っ赤になりながら怒鳴る。

　だって、一度寝ちゃった相手に、こんなにちょっかい出されまくって、『もしかしたら』って揺れない女子なんている？　相手はクールな王子様系イケメンよ？

　ひとしきり笑うと、課長は笑顔のまま言った。

「逆に聞くけど、太刀川は俺と付き合いたいの？」

「え？」

　すっかりふてくされていた私は、思わぬ反撃に驚く。

『質問を質問で返すなあーっ!!』という某有名漫画のセリフが浮かんだけど、それを上司に対しては言えない。

「ええと、まだ手痛い失恋をしたばかりなので、次の恋は……考える余裕がないです」

「なら、それでいいだろ？」

　いえ、あなたのご意見はまだ聞けてないんですけど。

「俺は、普通に男の本能のまま、おまえを誘ってるだけ。久しぶりに抱き心地のいい身体に出会えて、相手がフリーだから声をかけてる。シンプルだろ？」

　課長は薄茶の瞳を細め、余裕たっぷりの笑顔だ。

　重ね重ね、この人って仕事してるときとキャラが違う。いきなり、肉食系になるんだもんなぁ。

「おまえは、俺とのセックスよくなかった？　相性、悪かった？」

　ストレートな物言いに私は困惑の極み。

「相性とかは……考えたことないですよ……」

　気持ちよかったのは間違いない。お互いの身体がトロトロに融解し、流れ落ちてしまいそうで。

　あんな感覚、初めてだった。でも、そんなこと口にできない。

「じゃ、確かめるためにもう一回寝とくか」

　課長がさらっと言い、私はまたため息をついた。

　ですから、お断りしてますって。

　この人にとって、セックスにはたいした意味がないんだろうな。

　私に対しての態度も、部下としては指導し、女としては誘ってる。

　それだけ。

　はっきりしたもんだ。

　でも、まだ胸の傷が疼うずく私には、そんな割りきりはできない。

「身体が疼いて眠れないときはいつでも声をかけろ。相手してやる」

「心配ご無用で願います」

　そっちは疼きませんので！

　私はカツカツとごはんをかき込んだ。




　木曜の夜は約束のヨガレッスンだった。

　私は小花と一緒に十九時前には退勤し、渋谷のスタジオに向かう。

　メグ子さんは外出先から直行なので、私がヨガマットを二本持ち、小花がメグ子さんのウェアバッグを持っている。

　渋谷から明めい治じ通りを神じん宮ぐう方面へ。十分でリリさんのヨガスタジオへ到着。ここで、メグ子さんの合流を待つ。

　小花は細い身体をスタッズつきのレザーコートに包み、ゴツめだけど可愛いショートブーツを履いている。少年みたいにボーイッシュな小花。癒し系ぽっちゃりおっかさんのメグ子さんとは対照的だ。

　私も加わると、いったいこの三人になんの共通点があるのか、他人からはわからないだろう。

　私がメグ子さんと小花を好きな理由はただひとつ。彼女たちが誠実だからだ。

　仕事に対して、友情に対して、立ちまわり方は違うけれど、ふたりのやり方は実直で、誠実さに溢あふれている。私はそんなふたりを尊敬している。

　以前は、朋子もそのひとりだった。

　朋子は誠実な……はずだったのに。

「つぐみセンパァイ、あそこ歩いてるの、課長じゃないスかぁ？」

　横から言われ覚かく醒せいした私は、小花の指す方向に視線をやった。

　向かいの歩道をやってくるのは、確かに課長だ。

　人混みと行き交う車の間で、よく見つけたもんだよ、小花。今日は表参道の店舗に夕方から行っていたはず。

　渋谷駅まではちょっとした散歩になるけど、歩けない距離じゃない。表参道の店舗は原はら宿じゅく寄りだから、確かにこのルートが渋谷には最短距離だろう。

　案外、食い道楽みたいだし、夕飯がてら帰社しようと思っているのかも。

　私と小花が大通りの反対側で見ているなんて気づいていない様子だ。

「会社じゃ、いるのかいないのかわかんない人ッスけど、外で見ると雰囲気違いますねー」

　小花がそんなことを言うので、ドキッとしてしまう。

「背筋もスッと伸びて、スーツ似合うし、もしかして顔も悪くないんじゃないスか？まじまじ見たことないッスけど」

「あはは。そう？」

「つぐみセンパイのほうが、一緒にいるじゃないスか。興味ないのバレバレ～」

　似たようなやり取りをリリさんとしたなぁ。

　しかし、私のスタンスは変わらず。課長はただの上司で、興味対象外。それを貫いたほうがお互いのためだ。

　課長は私と小花に気づくことなく、人混みの中を渋谷駅方面に消えていった。

「課長って、第二グループに来る前は千葉工場にいたんスよね」

「え、そうなの？」

「あれ、知りません？　確かそうッスよ。副工場長やってたって。私も人から聞いたんで、はっきりしたことはわかんないスけど」

　そうなんだ。知らなかった。

　でも、千葉工場って、去年の夏に閉鎖になったところだよね。閉鎖になったから、課長は本社に配属されたのかな。

　副工場長だから、課長待遇で？　そんなものなのかな。

　私はなにか引っかかりを感じながらも、特にそれ以上は考えなかった。

「ごめーん！　ギリギリだぁ～！」

　メグ子さんが叫びながら、ぽてぽてと通りを走ってくるのが見えた。
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「いいんじゃないか」

　私の作った企画書に目を通し、課長が言った。

「頭の悪い連中にもよくわかる、丁寧で易しい内容だな」

　課長の言葉は私を褒めているようで、この資料を読むであろう人たちの批判になっている。

　それは、明日の会議で本企画を説明するミサキガワコーポレーションの重役たちのことだろう。

　この人、やっぱり会社が嫌いなんだな。そんな雰囲気が言葉から透けて見える。

　今回は会社肝煎りの企画ということもあり、社長や役員を交えた会議での報告の義務がある。

　メイン担当の私も出席し、資料で現在の進行状況の説明をしなければならない。

　あーあ、ちょっと前までぺーぺーだったのに。役員会議に出席することになるとは。

「明日の午後一で会議だから、資料のプリントアウトなんかは明日の午前でいい。今日はもう上がるぞ」

　時刻は二十二時半。普段より少し早く上がれる。

　といっても、社内にはもう誰もいないんですけどね。

　そう！

　誰もいないんだ！　ふたりきりだ！

　あんまり課長に近づきすぎちゃ、いかんぜよ！

　資料を返してもらいつつ、じりじり下がる私に課長がひとこと。

「そんなに警戒してると、本当に襲うぞ」

「おそ……！　遠慮します！」

「わかったから、わかりやすく逃げるな。普通にメシ食いに行く。会議の景気づけに奢ってやる。来い」

　来いって……命令ですか？

　いや、全然断れますけど。ここで、『も～課長ったら強引～』とかって流されちゃう系女子ではないんですけど。

　でも、普通にごはんだけなんだよね。珍しく真っ当なお誘いじゃないの。

　課長が私を誘う理由が、本能に従っているだけっていうのはわかった。

　そして最近は、私が嫌がれば、変なことはしてこないっていうのも。

　冗談めいたいたずらは多少されるけど、本気で襲うなんてことは、この人に限ってあり得ない。

　なんだか、明日の会議を前に気遣ってくれているみたいだし、ご一緒しようかな。

　終電までなら、あまり時間もない。ささっと食べられるところだろう。

「はい、お供します」

「本当はホテルにでも誘いたいところだが、今日はラーメンで勘弁しろ。うまい店がある」

　いえいえ、ラーメンで充分です。むしろ、ホテルよりラーメンが大好きです。

　駅を行き過ぎ、駒沢通りを進む。

　渋しぶ谷や橋ばし交差点の手前、裏手に入ったところにごく普通のラーメン店があった。中はカウンター席ばかりで、男性客で混み合っている。

　ちょうど、奥の二席が空いたので、課長と並んで座った。

　古きよき中華そばは煮干しだしで、想像していたよりずっとおいしい。こんな時間なのに、罪悪感なく食べられるさっぱり味だ。

「おいしいですね。麺の卵っぽさが懐かしい感じで」

「わかるか。俺もそう思ってた」

　課長がふっと微笑む。

　この人、自炊しなさそうだし、恵比寿近辺でお気に入りの店を見つけてるんだな。

　以前の職場ではどうだったんだろう。

「課長、前の部署は千葉工場って伺ったんですが、あちらでもひとり暮らしだったんですか？」

　彼の表情がわずかに硬くなった。

　本当に些さ細さいな変化だったけれど、今までのリラックスしたムードが変わったので、私は気づいた。

　聞いちゃいけないことだった？

　課長はすぐに強こわ張ばった雰囲気をほどき、答える。

「いや、近くに実家がある。車で通勤していた」

「あ、そうなんですか。じゃ、ひとり暮らしは初めてですか？」

「大学時代とアメリカ留学してたときは、ひとり暮らしだよ」

　彼はごく普通に答えてくれる。さっきの変化は私の気のせい？

　なんだったんだろう。

「入社後はずっと、千葉工場の勤務だったんですか？　副工場長だったって――」

「太刀川は……」

　不意に課長が言葉を被せてきた。

「なんで、ミサキガワに入った？」

　私の質問に答えてくれないばかりか、逆に問い返される。

　でも、課長の雰囲気がやはり緊張感を帯びているので、箸を止めて答える。

「小学生の頃、初めて買ってもらったちゃんとした運動靴がミサキガワのブランド〝イカロス〟だったからです。すごくカッコよくて、子どもたちはみんな憧れていました」

「そうか。俺もだ。これで、運動会は速く走れそうな気がしてさ。ワクワクした。家の近くに製造工場があるのを知ったのは高校に上がってからだったけど」

　課長の瞳がかすかに揺らめいた。よぎったのは思い出に対する郷きょう愁しゅう？　それだけだろうか。

「〝イカロス〟も、もうないがな。そもそも、ネーミングセンスが壊滅的だったよな。墜落死したヤツの名前なんてつけるか？」

　茶化したいのか、わざと乱暴に言う課長。

　彼の言葉どおり、私たちが履いていた〝イカロス〟シリーズの小児用運動靴はもう製造していない。何年も前に廃盤になった。

　ミサキガワが手がける自社ブランドは、今では体育館用の内履きのみで、八はち王おう子じの工場で作っている。

「工場の仕事なんざ、クソつまらんもんさ。今のほうが充実してる」

　ひとりごとのように呟いて、課長は残りのラーメンを片づけた。

　私も慌てて、ラーメンの続きにかかる。

　千葉工場の話をなにやらごまかされ、そしてなんだか沈鬱な彼の顔を見ると、この話題はもう終わりにしたほうがよさそうだ。

　私たちは少し仕事の話をしただけで食事を終え、何事もなく駅前で別れた。

　課長は冗談でも私を誘ってはこなかった。

『クソつまらんもんさ』

　そう言った彼の顔がいつまでも気になる。

　案外、嘘が下手だ。

　本当はそう思ってなんかいないように見えたから。




　翌日は会議に向け、朝から資料作成に追われた。

　コピーなんてたいした手間はかからないけど、一応重役たちに渡す資料だ。落丁なんかがないように、小花に手伝わせて針のないホチキスで冊子にまとめていく。

　スクリーンに映して説明するパワーポイントの動作確認もしとかなきゃ。結構、本番中に止まることが多いもん。

　なにより、喋りの練習がいる。プレゼンなんて営業研修以来だ。重役たちを前に、まともに説明できるだろうか。

　そんな中で困ったメールが入る。ムドラ本社の担当者からだ。

「えーと……え!?」

　内容は、こちらが提出したデザインを全面的にリジェクトするというものだった。

　デザインを出してから、なかなか返事がないとは思ったけれど……まさか突っ返されるなんて。

　なんで？　なんで？

　実績も人気もあるデザイナーを起用して、それについてはあちらも喜んでいたのに。

「太刀川！」

　課長がデスクから私を呼ぶ。メールの宛先には彼も入っているから、内容を確認したのだろう。

　私は資料を小花に任せ、課長の元へ急行。

「『手て垢あかのついた古くさいデザイン』『先進性皆無』だとさ。まいったな」

　課長は肩を竦すくめて言う。天下のハリウッドヨガのトレンドはこれじゃ古いっていうわけだ。

　うーん、私から見るとそれほど悪くないんだけど。

　日本人なら、このくらい露出を抑えたおとなしいデザインのほうが好きなはず。

「静しず原はらさんに、新しいデザインをお願いしとけ。うまく言えよ。機嫌を損ねられると面倒だ」

　静原さんっていうのは、今回お願いしたデザイナー。確かに、こんなこと本人には言えないよなぁ。

　私は会議でのトークの練習は後回しにして、メールを作成する。

　ムドラ本社への『かしこまりました！』メールと、デザイナー静原さんへのメール。

　前者は英語の言いまわしに四苦八苦し、後者はデザインやり直しのうまい言い訳に悩む。

　よし、こんなものかな？　あとは課長に見てもらって……。

「太刀川ー」

　フロアのドア付近から呼ばれ、パソコンのディスプレイから顔を上げる。

　この忙しいのに誰だよー！

　するとそこにいたのは、朋子。

　すまなさそうな顔をしつつも、私と話すまで帰る気はなさそうだった。

　昼休みは時間が決まっているものの、各自で多少ズラすのは可能。

　十一時半。午後一の会議を理由に私は早めの昼休みを取った。

　とはいえ、私は朋子とランチに行く気なんかなかった。話を済ませたら、ひとりで外に食べに行くつもりだ。

「外でランチにしない？」

　朋子に言われ、私は面食らった。

　どの口がそういうことを言えるのかと思ったけれど、朋子は緊張感でひりついた表情をしていた。決して、のんきに誘っているわけじゃないんだろう。

　一緒にランチなんて、嫌だった。

　でも、これで最後と思えば我が慢まんできる。

　今日で終わり。これ以上絡んでこないように言おう。

「……わかった」

　私も忙しいし、終わった恋は早く忘れたい。

　朋子とたまに行ったカフェのテラスに落ち着いた。

　ワンプレートのマクロビオティックランチ。レンズ豆のサラダや、大豆ミートのハンバーグなど朋子の好きそうなものばかりが乗っていて、私には少し物足りない内容だった。

　オーガニックコーヒーとマクロビプレートを並べ、私たちは向かい合った。

　わざと誰もいないテラス席を選んだけれど、冬には本当に長居したくない席だ。用意されたひざかけとヒーター程度じゃまったく温まらない。

　私はなにも言わず食べ始め、朋子は手をつけず黙っていた。

「早く食べなよ」

　私が促すと朋子は頷いたけれど、なかなかフォークを持とうとはしない。

「つぐみちゃんは私のことが嫌いだよね」

　ようやく出たのがその言葉で、いっそう落胆する。

「嫌いになるようなこと、されたからね」

「私はつぐみちゃんが好きだよ」

「私より、裕太が好きだから、今はこうなってるんでしょう？」

　私の言葉に朋子がはらはらと泣きだした。

　本当にバカみたい。

　なんで、泣くの？

　あんたが泣いて、私の苦しさが減るとでも思ってる？

「朋子も私のこと嫌いになんなよ」

　心底悲しい気持ちで言った。無造作にフォークを動かしながら。

「私さ、裕太と付き合う前から、あんたの気持ち知ってたよ。でも、あんたに負けない自信があったから、裕太に告白した」

　朋子の罪悪感を薄めたいわけじゃない。汚い私は、自分の嫌な部分をひけらかして、彼女の私への情愛を粉砕したいだけだ。

「どう見たって、地味なあんたより私でしょ？　わかるもん、私のほうがモテるって。私が朋子をあの合コンに呼んだのは引き立て役として」

　話しだすと止まらない。

　本当は引き立て役だなんて思ってない。でも、嫌われたいんだから、多少は話を盛ったって構わないだろう。

「あんたを見くびってたから、こうして奪われちゃった。それだけ。ほら、私はあんたを嫌いになる。あんたも私に友情を示すのはやめて。これからはお互いに関わらず、平和にいこう」

「私は……それでもつぐみちゃんが好き」

　朋子は肩を震わせて、ぎゅっと握った両手を口元に持っていき、苦しそうに泣いている。

　ああ、そんなに泣いて……。

　誰もいない寒々しいテラスを選んでよかった。店内だったら目立ってしょうがない。

「ずっと、親友って呼べるような友達はいなかったの。私、どんくさいし、話も上手じゃないから。女の子の輪の中じゃいつも浮いちゃって。でも、つぐみちゃんは上手に話を振ってくれた。私を仲間に入れてくれて、本当に嬉しかった」

　この期ごに及んで、そんな告白いらない。

「つぐみちゃんといると、毎日が楽しかった。お互い仕事が忙しいときはメールで励まし合って、お休みの日は買い物に行って。ふたりで旅行もしたよね。あの伊い豆ずの海、すごく綺麗で忘れられない――」

「やめて」

　遮ったのは、私も泣きそうだったから。

　この一件で私が失ったのは、彼氏だけじゃない。かけがえのない、大好きな親友も失っているのだ。

　もう戻らない、幸福だった時間。

　親友と過ごした温かな思い出のすべては、棺ひつぎに収めて地中深くに埋葬しなければならない。

　私は唇を噛みしめ、ひと呼吸ついてから、顔を上げた。

「裕太が好きなら、私に未練を見せないで。私たちの友情は終わり。これは、もう変わらない」

「私を許せないのはわかる！　自分でもひどいことをした挙句、なに言ってるんだろうって思う……！」

　朋子が激した声で言い募る。

「だけど、つぐみちゃんが好きなの！　もし、つぐみちゃんがいつか私を許せる日が来たら……また仲よくしたい……」

「バカ。自己中」

　私は遠慮なく罵ののしった。涙を堪えているから、きっとものすごく険しい顔をしている。

「許せる日なんか来ない。終わったものは始まらない。今後一切、私の前に姿を見せないで」

　言いきると私は自分のランチ代を置き、テラス席からひょいっと道路に下りた。

　朋子を置いてオフィスに向かって歩きだす。

　会議の前に胸の中が嵐になってしまった。落ち着かなきゃ。

　居酒屋とラーメン店の隙間の路地に入り、溢れてきた涙をひとり拭った。




　第二グループのフロアに戻ると、課長が待ち構えていた。いつもの銀フレームの眼鏡を着用して、臨戦態勢だ。

　会議前の最終打ち合わせをして、私たちは六階の大会議室へ向かう。結局、全然プレゼンの練習はできていない。

　それでも初めての役員会議は思ったよりスムーズに進行し、私が五ヵ所くらいトークを噛んだ以外に大きな失敗もなかった。

　本部長もご機嫌で、役員たちから飛んでくる質問に積極的に答えているのは彼だった。だいたい適当に答えたあと、課長のほうを見て『そうだよな？』って確認するんだけど。

　ともかく、無事に会議終了！　はー、疲れた！

　どうにか終わった。昼休みの動揺も影響していない。

　ほっとしながら、五階の第二グループフロアに戻ると、いち早く小花が声をかけてきた。

「デザイナーの静原さんからお電話あったッスよ」

　え、静原さん？

　まだメールは送っていないけれど、なんだかタイミングがいいな。なにかあったのかな？

　デスクに戻り、メールフォームを開く。

　私は凍りついた。

　嘘。

　私、メール送っちゃってる。

　会議の前にメールは下書き保存したはずだった。課長に見てもらってから送ろうと思ったから。

　しかし、私はなにかのはずみでメールを送ってしまっていたみたいだ。

　しかも最悪なことに、ムドラへの返信メールの宛先に、なぜか静原さんのアドレスが入っている。

　なんてことだろう。

　ムドラ側からの『古くさいデザイン』だとか『新しさがない』的なメールの内容が、静原さんにも届いているということだ。

　絶対に伏せなければならない相手に……。

　なんで？　どうして？

　いや、メールを送ったかの記憶も定かじゃないくらい。間違いなく私ひとりのミスだろう。やっぱり、昼休みの動揺は影響していたのだ。対外的な問題を起こしてしまうほどに。

　こんなくだらないミスをしてしまうなんて……。

　自分が信じられない。

　でも、実際に大変な事態はもう起こっている。

　静原さんに電話をする前に、私はのろのろとデスクを離れた。

　自分の大きすぎるミスを、自ら課長に報告するためだ。




「誠に申し訳ありませんでした！」

　私は頭を深々と下げた。横で課長も同じことをしている。

「謝られてもねぇ、どうしようもないじゃないですかぁ」

　そう言ったのは、今回のデザイナー、静原邦くに夫お氏だ。

　私と課長は、今回の私のミスの謝罪に、静原さんのアトリエを訪れていた。アトリエはマンションの一室で、彼がスポーツメーカーに在籍していたときのデザイン画がべたべたと壁に貼られている。

「あんなメール見せられちゃねぇ、ボクにできることなんてないでしょ」

　静原さんは四十代前半の独身男性。一度打ち合わせで顔を合わせた際も思ったけれど、ねちっこい喋り方をする人だ。

　今は相当怒っているから、余計だろう。

「本当に私のミスでして……静原さんのお気持ちを考えたら、絶対にしてはいけないことでした。申し訳ありません」

　私は改めて頭を下げる。

「いやいやぁ、ボクはいいんですよ」

　全然『いい』とは思っていない口調だ。

　私にできることは頭を下げることのみ。そして、もう一度気持ちを立て直してもらい、新たなデザインを描いてもらえるよう説得しないと。

「ムドラ側はああいった言い方をしていましたが、私どもは静原さんのデザインこそ日本人向けで、クリエイティブなアイデアだと思っております。社内でも、これで間違いないという話になっていたので、ムドラ本部からの返答は納得しかねるというのも本音です」

　静原さんはぶすっとした顔で、私ではなく自分のアトリエの壁を眺めている。

　課長は口を出さない。それは当然のことだ。メイン担当は私なのだ。

　私の失敗で、彼まで頭を下げるはめになってしまったことが申し訳ない。

「ただですね、もしかするとムドラとしては日本だけではなく、アジア全域を視野に入れたデザインを……という要望があるのかもしれません。シンガポールや韓国など、日本以外の諸国はビビッドなカラーを好み、肌の露出もやや多いですよね。そのあたりを――」

「太刀川さんさ、ボクのこと、うまーく言いくるめようとしてるでしょ」

　静原さんがそっぽを向いたまま言った。

「ムドラ側からのメールがボクに伝わっちゃったのはいいんだよ。むしろ、それを言ってもらえなきゃ、ボクとしても立場がないじゃない？　ボクが気に入らないのはさ、太刀川さんたちがボクに本当のことを隠して、別のデザインを出させようとしてたってことなんだよねぇ」

　私は黙っていた。言い訳しようにも、そのとおりだからなにも言えない。

　静原さんは勢いがついたようで、徐々に早口になりながらまくし立てる。

「なんていうかさ、うまく手のひらで転がしてやろーとか考えてない？　バカにされてる気分なんだよねぇ。ムドラ側が言ってることなんか、ボク全然気にしないよ。感性の問題だからさ。そういう意見もアリだよね。でもさ、太刀川さんたちにまでコケにされて、新しいデザインなんか描く気しないわ。こんなのウィンウィンの関係って言えないもんねぇ」

「静原さん、私どもは決して、そういった気持ちで静原さんとお話ししているわけでは――」

「あのさぁ」

　再び静原さんが私の言葉を遮った。

「ボク、カビの生えたおっさんみたいなこと言いたくないから言わなかったよ。『女の子が担当なの～？』なんて。でも、こういう態度取られちゃ、言わざるを得ないよねぇ。若い女の子がこの企画の担当なんて、そもそも無理があったんじゃないのぉ？」

　ミスしたのは私だ。

　この人が怒っているのは、私が悪い。

　でも、それと私が女であることは関係ないじゃん。

　私がなにも言えなくなっていると、横で課長が口を開いた。

「静原さんのお気持ちはよくわかりました。ご気分を害されて当然です。こちらも無理にお願いはできませんので、今回はお詫びしまして、依頼を取り下げさせていただきたく思います。誠に申し訳ありませんでした」

　課長が頭を下げたので、私も合わせて腰を折った。

　静原さんは捨てゼリフのように言った。

「どーぞ、お好きに。古くさいデザイナーと縁が切れてよかったでしょうよ」




　静原さんのマンションを出る。落胆から北風が身に染みる。

　当惑と失意の中、私は口を開いた。

「課長、本当にすみません。とんでもないミスをしたばかりか、余計に静原さんを怒らせてしまって」

　どうしよう。

　課長は静原さんに依頼を取り下げるとまで言ってしまった。

　今から、新しいデザイナーを探す？　それとも、すぐにでも私が静原さんに頭を下げに戻るべき？　彼の気が済むまで土下座でもなんでもすべき？

「おまえのミスはもう済んだことだ」

　昨日ミスの報告をした際に、課長はひとつ嘆息して『どうすればいいか考えろ』と言った。

　彼の叱責はそれだけ。

　そのことが余計に、課長の中で私の評価ががくんと下がったことを感じさせ、いたたまれない気持ちになる。

　彼は続けて言う。

「最初からこうなるっていうのは想定してた。自分の創造物でメシ食ってる人間なんて、プライドの塊みたいなヤツが多いんだ。商品価値をつけてくれる人間にはいい顔してみせても、そんなのはポーズだったなんてこともある。ある程度実績のあるクリエイターが、プライド傷つけられてまで仕事を続けてくれるとはハナから思ってない」

「じゃあ……」

　突っぱねられるってわかっていて、謝罪に同行したんだ。

　ただ、謝って文句を言われるだけなのに、付き合わせてしまった。

　本当に申し訳ない。

　仕事でこれほど大きなミスをしたことはなかった。しかも、凡ミス。情けなさすぎて涙が出そう。

「デザイナー……選定し直しですね。申し訳ありません」

「それに関しては心当たりがあるから、一日待て」

　課長はあっさり言うと、先に立って歩きだした。

「女に担当やらせるな、か……。俺以上のセクハラ発言、久々に聞いたな」

　課長はなんでもないことのように呟いた。

　泣きたい気分の私は、その妙に真面目くさった言い方に少しだけ頬を緩めてしまう。

「セクハラ……。課長、自覚があったんですね」

「おまえに訴えられないように、なるべく業務時間外を狙ってるんだぞ。これでも努力してる」

　業務時間外でも、セクハラはセクハラなんですが……。

　キリッとした表情に突っ込み損ねる。

　うーん。この人なりに、私を気遣ってくれているみたい。

　私は課長の後ろを歩きながら、少しだけ息を吐いた。

　……課長は『一日待て』なんて言うけど、どうするつもりなんだろう。

　私は、このミスをなんとしても挽ばん回かいしなければならないのに。




　課長はデザインの件を自分に預けるよう指示したけれど、私としては不安で落ち着かない。

　この数日間、会議といいメールの失態といい、ずーっと慌て続けている気分だ。

　ともかく、デザイン以外の仕事を進めるしかない。

　リリース発表の日程を調整し、会場を押さえる。同時にイベントレッスンも開催だ。必要な人員や備品も発注しなければならない。

　やることは唸うなるほどある。後悔するより仕事しなきゃ。

　……そう思いつつ、なんであんなことをしちゃったのかと悩んでしまう。

　課長には何度も謝ったけれど、謝って済む問題じゃないし……。

　静原氏への謝罪からわずか一日半。

　夜半、社内に誰もいなくなった頃、課長が私を呼んだ。

「太刀川、デザイン画が届いた。こっちに来い」

　届いたって、メールで？　どこから？

　私は急いで、課長のパソコンのディスプレイを覗く。

　ＪＰＥＧで届いた画像は間違いなく新しいデザイン画だけど……。

「可愛い……！」

　思わず感嘆の声を上げた。

　映しだされたデザインは、女性的な可愛らしさに溢れていた。

　色味は明るく、チェリーピンクに淡いラベンダーパープルを合わせたカットソーや、黄色地にブルーでムドラのロゴをデザインしたキャミソールなど。

　肩が出るデザインが多いけれど、おへそは出ないものばかり。このあたりは日本人好みだ。

　中でも、ボートネックで両脇に編み込みリボンの入ったカットソーはすごく私好み。

　肩も裾もカットがほどよい具合で、三角のポーズと呼ばれる〝トゥリコナアサナ〟で片手を挙上してもズレなさそうだし、腕立て伏せの姿勢からヒップを引き上げる〝ダウンドッグ〟で背中側のショーツが見えないか気にしなくてもいい。

　カットソー、パンツ合わせて八点。

　どれも、すごく素敵だ。早くサンプル品を見たいくらい。

　正直、静原氏のデザインが霞んで見える。

「ムドラにメールで送っとけ。素材指定の表も忘れずに。ほとんど綿とポリエステルだが、一部シルクシフォンの指定がある」

　課長はさらっと言うけれど、こんなデザイン、どこにお願いしたんだろう。

「課長の知り合いのデザイナーさんですか？」

「そうだ。新人デザイナーってことにしとけ。この件で、有名デザイナーにこだわってるのは、こっちだけだってわかった。新人でも問題ないだろう」

「参考までに、どんな方か伺ってもいいですか？」

　課長は一瞬言いよどんだ。

　それから遠視用の銀フレームの眼鏡を押し上げ、思い直したように口を開く。

「小お野のみちえさんといって、……千葉工場の元社員だ。〝イカロス〟やミサキガワ名称のシューズを多くデザインした女性。三年前、ミサキガワの自社製品縮小の折りに早期退職している」

「そんな方が……。あの、アパレルデザインを……ですか？」

　シューズのデザインとウェアのデザインって、決して同じじゃないよね。

　課長が平然と答える。

「退職後に娘さんと一緒に服飾の専門学校に通ったそうだ。今は地元でソーイング教室をしている。今回のデザインは娘さんとの合作だ。ムドラ側からリジェクト食らった時点で相談してあった。三日でよく考えてくれたよ。感謝だな」

「思いきったことをされるんですね」

「俺はあの人のセンスを全面的に信頼している。俺が初めて買った〝イカロス〟のシューズが、あの人のデザインっていうのもあるんだが。……今回は偶然頼るかたちになったけれど、かえっていい結果に繋がるんじゃないかと期待している。おまえとしてはどうだ？」

　意見を聞かれたので、素直に答える。

「驚きましたけど、デザインは本当に可愛いです。ムドラ側がどう言うかわからないですが、私はこれでいきたいと推すつもりです」

　課長がふっと頬を緩めた。

「そうか。太刀川がそう言うなら、嬉しいな」

　元同僚の仕事を、まるで我がことのように喜ぶ課長は、柔らかく微笑んだ。

　本当に嬉しそうなその顔を見ると、普段の無表情のギャップと相まって、胸がぎゅっと締めつけられるような感覚がよぎる。

　なんだろ、この胸キュン具合。

　そりゃ、元々この人は結構なイケメンで、それにはとっくに気づいている私だけど。

　優しく笑う課長はピュアに魅力的で、妙に惹ひきつけられてしまう。

　眼鏡の奥の鳶とび色いろの瞳がキラキラしていて、綺麗というか、可愛いというか……。

　無性に、頬が熱い。

　頭もぼーっとする。

　なんだろ、これって……。

　この不思議な感覚って……。

「おい、太刀川？」

　課長の声がフィルムを通したようにカサカサ聞こえる。視界がぼやける。

　あ、なんか変。身体が言うことを聞かない。

　動どう悸きがするのも、苦しいのも、別に理由があったみたい。

　気づくと私は床に膝をついていた。

　身体が熱くて、すごく痛い。頭、ガンガンいってる。

　これ、いつからだっけ？

　ここ数日、緊張感と不安感で、ずっとあちこち痛かったような気もする。

「太刀川、大丈夫か？　貧血か？」

　課長も私の横に膝をつき、顔を覗き込む。

「いえ……、貧血では……ないと思うんですけれど」

　頭は熱い。でも、背筋は寒い。

　指先までジンジン痛くて、関節を曲げることすら苦痛だ。

「風か邪ぜかも……しれません」

「バカ、いつからだ？　早く言えよ！」

　課長の声が一気に厳しくなった。

　すみません……でも、今の今までミスのことで頭がいっぱいだったんだもん。

　体調不良にまったく気づかないくらいっていうのが、間抜けだけど。

「ちょっと座ってろ」

　課長は私の肩を抱くと、なにか言う隙を与えず、オフィスチェアに座らせた。

　それから、自らのパソコンに向かう。どうやら、私の代わりにムドラにデザイン画のメールを送っているらしい。

　そうだよね。今日、金曜日だもん。時差も含めて、週明けに送るより今がいいよね。

　っていうか、課長、メール打つの早い。

　私なんか、何度も英語の言いまわしを確認しちゃうのに。

　そっか、留学していたって言っていたなぁ。

　熱に浮かされた頭で余計なことを考えつつ、ぼけっと見ているうちに課長は眼鏡を外し、パソコンをシャットダウン。私のパソコンも同じように消すと、私の肩を抱いて立ち上がった。

「コートはこれだな。着ろ」

「は……はい。あの、すみません。大丈夫です」

「下でタクシーを捕まえよう」

　有無を言わさぬ雰囲気で連れだされる。

　駒沢通りで恵比寿駅近辺ということもあり、外に出るとタクシーはすぐに捕まった。

　課長は私を後部座席の奥に押し込み、数瞬迷ってから運転手に自分の住所を告げた。「近くてすみません」なんて言葉をつけて。

「課長、私このまま帰れますので」

　一応、言ってみる。

　彼が私を自宅に連れていこうとしていることは察せられた。

　すると課長はバカにしたように答えた。

「そのまま来週出社せず、自宅で死んでたら寝覚めが悪すぎる。しかも、俺の監督責任だ。過労かつ病死とか勘弁してくれ」

「いや、死にませんよ……」

「おまえの免疫は今、九十代の老婆クラスと思え。風邪で容易に死ぬ」

　死ぬ死ぬ連呼しないでよ……。

　っていうか、世間ではインフルエンザが猛威を振るっている。もし、インフルエンザだったら、課長にまでうつしちゃうんじゃなかろうか。

　やっぱり私、帰ったほうがいいよね。

　固辞の言葉を口にしようとすると、課長が遮って言った。

「頼むから、言うこと聞け」

　頼んでいるのに、命令口調って……。矛盾すぎます、課長。

　でも、彼の気持ちに甘えてみたい気持ちが芽生えていた。

　いろいろあって、身体もボロボロで、弱気になっているのかな。

　課長の言葉には、下心ではない上司としての心配を感じる。それに寄りかかりたい自分がいる。

「はい」

　私は頷き、彼の自宅へおじゃますることを了承した。

　重たい身体を課長に支えられながら、彼の部屋に入る。

　あの晩以来だ。

　そう考えながらも、甘い夜を思い出す余裕がない。

　腕を少し持ち上げるのだって関節が痛いし、ちょっと顎の角度を変えるだけで頭が割れそうだ。

　私のコートを剥はぎ取った課長は、そのまま私を軽々と抱き上げ寝室へ運ぶ。

　恥ずかしかったけれど、逆らえるほどの気力と体力がない。

　ベッドに下ろすと、課長は私から離れてクローゼットを開けた。

「シーツを替える暇がなくてすまんな。これ、俺ので悪いけど、すぐに着替えろ」

　放られたのは、長袖のＴシャツとジャージ。

「寝とけ」

　私の着替えを見ないよう気を遣ってか、課長は寝室を出ていった。

　しかし、そのまま玄関のドアが開く音が聞こえる。

　あらら？　課長、どこ行くんですか？

　考えるけれど頭がうまく働かないし、とにかくベッドに横になりたい気持ちが強い。

　私はのそのそと着替え、着ていたブラウスとスカートをベッドサイドの椅子に畳んで置くと、課長のベッドに横たわった。

　あ、課長の匂いがする。

　香水というより、ボディソープかシャンプーの香りみたいだ。クールで爽やかなグリーンノートの香り。

　抱き合ったとき、本当に近くで味わった彼の香り。

　あの夜は動物的に興奮する要素だったけれど、今はものすごく安心する。

　私は熱もあってか、うとうとと、まどろんでいた。

　それほど経たないうちに玄関のドアが開く音で覚醒した。

　どうやら、課長が外出から帰ったようだ。

「入るぞ」

　彼が寝室に戻ってくる。

　ベッドの横にひざまずくと、コンビニの袋からベッドのサイドボードに次々と品物を並べ始めた。

　水、スポーツドリンク、ゼリー飲料、おにぎり、サンドイッチ、インスタントおかゆ、みかんゼリー、ヨーグルト……。なにが欲しいかわからないから、手当たり次第に買ってきたという雰囲気だ。

　さらに薬局の紙袋から取りだしたのは、市販の風邪薬。

「なにか食えるものはあるか？　薬は一番効くヤツにしてくれって言って出してもらった。熱や痛みにも効くらしいから、飲めば楽になるぞ」

「課長……こんなにいろいろしてもらって……申し訳ありません」

　薬をひと包み水で流し込んでから、私は呟いた。

　大きな失敗をして、課長に迷惑をかけて、挙句に体調を崩してお世話になって。

　私、情けなさすぎるでしょ……。

　裕太に振られたときから数えて、この人にはカッコ悪いところしか見せていない。

「私……本当に最悪です……」

「太刀川は女としては極上だがな」

「冗談はやめてください。……迷惑ばっかりかけて……今回のメールのミスも……彼氏を奪われた親友と話した直後で……テンパッてたんだと思います。仕事に私情を持ち込むなんて一番ダメなパターンなのに……」

　言いながらどうしようもなく泣けてきた。

　普段、人前で泣かない私。

　泣かないというより、プライドが邪魔して泣けないのだ。

　だけど、課長には最初に泣き顔を見られているせいか、どうしても涙るい腺せんが緩くなってしまう。

　涙がぽろぽろと頬を伝って、布団で弾けた。

「もう、私ダメです。メイン担当なのに、まだ失恋引きずって……くだらないミスしちゃって……不適格です。担当から外してください……」

「バカが。そんなに簡単に解放してやると思ったら大間違いだぞ」

　泣きじゃくりながら懇こん願がんする私の頬に、課長の指が触れた。

　私の涙を拭う彼の指先。

「プライベートと仕事を切り離すのは理想だけどな。完全に別物にするのは誰だって難しい。おまえのミスなんてよくある話」

「でも……課長……」

「俺は……、他のヤツの前で平気な顔して意地張ってる太刀川が、俺の前で泣いてくれるとほっとする。おまえの涙で、救われる男もいるってことだ」

　どういう意味だろう。謎かけみたいな言葉を判別する能力は、今の私にはない。

　ぶるっと震えた私を見て、課長がベッドの足元に放ってあった自らのカーディガンを取る。

　それを私の背に回し、身体をくるんでくれる。そのまま、ぎゅっと抱きしめられた。

「具合が悪いときに、マイナスのことを考えるな。とにかく、今日はもう寝ろ」

　課長の言葉が身体にじんと響いた。

　ゆっくりと離れる身体と身体。そのままベッドに横たえられ、私は出ていく課長を見送った。

「なにかあったら呼べ。隣のリビングにいる」

　課長の匂いのするベッドは落ち着く。

　あっという間に、私は深い眠りに落ちていった。




　眠り続けた私が目覚めたのは翌日、土曜の十五時だった。

　人様の……しかも上司の家だというのに、どんだけ眠るんだ。

　スマホで時間を確認し、呆れてしまう。

　昨夜あれほど苦しかった関節痛と頭痛はほとんど治まり、測っていないからわからないけれど、熱も今はないみたい。

　全身を包む倦けん怠たい感かんが唯一、体調不良の名な残ごりといったところだ。

　ベッドから下り、素足で立ち上がると、ふらっとした。

　危ない、危ない。半日以上寝てたんだよね、私。

　遮光カーテンの寝室は時間の感覚が薄くなる。

　課長はどうしているだろう。

　おそるおそる寝室のドアを開けると、リビングでは窓が開け放たれ、二月の寒風が室内に吹き込んでいた。

　さっ、寒っ！

　でも、陽射しは明るい。今日はよく晴れた日だったみたいだ。

「起きたか？」

　シャツにジーンズという私服姿の課長がキッチンに立っているのが見えた。ちょうどコーヒーを淹れていたようだ。

「空気の入れ替えをしていた。寒いだろう、今閉める」

　コーヒーのマグをローテーブルに置くと、課長は窓をガラガラと閉めた。

「課長、すみませんでした。私、こんな時間までベッドを占領していたんですね」

「おまえを引き止めたのは俺だぞ。気にするな。それより……」

　近づいてきた課長が、私の額に右手をあてがった。無造作な接触に驚く。

　うわ。顔、赤くなってないかな。

「熱、下がったか。ってことはインフルエンザじゃないな。病院に行かなくても平気だろう」

「あ、はい。課長にうつさずに済みそうです」

「今、おかゆを出してやる。それからもう一回、薬を飲め」

　課長に促され、ソファに座る。

　ソファの端には羽毛布団が丸めてある。どうやら、彼は昨夜ここで寝たみたいだ。返す返すも申し訳ない。

　そして少し頭がスッキリしてきたら、まざまざと思い浮かぶのが、あの晩の逢瀬。

　ゆうべは思い出すどころじゃなかったけれど、そういえば最初に彼と抱き合ったのはこのソファだったっけ。

　床に引き倒され、ふたりで服を脱がせ合って……。

『冷えるだろ』なんて課長が私を抱き上げ、ソファに下ろしたんだった。

　それから、あんなことや、こんなことを……。

「なに考えてんだ？」

　恥ずかしすぎる記憶から呼び戻すのは、やっぱり課長の声。

　彼がどんぶり入りのおかゆとお茶の湯飲みを持って、私の顔を覗き込んでいた。

　私は真っ赤になりながら、自分の思い出を否定する。

「なんでもありません」

「俺はてっきり、このソファでしたときのことを思い出してくれてるのかと思った」

　うぐっ！　図星すぎる！

　でも、そんなこと口が裂けたって言えない！　いや、言わない！

「いろいろご迷惑をかけて、なんとお詫びしたものかと考えていただけです」

　私はごまかしのため、ツンとした口調で答える。

「そうか、そうか。ま、おかゆでも食べろ。インスタントを温めただけだが」

　インスタントの梅がゆは、なにも食べていないお腹に染み渡る。

　はぁ、おいしい。ごはんをおいしいって感じたの、久しぶり。

　ここ数日、本当に余裕がなかったんだなぁ。

　でも、いつまでもこうしてはいられない。

「課長、ありがとうございました。これをいただいたら、おいとまします」

「病み上がりが偉そうに言うな。もうひと晩、寝ていけ。明日は日曜だしな」

　課長は向かいの床に座り、新聞をめくっている。

「いえ、熱も下がりましたし……」

「いいから、ゆっくり休んでいけ。またぶり返すぞ。食ったら薬飲んで、シャワー浴びて寝ろ」

　過保護なお母さんみたいだ。

　迷惑をかけている身として、これ以上は心苦しいんだけどな。

　おかゆをズルズルとすすり、薬も飲む。

　課長が出してくれた新しい着替えとバスタオルを手に、バスルームへ。

　熱いシャワーを浴びながら、ふうっとひと息ついた。

　そして思い当たる。

　そうか、課長が私を引き止める理由……。

　考えてみたら、たぶん……そういうことだよね。

　私はひとり納得し、深呼吸をして覚悟を決めた。

　シャワーを出ると十六時半。

　陽は傾きかけている。殺風景な課長の部屋は薄暗い。

　課長はソファに座り、雑誌を読んでいる。興味ないだろうに、仕事のためかヨガ専門誌だ。

「課長」

　私は素足でペタペタとフローリングを進む。そして、思いきって彼の真横に座った。

「どうした？　甘えに来たのか？」

　雑誌から視線を上げず、課長がからかいを含んだ声音で言う。

　私はドキドキとうるさい心臓の真上に手を置き、大きく深呼吸。それからその手で、雑誌を持つ課長の右手に触れた。

「はい……甘えに……」

　課長がようやく雑誌から顔を上げた。

　驚いた表情をしている。

　私は構わず、彼の指先に自らの指を這はわせた。

「ミスに、体調不良に……たくさんご迷惑をおかけして……その……私にはこんなことしかできないんですけど……」

「身をもってお詫びしようってことか？」

　課長の声が途端に冷えたものになった。

　私はビクビクと頷く。

　だって、課長が私を引き止めるってことは、そういう意味を含んでのことじゃない？

　ギブアンドテイクでしょ？　元気になったならお返しが必要でしょ？

　彼の普段の誘いを断りまくっている私だけど、ここまでお世話になって逃げるなんてできない。

　そのままの意味だけど、恩義にはひと肌脱がなきゃ女がすたる。

　課長が不穏な雰囲気で答える。

「見損なうなよ。仕事のミスを盾に、具合悪い女を抱く男に見えるのか、俺は」

「いえ！　そんな意味じゃ……でも」

「存外、安い女だったな。たった今、俺の中でおまえの価値が暴落したぞ」

　確かに、彼にそんなつもりがないなら、私の言動は失礼極まりないことだった。

　でも、課長に差し上げられる価値のあるものなんか、身体くらいしかないと思ったんだ。

　ああ、バカだ。

　散々迷惑をかけた末に、失言で見下げられてしまった。

　価値が暴落……。

　本当、そのとおりだよね。

　でも、面と向かって言われると悲しいなぁ。

「おい、バカ。泣くな」

　情けなさすぎて、またしても泣いてしまった。頬を滝のように涙が流れている。

　恥ずかしい。

　これ以上は恥の上塗りだ。やっぱり帰らせてもらおう。

　私はソファからヨロヨロと立ち上がる。

「……っ、申し訳ありませんでした」

　喉に引っかかりそうな声で頭を下げると、課長が私の両腕をしっかり掴み、ソファに引き戻す。

　座り直させられ、向かい合うかたちになった。

　嫌だ、こんな顔を見られたくない。

　課長の端正な顔から目をそむけ、うつむいた。

「ああ、もう！　……太刀川はバカすぎる」

　イライラと、でも冷たくは響かない声音で課長が言う。

「おまえは俺を鬼畜かなにかだと思ってるのか」

「や……あの、本当すみません……私、迷惑かけた上に……不快にさせてしまって」

　涙が止まらない。課長に見下げられたことが、思いのほか痛くて苦しい。

　課長が腕を伸ばし、無理やり私を抱き寄せた。

「価値が暴落っていうのは嘘だ。おまえがバカだから、意地悪を言いたくなっただけ」

　耳元でささやかれ、私はかぶりを振る。

　慰められたら、余計に情けない。同情でもなんでも、今はやめてほしい。

「わっ……私っ……帰ります！」

「帰るなって言っている。……でもそれは下心からじゃなくて……なんというか……おまえが本当に心配で放っておきたくないからであって……」

　課長の語尾が小さくなる。

　慌てたように、私を閉じ込めていた抱ほう擁ようを解いた。

　身体と身体の間に距離を作られ、困惑して見上げる。彼がなにを言いたいのか見定めようと真剣に様子を窺う。

　私から目をそらす課長の頬が……かすかに赤い？

「課長……？」

「ああ、クソッ。変なことを言った。気にしなくていい」

「あの……」

「……無理せず、今日は寝ていけ。なにもしない」

　私は課長の気持ちを知りたくて、無意識に距離を詰めていた。

　彼は私の手首を戒いましめめながら、珍しく狼狽している。

「早く布団に行け。こうしておまえに触っているだけで、俺もマズいんだ。理性がどっかに行きそうで。……あー、そういうことが言いたいんじゃない」

　嘘みたい。課長のこんな顔。

　会社で貼りつけている無表情の仮面はどこにもない。

　薄茶の瞳。休日で洗いざらしにされた、さらさらの茶色い髪。

　私に触れる手のひらに、汗を感じる。

「いいか、よく聞けよ」

　課長が私の顔をようやくちゃんと見た。

　綺麗な顔が険しいのは、照れ隠しもあるようで、言葉を待つ私は先ほどまでと違う種類の動悸を感じる。

「おまえとするなら、完全復活してから、対等な立場の上でだ。詫びとか、そういうのはいらないんだよ」

　つまり、課長は……有り体に言えばまだ私の身体に興味があるわけで……。

　今したら、弱みを握ってという感じになっちゃうから、手を出さないわけで……。

　でも、触ってるとそういう気分になっちゃいそうなわけで……。

　分析していたら、私も頬が熱くなるのを感じた。

「はい……」

　いろいろと考える余裕もなく、気づくと私は答えていた。

　短いけど、たぶん合意に取れる返事。

　この人に好意があるかと言われたら、わからない。

　引き合う磁力のような慕わしさは感じるけれど、失恋したての私にはまだ判別する勇気もない。

　現時点では、上司と部下。

　だけど、課長は私に触れたいし、私も触れられてもいいと思っている。これは、間違いない事実。

　それなら、この気持ちに従いたい。

　課長が迷ったように視線を動かしたあと、ぽつりと言った。

「やっぱり、キスだけさせろ」

「命令ですか？」

「上司命令じゃないけど命令」

　私は頷き、彼の唇に自らのそれを寄せた。

　触れるだけのキスのはずが、課長の手が私の後頭部に伸びたと思ったら、すぐに舌で合図され、唇を開かされた。

　私もそれに応じる。

　舌先を伸ばし、奥まで差し込み、絡ませる。角度を変えて何度も味わい合い、かすかに離す。

　互いの唇を噛み合い、歯列までも舐なめ上げ、再び深く絡ませ合う。

「ん……、あ……」

「逃げるな。……いいところだ」

　キスの合間のささやきに、とろけそうになる。

　本当に、私たちの身体はどこまでも馴染む。

　こんな一部だけでも容易に融け合う。

「理性……残っててよかった」

　時間をかけてキスをしたあと、唇を離し、課長が呟いた。

　私はなんと答えたものかと困り、黙って頷いた。

　その晩も課長のベッドを借りた私は、それ以上は彼と触れ合うこともなく、翌日の日中に帰宅した。

「それじゃ、お疲れ！　カンパーイ！」

　メグ子さんの音おん頭どで、私たちは生ビールの大ジョッキをがちんと合わせた。

　無言でジョッキを傾ける妙齢女子三人。

「三人飲み、久しぶりー」

　小花が歓声を上げる。口のまわりにビールの泡でひげができている。

「つぐみが忙しいもんねぇ」

「いやぁ、ご迷惑かけとります」

　私とメグ子さんと小花。第二グループの仲よし三人が馴染みの居酒屋で卓を囲むのは、ゆうに一ヵ月半ぶりだ。

　それもこれも、私がずーっと例の案件にかかりっきりのせいなんだけど……。

「今日、課長はどっか外出？」

　メグ子さんが聞いてくる。

　今日、私がふたりと飲めているのは、課長に用事があって先に退勤したから。

　課長も『羽を伸ばせるときは伸ばせ』って言ってくれたし、私も残務を早々に片づけ、ふたりを誘ったのだ。

　落ち着いたこの居酒屋〝はるちゃん〟は、課長とああなる前に焼酎を空けまくった店。あの日以来だから、ここも一ヵ月ちょっとぶりだ。

　今日も大将はなにも言わず、塩キャベツとおにぎりを出してくれている。ちなみに〝はるちゃん〟は大将の名前から取ったらしい。

「課長なら、本部長と打ち合わせという名のサシ飲みだそうですよ」

「あはは、本部長って絡み酒で有名だよー？　かわいそうにね、課長」

　メグ子さんが明るく笑う。かわいそうとは思ってない口調だ。

「最近、課長につぐみセンパイ独占されっぱなしだったから、嬉しいなぁ」

　小花がしみじみ言う。

　独占って……なんだか変な意味に感じてしまうのは、私の脳の構造がおかしいんだろうな。

「確かにねぇ。どう？　つぐみ、あの取っつきづらそうな地味課長と仲よくできてる？」

「仲よくもなにも。最低限の話しかしてないです」

「なんだ、仲よくできてないのか。他人に興味なさそうだもんね、あの人」

　仲よくって、メグ子さん……。

　またしても妙な意味合いに脳内変換してしまう私。

　いかんいかん。課長の家に風邪でご厄介になったあたりから、私の脳内はすっかり様子が変わってしまったのだ。

　気を取り直して生ビールを片づけ、いつもの焼酎をお願いする。

「まぁ、でも……いろいろ助けてもらって……最初に感じていたような冷たい人ではないのかなぁと」

「ただの草食系じゃないってことッスか？」

　小花が横から口を出す。

　草食系じゃないよ、あの人。がっつり肉食べてるメンズだよ。まあ、そんな顔は私しか知らないみたいだけど。

　……っていうか、頭を整理せねば。

　今は〝上司〟〝課長〟の話をしてるんであって、〝男、櫟 了介〟の話をしてるんじゃない。

　決して、私の内面のぐちゃぐちゃした変化をメグ子さんと小花に悟らせるわけにはいかない。

「草食系っていうか、空気系だよね。悟り開いた系男子？　私よりたったふたつ上とは思えないなぁ。あの枯れた雰囲気」

　メグ子さんがなんの気なしに課長をけなすので、ちょっとムッとする。

　ふたりは知らないんでしょうけど、あの人プライベートではめっちゃくちゃイケてるんですからね。

　会社で気配消してるのは、わざとですー。

　心の中でそんなフォローをしつつ、やはり焦る。

　私、どんだけひとりでバタバタしてんの？

　別に、課長は私の彼氏でもなんでもない。フォローの必要も、焦る必要もない。

　まあ、確かに微妙な関係にはなりつつあるんだけど。

「なんにせよ、あの課長のおかげで忙しくなってよかったじゃないスか。アホ元彼のこととか、考えなくて済んでるでしょー」

「これ、小花。無遠慮に言わない。つぐみ、ごめんね。嫌なこと思い出させて」

　小花の無神経な発言をたしなめ、私を気遣うメグ子さん。

　しかし、私はふたりに言われるまで、頭の中から〝三川裕太〟という男の存在を完全に放りだしていた。

　朋子のことはたまに考えた。あんな感じで別れてから、なにも言ってこなくなったけど、落ち着いたかな……とか。

　なのに、もうひとりの元凶を忘れ去っていたとは……。

「仕事、忙しくて本当に助かりました。失恋したの忘れてましたもん」

　私は強がりでなく笑って答えた。

　仕事の忙しさもそうだけど、私が裕太を思い出さなかった理由。それは、課長の存在もあるのかもしれない。

「そっか、そっか。それならよかったよ。今日はたっぷり飲みなさい」

　メグ子さんが『うんうん』と頷き、小花が『げえっ』という表情をした。

「メグ子センパイ、ダメッスよ。つぐみセンパイ、すでに焼酎一本が空になりそうじゃないスか」

「あ、本当だ。焼酎の分は割り勘しないからね。自分で出しな。あんた、底なしなんだからさ」

「わかってますよー」

　私は手酌でいつもの〝千年の孤独〟をコポコポと注いだ。

　私の酒量に合わせてもらうわけにはいかないもんね。合わせてくれるのなんて、母と姉くらいだ。

　それ以降、私たちの会話には課長も裕太も登場せず、いつもの他愛のない女子トークが続いただけだった。




　駅でふたりと別れ、帰宅した。

　シャワーを浴びて、髪を乾かしてから、ウィスキーをマグカップに注ぐ。とろんとした琥こ珀はく色いろの液体に、電気ポットで沸かしたお湯を加えた。

　そのマグを持ち、狭いベランダに出る。

　飲み足りなかったからというより、たまにできたひとりの時間だからゆっくりしたかった。お気に入りのウィスキーと、夜空。

　頭上には、満月に三日ほど足りない月が浮かんでいた。

　明るく冴さえた月明かりが、ウィスキーのお湯割りをおいしくする。

　課長、絡まれてないかな、本部長に。

　あの人、お酒強いんだろうか。

　私の酒量はバレてるし、一緒にワインを飲んだことはあるけれど、あれだって私ばかりが飲んでいた。

　もし嫌いじゃないなら、そのうち今日の居酒屋に連れていってあげようかな。おいしい店、探してるみたいだし。

　ふと、こんなふうに課長のことを考えてしまう。

　風邪でご厄介になったのは先週末。

　今週、オフィスで顔を合わせても、彼に大きな変化はなく、私も通常運転を心がけていた。

　提出したデザインは何点か直しの指示があったものの、ムドラ側からはゴーサインが出て、今週はパターンとサンプルの手配に動いた。

　そうこうしているうちに、またしても週末だ。

『もう、平気か？　あまり無理をするなよ』

　一度だけ、課長にそう言われた。ふたりきりになった一瞬に、髪を触られながら。その一瞬がなんだか妙に嬉しかった。

　ま、それ以上の接触や、からかうような誘いをされるなんていうことは、ないんですけどね。

　今週はお互いあちこちから呼びだされたり、別々に外出だったりと時間がなかった。

　しかも、第二グループの他のメンバーも忙しくて残業が多く、夜もなかなかふたりきりになれなかったもんなぁ。

　そこまで考えて、自分の頬に手を当ててしまう。

　私……課長とふたりきりになりたいのかな。

　治ったら、そういうことをしてもＯＫみたいな約束はした。

　待って、待って。それだって、綿密な約束じゃないよね。

　私が調子に乗って、『さあ、課長！　いっちょやりましょう！』みたいな態度は取れない。また、自意識過剰女になってしまう。

　というか、『どんだけしたいんだ、この女』って感じになるのは避けたい。

　ってことは、課長からのお誘い待ちなわけで……。

　今週はそんな機会が訪れなかったことに、密かに落胆しているわけで……。

　はあ。私、やっぱり、課長と触れ合いたいと思ってるんだ。

　恥ずかしくなって、お湯割りをぐぐーっと飲み干す。

　ああ、ダメ。全然、動悸が収まらない。

　今週、仕事以外はずっと課長のことを考えている気がする。

　ミスをフォローしてもらって、看病してもらって、優しく激しくキスされて。

　弱ったところを立て続けに攻められて、陥落寸前。

　あれほど、思い出しては切なくなっていた裕太のことなんか、考える余地もなくなっていた。

　ヤバい、私。

　課長相手にものすごくドキドキしてる。

　仕事中は極力思い出さないようにしてるけど、こうしてひとりになると溢れだす。

　課長の声。眼鏡を外した薄茶の瞳。

　頬を撫なでる指先。惑わせる唇。

　抱きしめてくれた腕の中の温かさ。

　グリーンノートの香り。

　ああ、困ったな。このままじゃ、仕事にも影響が出そう。

　明らかに課長に対して、妙な思慕を感じている。

「ダメダメ、こういうのはダメ」

　私は夜空に向かって呟く。自分に言い聞かせるように。

「大人なんだから、冷静に、冷静に」

　もし、課長に望まれたら、私は再び課長と関係を持つかもしれない。

　でも、それは大人として割りきった関係。だって、彼が私を誘うのは『相性のいい身体がフリーだから』なのだ。後腐れなく、身体のみのお付き合いでいいと、以前の課長は言っていた。

　つまり、私がもしも課長に本気になってしまったら、この前提は崩れる。

　だって、重いよね。好きですオーラ出しまくりの女と割りきった関係なんて、無理でしょ。

　そこで自分だけ割りきっちゃう男なら、好きになんてならない。

　課長に重く思われたくない。

　でも、もう少し近づきたい。

　たぶん私は、ちょっとだけ……いや、だいぶ彼に惹かれ始めている。

　だから、この気持ちは表に出さずにしまっておこう。

　彼に安心して〝利用〟してもらえるように、大人の太刀川つぐみでいよう。

「よし！　来週も頑張るぞっ！」

　私はひとり気合いを入れると、室内に戻った。




「太刀川、疲れてない？」

　火曜の早朝に出社し、パソコンに向かっていると、やはり朝が早い主任の中尾さんが声をかけてきた。

　私の前にコトンと置かれたのは栄養ドリンク。しかもカロリーオフのヤツだ。

「ありがとうございます。でも、大丈夫ですよ」

　栄養ドリンクは受け取りながら、元気に答える。

「そう？　今、メインでやってる仕事はボリューム多いんだから、回せる仕事は他に回せよ？」

　アジア向け新シリーズの仕事。これが今のメインになっているとはいえ、通常業務というものもある。デパートにあるムドラ販売ブースの売上と在庫の管理だ。

　こういった仕事は若手女子社員のアシスタント業務で、私の他は小花や新人の野の際ぎわさんという女の子が手がけている。

　ムドラの販売ブースは全国で二十五ヵ所あり、規模はさまざまだけど、それらはすべて私たちが管理している。

　営業役のメグ子さんや他の先輩社員は、私たちが管理しているデータを元に、拡販やラインナップの変化を考えるわけだ。

「あはは、大丈夫ですってー」

　強がってみるものの、かれこれ一ヵ月半だ。メイン担当業務の他に、この管理業務をこなす日々。

　疲れがたまってきているのは事実だったりする。

　仕事の全体量が多いわりに、時間が足りない。

　朝早く出社して、夜は残業、終電帰宅。週末は寝て過ごしている。

　そりゃ、くたくたには違いないし、この前はくだらないミスもしちゃったけど。

「たいした分量じゃないので、こなせます」

　私は笑顔で中尾さんに答えた。

　他人に自分の業務を分業するのは気が引ける。遠慮ではなく、能力の過信でもなく、責任感がない気がしてしまうのだ。

「俺としては、太刀川にはこの機会に、〝他人に任せる勇気〟を身につけてほしいなと思ってる」

　中尾さんは苦笑いで言う。

「他人に任せるのは、ひとりで抱え込むより、スキルがいる。メイン担当を担うなら、この先は絶対に必要な能力だぞ」

　私は困惑して、曖あい昧まいに笑った。

　責任のつもりで仕事に当たっているけれど、それってひとりよがりなのかな。

　社内の人間は、誰かに頼らない強い女子として私を見ている。

　メグ子さんにも小花にも『意地っ張り』とは言われる。

　実際、私って意地っ張りなのだろうか。

　雑務でも人に頼めないっていうのは、意地っ張りで強がり？　無理してでも自分を通すのは、子どもっぽいのかな。

　ふと、課長の顔が浮かんだ。

　課長はなんて言うだろう。くだらない意地だって言うかな。

　そもそも私のこと、部下としてはどんなふうに評価しているんだろう。

　女としてだけじゃなく、部下としても彼に有能に見られたい。そんな我わが儘ままな欲が私を仕事に駆り立てているのかもしれない。

「考えてみます」

　中尾さんに答え、私は栄養ドリンクのキャップを回した。




　その日の午前中のことだ。

　社内で仕事中の私の前に、どさっと荷物が置かれた。

「太刀川、荷物届いたよ。デッカいなあ」

　先輩の男性社員、岩いわ田たさんに言われる。

　待ちに待ったウェアのサンプルの第一弾が届いたのだ。

「おお～、これを待ってたんですよ～！」

　私は段ボール箱の梱こん包ぽうをほどき、中からできたてのウェアを取りだした。

「うわっ！　可愛い！」

　近くを通りかかった新人の野際さんが歓声を上げた。隣の席から小花も覗き込む。

「うおー、めっちゃイケてるじゃないスか。こういう感じ、今までのムドラではないッスよね」

「そうでしょ～」

　私がまるで自分がデザインしたかのように得意げになっていると、荷物を運んでくれた岩田さんが言った。

「せっかくだから太刀川、着てみたら？」

　私は目を剥むく。

　着てみるですと？

　このサンプルを？

「いやいやいや！　これはこのまま、ムドラ本社に送るんですよ！」

「でも、実際着てみて雰囲気見たほうがいいんじゃないか？」

「確かにそうッスよね。着てみると思っていた感じとは違ったってよくありますもん」

　岩田さんと小花に言われ、一気におどおどする私。

「課長！　着たほうがいいですよねぇ？」

　岩田さんが課長のデスクに向かって声を張る。本社勤務は総勢十二名。大きなフロアではない。課長はこのやり取りを聞いていただろう。

「ああ、サンプルの出来の確認だ。何人か着てみろ」

　相変わらずの冷たい無表情でおっしゃるではありませんか。

　マジですか。

　マジで職場でファッションショーっすか。

　今日届いたウェアはカットソー二点、パンツ三点。ひとつのパンツはショート丈なので、レギンスがないと合わせられない。

　つまりは、ふたりの女子がモデルという名の生いけ贄にえにならなければ……。

　よし。ここはひとつ、人様に頼らせてもらおう。

　中尾さんも言ってたしね。これも任せる勇気だよね。

　都合よく解釈しつつ、まず、新人の野際さんに声をかける。

「ごめんなさい、太刀川さん。私、生理二日目で、万が一ウェアを汚してしまったらと思うと……」

　うう、そりゃ仕方ない。

　次にこの流れを静観していたメグ子さんに目をやる。彼女は顔の前に、両腕で大きくバッテンを出していた。

「ぽっちゃりが売りのアラサーにサンプルのモデルとかやめて」

　語尾が怒ってる……。

　そうだよねぇ。メグ子さん、ヨガウェアはだぼだぼＴシャツとゆったりスウェット以外は着ないもんねぇ。

「小花！　あんたは？」

　横の小花に言うと、ケロッとした返事が返ってくる。

「つぐみセンパイと一緒ならいいッスよ～」




　私と小花は、第二グループのフロアに隣接する小応接室でもそもそと着替える。

　私がお気に入りのサイドに編み込みリボンが入ったものは、まだサンプルができ上がっていない。

「こっち取ったぁ～」

　小花がどうやら目をつけていたらしいタンクトップを手にする。イエローとオレンジのラインに、ブルーのロゴ。確かに小花なら似合いそう。

「じゃ、私はこっちか……」

　デザインなら穴が開くほど見ている。発注を出したのは私だもん。

　このカットソー、袖はあるけれど、ざっくりと襟ぐりが開いていて、別布でホルターネックがついている。なので、胸元は見えない。

　でも、肩から背中は丸見えだ。肩甲骨まで出てるし！

　普段、Ｔシャツでヨガをやっている私は、正直こんなウェアは着たことがない。売る側の人間がなにをと思うかもしれないけど、手がけるのと自分が着るのは大違いだ。

　インストラクターのリリさんなら、きっと可愛くセクシーに着こなすであろうこのウェア。

　私は人様にほとんどさらしたことのない、もろ出しの肩と背中に暗鬱とした。

　毛深いほうじゃないけど、背中の脱毛に行っとけばよかったよ！

　とはいえ、ここまで来て逃げられるはずもなく、お召し替えを済ませた私たちはフロアに戻った。

「可愛いじゃない！」

「似合うし！」

「今までにないデザインで新鮮だね」

　メグ子さんや、他のお姉さん社員が声を上げ、男性陣はあくまでセクハラにならないようにデザインを褒める。

　恥ずかしい……。

　むちゃくちゃ恥ずかしい。

　百六十センチ。凹凸がはっきりしない身体。

　パンツはロングだけど、太ももが張って見えないかな。私、他はさほどじゃないけど、太ももだけは結構太くて……。

「悪くないな」

　課長が立ち上がって、私たちを囲む輪に近づいてくる。

　彼に見られていると思うだけで、心拍数が上がる。

　うわあああ、それ以上まじまじと見ないで！

　課長は確実に仕事として見ているのに、私ひとりが女として恥ずかしがっている。そんな事実に気づくと、より羞しゅう恥ち心しんが湧き上がる。

「ムドラ本社に送っておけ」

　それだけ言うと課長は輪を離れ、自分の席に戻ってしまった。

　あ、やっぱり浮かれてたのは私だけだ。私がちょっと露出を増やしたくらいで、課長がどうこう言うわけないじゃん。

　わかってたけど……どこかで『似合ってる』とか優しい言葉を期待してた。

　ああ～、バカだ～。恥ずかしい～。

「っていうか、鮫島の少年らしさが止まらないんだけどー」

　輪の中で岩田さんが小花をいじって笑いだした。

　メグ子さんも横から言う。

「確かに！　タンクトップ着ると、キッズ感、半端ないわ！　あんた本当に二十五歳？」

「仕方ないじゃないスか～！　サンプルがＭサイズだから、私にはデカいんスよ！」

「サイズ感の話じゃなくて、雰囲気！」

　小花の反論にみんなが突っ込み、どっと笑った。

「太刀川、ちょっと来い」

　そのとき、輪の中にいた私を、後ろから課長が呼んだ。

　なんだろ、みんなとふざけすぎてた？　メイン担当なのに、はしゃぎすぎだよね。

　叱責されちゃう……かもしれない。

　焦って輪から抜けると、課長が真顔で言った。

「早く背中しまえ」

「はい？」

　言っている意味がわからず、聞き返してしまう。

　他のメンバーが小花をいじって笑っている輪の外で、課長は私にだけ聞こえる声で言った。

「早く背中をしまえ。さもなくば、このままトイレに連れ込んで、後ろからヤるぞ」

「ぶわはっ！　なにを言ってるんですか、課長っ！」

　あまりにどストレートなセクハラ発言に、『ぶわはっ！』とかあり得ない反応をしてしまった。

　誰も聞いていないとはいえ、なんつーことを言うの、お兄さん！

　そのセクハラお兄さんはいたって平常な表情で、私を見下ろす。

「背中丸出しの女に興奮しない男がいるか。舐め上げて、歯を立てたくなるのは、通常の反応だ。それとも、この前の約束、社内で果たしたいのか？」

「へ……変態すぎますよ。課長」

　小声で反論すると、ようやく課長の無表情が緩み、薄い笑顔が見えた。

「変態で結構。ほら、早く隠さないと危ないぞ」

　からかわれているのはわかるんだけど、課長にそんなことを言われたら困る。

　心拍数が上がったっきり、下がらない。

「はい、試着終了でーす！　鮫島小花、行くよ！」

　私は輪の中の小花に声をかけ、慌てて小応接室に引っ込んだ。

「つぐみセンパイ、顔赤い」

　小花が冷静に突っ込むので、私は真っ赤な顔のまま、答えた。

「背中出し慣れてないんだから、仕方ないでしょ!?」

　そんなふうに反論したものの……。うーん、ごまかせたかな。

　課長が言った『この前の約束』。

　やっぱり、なあなあにはなってないんだ。

　期待しているのは、私だけじゃない。

　そのことがいっそう、私の鼓動を速め、頬を熱くするのだった。







気持ちは変わる













　第二グループの会議が早く終わり、今日は時間より前に昼休みに入れた。

　メグ子さんと小花に誘われ、外でランチにする。いつもは他の部署の同期とランチに行っている新人の野際さんも一緒だ。野際さんは、顔立ちも服装も柔和で可愛い雰囲気の女の子。本人は、その女子力の高そうな格好が職場にふさわしくないのでは、と気にしていて、最近はわざとクールなパンツスタイルにポニーテールだ。私は、可愛い系のほうが似合うと思うんだけれど。

　それにしても、一時間半も昼休みなんて贅ぜい沢たく。

　定食屋でお昼をとったあと、まだ時間が余っていたので、駅向こうのアイスクリーム屋に行った。

　和風テイストのアイスクリーム屋は何度か来たことがあるけれど、おいしくて種類も豊富でハマッてしまう。冬でも店内は若い女の子でいっぱい。カウンター席もすべて埋まっている。

　外に設置された籐とうの椅子に四人並んで、カップのアイスクリームを食べた。

　私は黒ゴマにきなこのアイス。口直しの塩昆布つき。

　メグ子さんも小花もアイスをがっつり盛っていたけれど、野際さんだけ白玉ぜんざいだった。なんでも、冷え性なんだとか。

　女子っぽいなぁ～なんて感心していたら、その野際さんから、思わぬ問いが降ってきた。

「太刀川さん……櫟課長とお付き合いされてるんですか？」

　私はあわやアイスクリームを気管に入れそうになり、うぐぐっと呻いた。

「なに、それ!?　どこ情報？」

　メグ子さんがくわっと食いついてくる。

　野際さんの丸い目に悪気は欠かけ片らも見えない。私を見つめて真面目に問いかけている。

「第一グループの同期が、先々週の金曜、課長と寄り添って会社を出ていく太刀川さんを見たって……。すみません、藪やぶから棒に！」

　なるほど、あの日か。誰かに見られるかも、とか考える余裕もなかったもんなぁ。

「違うの違うの。私、あの日、熱出しちゃって。動けなくなったところを課長がタクシー捕まえてくれたんだ」

「そうだったんですか！」

　納得したのか野際さんが高い声で反応した。

　横で小花が言葉を挟む。

「っていうか、つぐみセンパイが風邪ひいてたってことに、びっくりッス」

「いやいや。土日ですっかり治っちゃったから、言いそびれてた」

「それにしても課長って、見かけに寄らず優しいのね」

　メグ子さんが意外そうに言った。

　私と課長の仲は一ミリも疑っていない様子。それだけ、課長が社内でオーラを消してるってことなんだけど。

「優しいですよ」

　なるべく他意を差し挟まないように答える。

　彼が実は優しい人だということ。裏では肉食なこと。すごく艶っぽくてセクシーなこと。

　私以外は知らない。

　それって、すごくワクワクすることだ。

「食べたら、午後も仕事だねぇ。つぐみはあんまり無理しないでよ？」

「午後は私、手が空きますから、お手伝いします」

「でも、つぐみセンパイ意地っ張りだからなぁ。たいてい、ひとりで片づけようとするんだもんなぁ」

　三人にそれぞれ言われ、私は口を尖とがらせた。

「困ったときは頼りますよ。よろしくお願いしまーす」




　オフィスに戻ると、思わぬ人物が来ていた。

　その人物は勝手知ったる様子で、空きデスクのオフィスチェアに座っていた。

　私を見つけると、ゆっくりと立ち上がる。私の嫌な汗なんか、気づきもせずに。

「太刀川さん、ちょっとお時間いいですか？」

　のうのうと声をかけてきたのは……三川裕太だった。

　なにをしているんだろう。『仕事のフリして、会いに来るのはやめて』と伝えた。

　もう、私たちの関係はとっくに終わっている。

　私が答えあぐねていると、横からメグ子さんがずいっと前に出た。彼女は、裕太が私になにをしたか、よく知っている。

「太刀川は今、大きな案件を抱えていまして。なにかあれば、私が伺いますよ」

「いやぁ、河野さんのお手をわずらわせるほどの話じゃ……。太刀川さんと以前手がけた案件なので、できれば直接お話ししたいんですよ。すぐ済みますので」

　裕太は狼狽しつつも、私と話す意思を示した。

　こんな手で会いに来るのは、本当にムカつく。腹が立つ。

　だけど、私事にまわりを巻き込むのは嫌だった。

「わかりました。このあと別件がありますので、短時間でお願いします」

　私はメグ子さんと小花に目配せして、裕太を伴いフロアを出た。

　わざわざ応接室を取るのも、ミーティングスペースに行くのも嫌だった。

　仕事でもないのに呼びだされてやっているのだ。一刻も早く、この状況を終わらせたい。

　階段に向かい、五階と六階の間の踊り場で対たい峙じした。

　六階は大会議室やミーティングスペースがあるだけで、他の社員は頻繁には通らない。ささっと話を終わらせるのだから、ここでちょうどいい。

「なに？」

　私は剣けん呑のんに問う。

「朋子がさ、マズいんだよ」

　いきなり、なんの臆面もない相談口調で裕太は切りだした。その厚顔ぶりに、思わず口が開いてしまう。

「つぐみと話して以来、会っても泣いてばっか」

「仕方ないんじゃない」

「ああいうのってなんていうか……。面倒って言い方はしたくないけど、俺も気持ち的に傷つくよな」

　それを言いたくてわざわざ来たの？

　そもそもなんで、私に言うんだろう。

　私になにかアクションを起こしてほしいということ？

「ごめん。意味わかんないから、戻るわ」

「待って、つぐみ」

　裕太が慌てて私を呼び止める。

　腹立たしい気持ちで再度向き合うと、裕太は髪をくしゃっとかき上げ、次の言葉に悩む素振りを見せた。

　そしてもったいぶってから発せられた言葉は、信じられないものだった。

「俺、やっぱつぐみでないとダメかもしんない」

　は？　今、こいつ、なんて言った？

　私は再びポカンと口を開け、裕太の顔を見つめる。

　裕太は勘違いしているのか、私の視線を受けて、くすぐったそうに微笑んだ。

「目が覚めたよ。他の女と付き合ってみて気づいた。俺の嫁さんになるのは、つぐみしかいない」

　どうやら、この男は……私に寄りを戻そうと言いに来たらしい。

　そして、呆れ果てている私を見て、なぜか〝脈アリ〟と思っている様子。

「朋子とはなるべくすぐに別れるから、俺ともう一回やり直してくれないか？　今度は結婚を前提に」

　ぬけぬけと言い放たれたプロポーズ。

　私は二の句が継げない。

　バカじゃないの？　っていうか、私、こんな男のどこが好きだったの？

　自分の見る目のなさに吐き気すらしてきた。こんな男との失恋に泣いて、引きずりまくって、親友も失って……バカもいいところだ。

　裕太はここ一番のキメ顔で、私を見つめている。

　このクソバカ二股男は、私が両手を広げて胸に飛び込んでくると思っていやがるわけだ。

　このヤロー。どんな言葉で徹底的に拒絶してやろうか……。

　選び抜いた罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしようと、私が息を吸い込んだときだ。

「元彼かなにか知らないが」

　下の階からのぼってくる足音と声が私の耳に届く。

　この聞き馴染みのあるセクシーな低い声は……。

「人の女を易々と口説いてんじゃねえよ」

　普段は使わないような乱暴な口調で、階下から姿を見せたのは課長だ。

　遠視用のマットな銀フレームの眼鏡。その奥の薄い色味の瞳が静かに燃えている。

　裕太が、あからさまに挙動不審になった。私と課長を見比べ、困惑して言葉を失っている。

「以前はどうだか知らないが、今つぐみと付き合っているのは俺だ。おまえの出る幕はない。消えろ」

　憎しみすら感じられる課長の言葉。

　違和感は覚えたものの、今は裕太撃退が先決だ。私は悪ノリに全力で付き合うことにして、課長の横にささっと寄り添った。

「悪いけど、そういうことだから。もうつきまとうのはやめてね」

「おま……いつから……」

　いつからって、まだ始まってませんが。

　でも、今は全身全霊であんたを蹴け散らしたいから、なんでも言うよ。

「あんたと別れてすぐよ」

「俺はずっとつぐみを狙ってたからな。浮気してこいつを手放した頭の悪い元彼には感謝しきりだ」

　課長も悪ノリを続けたいようで、私の肩をぎゅっと抱く。

「ここからはこいつの上司としての意見だが、くだらない私事で部下を連れだすのはやめていただきたいな。あまり目に余るようなら、御社にひとこと申し上げるので、そのあたりを考えて行動してほしい」

　裕太はなにも言い返せない。

　私を見る瞳には、怒りより、負けた感の漂う弱気な色だけが浮かんでいた。

　軽く会え釈しゃくをし、裕太は階下に向かって駆けていった。

　勘違い男が去ったあと、アカデミー賞ものの悪ノリを楽しんだ私たちは顔を見合わせる。

「恥ずかしいところをお見せしまして。お芝居に付き合っていただき、ありがとうございました」

　私は課長に頭を下げた。

　恥ずかしいところなら、今に始まったことじゃないよね。もう、何度も恥ばっかり見せてるよ。

「おまえがあの男と寄りを戻したいなら、余計な世話かと思ったんだけど……」

　課長は言いかけて、首を横に振った。

　普段と少し違う雰囲気。

　さっきも覚えた違和感。

　彼の薄茶の瞳が、少し困ったようにすがめられる。

「違うな。割り込みたかったのは俺の意思だ」

「課長……？」

『どういう意味ですか？』と聞きたい。

　それって、私が期待している意味ですか？

　胸が苦しいくらいに高鳴る。

　彼は今、決定的なことを言おうとしている。

「おまえが、あの男のところに戻るのかと思ったら、我慢ならなかった。嘘をついてでも止めたかった」

　課長は眼鏡を外して、胸ポケットに入れた。

　それから、私をまっすぐに見つめる。

「俺、太刀川のこと、好きなのかもしれない」

　課長からの告白に、私の心臓はどくんと大きく鳴った。

　それからパンクしそうに早鐘を打ちだした。

　嘘でしょ？

　この人が私をからかうなんて、よくあることだけど。

　これは、本気？

　つい、冗談じゃないかと思ってしまう。

　答えたら、また『自意識過剰』とか言われちゃうんじゃない？

　でも、課長の瞳は真剣で、そして私自身も耐えようもない力で彼に惹きつけられている自分を感じる。

　私の困惑を察したのか、課長が一歩引いた態度を取った。

「俺も、まだ頭の整理がついてない。悪い」

「いえ、私も……驚いちゃって」

「おまえのこと、ここ最近ずっと考えてた。好きとか、そういった価値観に当てはまるか……。うまく言えないんだが……太刀川が誰かのものになるのは嫌だ。それは、間違いない。だから……」

　聞いたことのないくらい不器用な言葉。

　真しん摯しな情熱を感じる瞳。

　そんなこと、想っていてくれたんだ。

　私、彼の前でカッコ悪いところしか見せてないのに。情けない私に、真面目な好意を示してくれるなんて。

　課長の胸に『大好き』と飛び込んでしまいたい。

　だけど、今の状況って、お互いに勢いの部分も大きい。

　裕太というアクシデントがなければ、課長は自分の気持ちを口にはしなかったかもしれない。

　私からしたら、今さっき、自らの男性を見る目のなさを痛感したばかり。

　大人の恋愛は勢いだけではいけないと、つい立ち止まってしまう。

　そして、それは課長も同じようだった。

「明日の土曜だけど、夜、なにか用事あるか？」

　私は首を左右に振った。

「明日の夜、会おう。場所はあとでメールする」

「……はい」

「俺のものになってくれるなら、来てくれ。嫌なら来なくていい」

　私は呼吸困難になりそうな胸を押さえ、何度か頷いた。

　課長は少し微笑み、それからいつもの無表情の仮面を被る。

「先に戻る」

　私は階段を下りていく課長の背中を見送った。

　胸の激しい鼓動は鳴りやまない。




　あまり眠れなかった。

　それは悩みでではなく、嬉しさで。

　本日土曜日、課長とは十九時に渋谷のセンターステートビルで待ち合わせている。三十階のバーにいるとのこと。

　私は行くことを決めていた。

　それはすなわち、課長のものになるってことで……。

　考えると頬が熱くなる。

　もーっ！　私も十代の女子じゃないんだから、こんなことで『きゃあ～！』ってなるの、やめようよ！　恥ずかしいよ！

　でも、昨日の課長の顔を思い浮かべると、頬の緩みを止められない。気づけばニマニマと笑っている始末。

　私は課長が好き。

　失恋したばかりで言いきってしまうのは怖いけれど、この気持ちは大事にしたい。

　課長が私に抱いてくれた気持ちも、大事に受け止めたい。

　裕太と別れたあの夜、課長と何度も抱き合った。

　行為の合間に、力なく涙する私を、彼は強く抱きしめてくれた。

『忘れろ』

　そう言って、なにも考えられなくなるまで攻め立ててくれた。

　あの蜜のように甘く、狂おしく、激しい夜が私の胸の中にはずっとあった。

　彼氏も親友も同時になくした私が、こうして何事もなく暮らしてこられたのは、紛れもなく櫟 了介という男の存在があったから。

　そんなことに、今さらながら気づく。

　今夜、自分の気持ちを伝えよう。

　先に恋に落ちていたのは、私。

　だから、彼に言わせてしまったことを、きちんと私の口から伝えたい。

『あなたが好きです』

　そう言って新しい時間を始めたい。

　さて、そうと決まったら、今できることをやらねば！

　ヘアサロン、新しい服……エステは間に合わない！　ネイルまでも手が回らない！

　それよりも、寝不足解消のため寝ておくべき？

　いやいやいや、興奮しすぎて眠れないっつうの！

　でも、うまくいったら……今夜も眠れない夜になるかも……。

　ぎゃあああっ！　どうしよう、どうしよう～!!

　私はベッドに突っ伏し、じたばたと暴れた。思春期女子の初デートよりテンションが高いと思う。

　夜までに、できる限り女を磨いておかねば！

　はやる気持ちのままに、ベッドから飛び起きたのだった。




　時計が十八時を指した。

　私は買ってきたばかりのワンピースとお出かけ用のムートンのコートを身に着ける。サロンで毛先を整えた髪は、帰ってきてから念入りにヘアアイロンで巻いた。普段は巻かずにゆるふわヘアをひとつに結んだスタイルだけど、今日は気合いを入れて華やかにキメた。

　靴はピカピカに磨き、爪も精いっぱい磨き、今できる最高のスタイルで玄関に立つ。

　よっしゃ。私、パーフェクト！　勝ったも同然！　……って、違う違う。今日は合コンじゃない。

　勝負であることには変わりないけど、私が素直に気持ちを伝えれば、幸せはすぐそこにある。

　イヤッホー!!　こんなに幸せでいいのかな。

　つらい失恋から救いだしてくれた人に恋をして、その人も私が好きみたいで。

　駅まで歩きながらブフフと気味悪く笑ってしまう。

　ヤバい、誰も見てなかったよね。

　慌てて周囲をキョロキョロと見まわす。完全に不審者と化して東とう横よこ線の最寄駅に到着すると、スマホが振動していることに気づいた。

　なんだろう。

　なんの気なしに表示を見ると、アドレス帳に登録のない番号だ。

　誰だろう、この着信は。

　仕事関係の相手だと困るので、一応出てみる。

　受話の表示をタップすると、電波に乗って知っている声が飛んできた。

『つぐみか？』

　裕太の声だった。とっくに削除していた番号。それが仇あだになった。

「悪いけど、忙しいから」

　浮かれていた気分が吹っ飛んだ。

　昨日、私と課長に騙され、逃げ帰ったはずの彼がなぜ電話してくるのかわからない。

『頼む！　助けてくれ、つぐみ』

「意味わかんないんだけど」

『朋子のことなんだよ！　今、朋子の部屋の前なんだけど、あいつ中に閉じこもってるんだ！』

　朋子が自宅に閉じこもる？　それは裕太が締め出しを食らっているという状況？

「あんた、なにか言った？」

『……言った』

「なんて!?」

『泣いてばっかで辛気くさい。これならつぐみのほうがよかった……って』

「この史上最低の大バカヤロー!!」

　私は遠慮なく怒鳴った。

　たぶん電波の向こうでは、この怒声に裕太がスマホから耳を離したことだろう。

『とにかく……そしたら、朋子がいきなり、その場にあったバーボンをひと瓶一気飲みして……』

　なんで、朋子の家にバーボンが置いてあるのか。

　持ち込んだのは、彼女の家を私物化する裕太に違いない。

『化粧ポーチからカミソリを取りだして言うんだよ。今すぐ出ていかないと切りつけるわよ、ってさ』

「それであんた出てったの？」

『切りつけるとか言うから……』

　我が身可愛さに、素直に従ったってか？

「つくづく最低っ！　そんな状態の朋子が部屋に閉じこもってたら、自殺しかねないじゃない！」

『そ……そう思ったからつぐみに電話してるんだろ!?』

　裕太は情けない声で言う。

　なんてヤツ。こんなときに別れた女を頼るってどういう神経だろう！

『元々は、俺たち三人の問題だし、つぐみなら今の朋子を止められると思うんだ。頼む！　朋子の家まですぐに来てくれ！』

「なぁにが三人の問題よ！　勝手に浮気して、私を裏切って、挙句こじれてんでしょ!?　私には関係ない！」

　それに私にはこれから、ものすごく大事な用事がある。

　このふたりをふっきって、新しい道をともに歩みたい人が、私を待っている。

『つぐみ、本当に本当に悪かった。でも、あいつが泣いてるのはおまえのことでなんだよ。おまえを傷つけて俺を選んだことを、朋子は後悔してる。だから、おまえしか朋子を救えない！　頼む、俺に力を貸してくれ！』

「やめて、勝手なこと言わないで！　私、これから大事な用件があるんだから、カップルの痴ち話わ喧げん嘩かに関わってる暇ない！」

『頼む！』

　裕太がほとんど泣き声で叫んだ。

『俺……好きな女を失いたくない！』

　好きな女。その言葉が、かたくなだった私の心に響いた。

　バカだな、裕太。やっと気づいたんだ。

「よかったじゃん。本当に誰が好きか気づけて。二度と私を口説かないでよ？」

『つぐみ、ごめん。本当にごめん』

　私はこの瞬間、ようやく真の意味で裕太に振られたのだ。

　裕太の心に、本当は私への未練なんかない。裕太はいつからかずっと、朋子が好きだったんだ。

　それが朋子に告白されてからなのか、告白以前からなのか、私にはわからない。でも、私を捨てて朋子を選んだ理由は、ちゃんとあった。

「これからそっちに行く。あんたは朋子のこと呼び続けて。近所迷惑で通報されてもいいから呼び続けなよ」

『ありがとう！　ありがとう、つぐみ！』

　朋子の家は西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線沿いだ。

　副ふく都と心しん線の直通電車に乗って最短で行っても、徒歩を含め一時間ほどかかる。

　私はやってきた電車に飛び乗り、課長にメールした。

『少し遅れるけれど必ず行く』という旨を、必死に文章で訴えた。




　朋子の家の最寄駅まで来ると、徒歩十分の道程を歩くのももどかしく、タクシーに乗った。

　彼女の部屋は大型マンションの一室で十階。万が一飛び降りられたら助からない。

　到着した私は朋子の部屋付近を下から眺めるけれど、人影は見当たらない。ともかく急ごう。

　エレベーターで十階に到着すると、部屋の前に途方に暮れた顔の裕太がいた。

「朋子は!?」

「ダメだ。呼びかけてるけど、返事ない」

「寝ちゃってるってことは？」

　朋子はやけを起こして、バーボンを一気飲みしたと聞いている。

「物音はしてるから、起きてるみたいだ」

　ドアに耳をつける。

　確かに中でなにかを引きずる音やなにかを落とす音が聞こえる。朋子は酔っぱらっているものの、起きてはいるようだ。

「朋子！　開けなさい！」

　私は中に向かって怒鳴った。

　恥も外聞もない。近くの部屋の住人が出てきたって構わない。

「私、つぐみ！　朋子！　酔っぱらって引きこもってんじゃないわよ！」

「……なにしに来たのよぉ」

　分厚いドアの向こうから、くぐもった朋子の声が聞こえる。

「あんたが刃物持って閉じこもってるって聞いたから来たんだよ！　早くドア開けて」

「ふたりでグルになって、私をバカにしに来たんだ……」

「はぁ!?」

　裕太と顔を見合わせる。彼もわけがわからないといった表情だ。

「最初から私をいじめるための計画だったんでしょ？　裕太くんが私になびいたフリをして、最後はつぐみちゃんのところに戻る。そういうことでしょ？」

「バッカじゃないの？　誰があんたをいじめるために、そんな手の込んだことをするっていうのよ！」

　朋子の激しい被害妄想を一いっ蹴しゅうする。

「もう、裕太なんか好きでもなんでもない！　私には好きな……えーと、付き合ってる人が別にいるんだから！」

　言いすぎかとも思ったけれど、裕太にはこういう説明をしてある手前、ここは『付き合ってる人がいる』設定で押し通す。

「嘘……どうせ私を言いくるめるために、でまかせ言ってるんだ」

「嘘じゃないってば！」

「そうやって、バカにしてぇ……」

　酔っぱらいとの不毛なやり取り……。苛立ってきた。

「いい加減にしなさい。あんたは、裕太とくっついた。それはあんたの選択。そこから先は勝手にやってくれないとさ」

「だから……ほっといてくれていいよ。つぐみちゃんも裕太くんも……私なんかどうせ……」

「どうせ、って……その卑屈な態度が大っ嫌い！」

　私は怒鳴った。

　隣の部屋の住人が何事かと顔を出し、裕太がペコペコと頭を下げているのが目の端に映ったけれど、気にせず続ける。

「人を傷つけてでも欲しかった男でしょ？　ゲットしたなら、堂々としてなさいよ！いつだって、悲劇のヒロインぶって！　親友と彼氏に裏切られたこっちのほうが痛いっつうの！　そもそもね、私が裕太と付き合う前にあんたが自己主張してれば、話は違ったわよ！　あんたが控えめだと思ってやってることに、まわりはずーっとイライラしてんの！」

「もういい！　ほっといてってば！」

　ドアの向こうで朋子も怒鳴った。涙声だ。

「もう、嫌なの。つぐみちゃんとの仲を壊しちゃったことも、ウジウジから抜けだせない自分も、裕太くんに愛あい想そ尽かされそうなのも。どうにもできないの。自分でまいた種だから……自分で片をつけるしか……」

　片？　やっぱり死ぬ気!?

　私の頭にカーッと血がのぼる。

「じゃあ、勝手に死ねば？　自己中女！　裕太が私を呼んだのは、私じゃなくて朋子が好きだからだよ！　あんたを失いたくないから、私に頭を下げてるんだよ！　そんな事実にも目ぇつむって、『ああ！　私ってかわいそう！』って死んでしまえ！　覚悟もないのに、人のものに手ぇ出したことを悔やんで死んでしまえーっ！」

「朋子！　死なないでくれ！」

　私の横で裕太が真逆のことを叫んだ。

　ふと見ればギャラリーは増え、私たちの後ろには同じフロアの住人が垣根を成して、事の次第を野次馬になって見ている。

「俺が好きなのは朋子だ！　つぐみじゃない！　俺があんなことを言ったのが悪かったよ！　俺たち、始まりは悪かったけど、俺は朋子と結婚したいと思ってる！」

「ほーら、裕太が言ってるわよ！　でも朋子は悲劇のお姫様だもんね！　勝手に死んで私と裕太に後味悪い一生ものの後悔を与えれば？　そーすりゃ満足でしょ？　この、構ってちゃん女！」

　私が言いたい放題怒鳴ると、中でがちゃりという音。

　次にバァーン！と激しく玄関のドアが開いた。

　そこには、お酒と涙で真っ赤な顔をした朋子が仁王立ちをしていた。

　いや。正確には、立っているものの、フラフラと上体が揺れている。

「言わせておけば、なんなのよ！　私は悲劇のお姫様じゃないっ！」

　彼女はひっくり返りそうな声で叫び、私を睨みつけた。

「ワーオ、やっと出てきた。もうちょっとで裸踊りでもしなきゃってとこだったわよ！」

「偉そうに説教しないで！　いつだって、つぐみちゃんは私を下に見てるんだから！」

　朋子が靴下のまま、廊下に飛びだし、私に掴みかかった。

「どんだけ卑屈なのよ！　自分の立ち位置くらい自分で決めなさいよ！」

　突然始まったキャットファイトにギャラリーがざわめいたけれど、酔っぱらった朋子は力なく私にしなだれかかっただけだった。

　彼女は私の肩に手をつく格好でゆらゆらしている。唸るような声が漏れた。

「仕方ないじゃない。私だって裕太くんが好きだったんだもん。忘れられなかったんだもん。つぐみちゃんを傷つけてでも欲しいと思ったんだもん」

「それを実行に移したんでしょ。じゃあ、今さらぐちゃぐちゃ突っかかってこないで」

　冷たく返す私に向かって、朋子が顔を上げた。瞳が血走っている。

「そうよ！　実行したわよ！　裕太くんに告白して、その日のうちに抱いてもらった。既成事実が欲しかったから。つぐみちゃんにキレられ、罵られて、これで友情が終わっても仕方ないって思ってた！　そのときはね！　でも……」

　朋子の瞳が潤うるみ、大粒の涙がこぼれた。

「つぐみちゃんは怒ってもくれなかった」

「え？」

　予想外の言葉に、私は思わず聞き返す。

　怒ってくれなかったって？　あんたは私に怒られたかったの？

「つぐみちゃんは諦めたような顔をしただけだったじゃない。それからは私のこと無視。『あんたが選んだこと』なんて割りきった口調で、私を拒否しただけじゃない！それが死ぬほどつらかった。私は怒ってももらえない。つぐみちゃんの中で、やっぱり私は対等な存在じゃなかったんだって気づいた」

「なに、その勝手な言い分」

「つぐみちゃんはいつだってお姉さんぶって……。私はでき損ないの妹みたいな気持ちだった」

　少しだけ思い当たる。

　朋子は元々おとなしく、気弱なタイプだ。私は友人として、それをフォローしてきたつもりだった。

　なにかにつけて世話を焼いて、意見を求められれば人生の上級者のように答えた。

　でも、それが朋子の自信を奪っていたんだろうか。

　朋子の前で姉のように振る舞うのは、弱みを見せるのが苦手な私には、楽なやり方だった。

　もっと弱いところを見せて、素直に接すればよかったんだろうか。裕太とのことがわかったときも、涼しい顔なんかせず、泣いて怒れば朋子は安心したんだろうか。

「……私はつぐみちゃんと対等になりたい。言いたいことは言ってほしい。裏切ったことを怒ってほしい。人として、諦められるのが一番つらい……」

　朋子が私の肩に顔を埋め、嗚咽した。

　私がカッコつけて大人の対応をしたことが、朋子の心を壊していたのか。

　友達なら責めてほしいだなんて……。

「つくづく勝手で自己中だね」

　私はバッサリと言い捨てた。

　一方で、心の中はすでに動いていた。

　私も結構、単純かもしれない。それでも朋子の本音に触れて、完全に無視することはできなくなっていた。

「今日来てみてわかった。あんたのこと大嫌い。でも、あっさり死なれたら最高に気分が悪いや。私に意見したいなら、せいぜいなにがあっても死なないようにしてよ。そうしないと、とてもあんたを対等の人間には見られない」

　朋子が私との友情に未練を残していたように、私もまた、朋子の存在を否定しきれない。

　もう友情で繋がることはできなくても、きっとどこかで幸せを願ってしまう。

　だって私は、朋子の誠実でクソ真面目なところを、ずっと愛してきたんだから。

　朋子は長らく私の親友だった。大事で、大好きで、たぶん裕太よりも少しだけ大切の度合いが大きかった。

「私は私で幸せ目指すから。あんたは裕太とハッピーエンドを迎えなさいよ。そして、私から奪ったことを正当化してみせて」

「つぐみちゃん……」

「偉そうに聞こえるかもしれないけど……今日、充分怒ったでしょ。文句言ってやったでしょ。……それで納得して」

　朋子が一度、私にぎゅっとしがみついた。

　私も抱擁に応え、彼女の背を強く抱く。

　かつて親友だった私たちの、ほんの一瞬の邂かい逅こう。

　それから、朋子のヨロヨロの身体を裕太に預けた。彼が朋子を抱きしめるのを横目に、私は踵を返す。

「あとは任せた！　今度こそバイバイ、ふたりとも」

　言いきって、ふたりのことも周囲のギャラリーも置き去りにして駆けだした。

　パンプスを鳴らし、マンションを飛びだす。

　住宅地にタクシーは通りかからない。駅前の道路は混んでいたし、走ったほうが早そうだ。

　駅で課長に二通目のメールを送る。

　急ぎの用件が終わったこと。あと一時間くらいで着くこと。

　時刻はすでに二十時近い。最悪だ、すごく待たせてしまっている。

　せっかく整えたメイクも髪もぐちゃぐちゃだ。

　幸いなのは、こんなときにスマホを忘れるというミステイクをしていないことだ。

　よく少女漫画とかであるでしょ。『彼と行き違いになってしまったのに、私ってば携帯忘れてる～！　バカバカ～！』ってヤツ。

　大丈夫だもんね。メールは届いてるはず。返信はないけれど、課長は待ち合わせのときにスマホを忘れるような人でもない。今夜の事情を話せば、さほど気分を害することはないんじゃないかな。

　それとも、元彼に呼びだされてたってあたりがマイナスかな。

　でも、この機会がなかったら、朋子の本音を聞くことはできなかったし……。

　いいや、クヨクヨと悩んでいてもしょうがない。ともかく急いで渋谷に向かわなきゃ。

　素直に話して謝って、それから自分の気持ちを伝えよう。

　直通の急行電車に乗れて、思ったよりも早く渋谷に到着する。

　時計は二十時三十五分を指している。

　地下から階段とエスカレーターを駆け上がり、ＪＲの構内を抜けた。

　歩道橋にのぼり、人を避けながら足早に進む。センターステートビルを目指す私の目に、まさにビルの方向から歩いてくる課長の姿が映った。

　ダークカラーのジャケットにチノパンという私服姿は目に新しいものだったけれど、あの茶色い髪も整った顔立ちも見間違えるはずはない。

　私は課長の元に駆けだした。

　歩道橋を駆け下り、横断歩道を渡り、彼の前に躍り出る。

「課長！　すみませんでした！」

　急に現れた私に、彼はかすかに眉を上げた。

「太刀川……」

　その時点で私は、ようやく今の状況に思い至る。

　どうして、課長は待ち合わせ場所から渋谷駅に向かっていたのだろう。

　私を迎えに来るため……ではない。

　待ち合わせのバーだって、まだ閉まる時間じゃない。

　つまり、課長は今、帰ろうとしていた。

　そういうことだよね。

「遅くなってしまい、すみませんでした。ご気分を悪くされましたか？」

　私は泣きそうな気持ちで問う。

　課長は怒ってしまったんだ。大事な待ち合わせだったのに、他の用事を優先した私に対して。

　だから、待たずに帰ろうとしているんだ。

　しかし、課長はゆるゆると首を横に振った。

　その瞳に、昨日の燃えるような情熱はなく、どこか諦めに似たムードが漂っていた。

「太刀川は悪くない。それは最初に言っておく」

「どういう……意味ですか？」

　背筋が冷たくなる。

　これから放たれるであろう一撃に、身が竦む。

　彼がなにを言おうとしているかが、すでに雰囲気で察せられたから。

「太刀川、すまない。昨日言ったことは、忘れてほしい」

　昨日言ったこと。

　それは、あの優しい告白のことだろうか。

　そうに違いない。

「課長……」

　どうしてですか？　私が遅刻したからですか？

　たったひと晩でなにが変わっちゃったんですか？

「おまえを待ちながら、少しの間、考えた。こんなことがなければ、俺は浮かれたままおまえを自分のものにしてしまったかもしれない」

　私はそれでいいと思っている。

　彼のものになりたいと願っている。

　だけど、彼にとってはもう違うんだ。

「俺は……本社に異動してきたときに思った。自分は誰も幸せにできないし、その資格もない。誰かと親密な関係を築くことは、仕事上でも、プライベートでもあり得ないだろう。そう思っていた……」

「ど……して」

　雑踏の中、私たちは向かい合っている。

　近い場所にいるのに、心と心がすでに何万光年も離れてしまっていることが痛々しく感じられた。

「太刀川とあんなかたちで関係を持って、構っているうちに、調子に乗ってしまった。太刀川が笑うたび、泣くたび、心が動いた。おまえを好きになって、俺も人並みに幸せになれるかも、と幻想を抱いてしまった。……でも俺にそんな資格はない。それを思い出した」

「意味がわかんない……です」

　私の声は涙声になっていた。

　理解できない理由で、彼が私を遠ざけようとしている。

　私を好きだと言ったその口で、私を拒絶しようとしている。

「わかんないよな。すまない。本当に申し訳なく思う。でも、おまえと付き合うわけにはいかない。昨日と……今までのことは忘れてほしい」

「そんなの……」

　ひどい。

　できるわけない。

　だって、私は課長のことが好き。

　もう気づいてしまったのに……。

「本当にすまない」

　課長は私に向かって深く一礼した。

　彼なりの最上級の詫びであり、そして私の想いへの隔絶だった。

　立ちつくす私。

　泣きそうだった。

　だけど、頭の隅で誰かが言う。

『泣くな。泣いたらみっともない』

　この人の腕は、もう私を抱き止めてくれない。

　泣いたら、重くてうっとうしがられるだけだ。

　こんなときまでも私は意地を張り続けている。泣いてすがることすらできない。

　課長は頭を上げると、私の横をすり抜け、駅に向かって歩きだす。

　私は振り向くまではできたけれど、声はかけられなかった。

「私、気持ち伝えてないのに……」

　こんなのってあんまりだ。

「好きだって気づいたのに」

　心も身体も融かされて、本当は立っていられないほどあなたが好きなのに。

　私の想いは行き場をなくしてしまった。







過去と未来













「太刀川サン、起きてるー？」

　不意に現実に引き戻され、顔を上げた。

　リリさんが中腰で私を覗き込んでいる。

　私はパイプ椅子から立ち上がり、自分でもビックリするくらいの大声で言った。

「素敵です！　リリさん」

「そぉ？　やっぱり？　ありがとー」

　リリさんはでき上がったばかりのウェアを着て、くるっと回って見せてくれた。

　本日は新作ウェアのパネル撮影。

　秋発表の新作は、ムドラ側から八点すべて、カラーバリエーションとともにＯＫが出た。現在、製品の縫製がインド工場フル稼働で進んでいる。

　私の仕事はまだ終わらない。

　ムドラ側から指定されたレッグウォーマーやヨガマットケースの検討。新しいグッズの提案。広告宣伝の手配。ゴールデンウィーク明けの発表イベントと、レッスンの準備。

　やることは盛りだくさん。そう。だから落ち込んだり考え込んだりする暇はない。

「太刀川サンも着てみたらー？　きっと似合うよー」

　リリさんがポージングをしてみせながら言う。

　私は苦笑いだ。

「いえいえ、実は社内で一回着させられまして。もう恥ずかしくて散々でしたよー」

「そうなの？　やだ、私も見たかったなぁ」

　そのときのことを思い出すと、同時に彼のことも脳裏をよぎる。胸がぎゅうっと掴まれたように痛んだ。

「見るもんじゃないですよ。鍛えてないアラサーの露出は」

「聞き捨てならなーい。私なんかアラフォーですけどー」

「リリさんは鍛えてるじゃないですかー！」

　やり取りはそこまで。カメラマンや撮影スタッフが揃い始めた。挨拶をして、今日の撮影が始まる。

　課長との一件があってから、約一週間が経った。

　私の頭はまだ、ぼーっと霞がかかったようになっている。

　詳しく考えることもできず、日々をやり過ごしているだけ。

　課長に振られた。

　想いを伝える機会すらなく、拒絶された。

　深く突きつめれば、悲しくて打ちのめされそうになるから、少なくとも仕事中は考えないようにしていた。

　ひとりになっても、決して泣かないように気を張っている。

　泣いたら、終わり。そんな気がする。

　そう。私はまだこの恋を終わったことと片づけたくないのだ。

　私に問題があったなら諦めもつく。でも、課長は明らかに別の理由で私を拒絶した。

　それを知るまでは、諦めきれない。

　だって、こんなにも好きになってしまったんだから。

　私の気持ちに反比例して、仕事で私と課長が関わることは激減した。

　今週になって最初のミーティングでのことだ。仕切り役の中尾さんが発表した。

『太刀川が抱えている案件のアシスタントを、鮫島小花に任せることになりました』

　素直に返事をする小花。驚く私に気づかず中尾さんは続ける。

『今までは課長がサポートをされていましたが、太刀川もだいぶ慣れてきましたし、大きな山は越えたということもあっての決定です。課長と私は当面、第一グループとの合同イベントに向けて仕事を進めますので、みなさんご協力よろしくお願いします』

　課長は無表情だった。

　いつもとまるで変わらない様子が、かえって彼の意思の固さを感じさせた。

　当然、課長のような人が私情だけで仕事を変更するとは思えない。私のサポートを離れたのは、時期的にも偶然だろう。

　それでも、唯一の接点をあっさり解消されたことは痛い。

　この案件で関わるまでの二ヵ月、私はほとんど課長と接することがなかった。その状況に戻ったわけだ。

　私からどれほど接点を求めても、おそらくふたりきりになって話をする機会は訪れない。

　せいぜいオフィスで、上司と部下としてひとことふたこと、仕事の相談や許可を求める程度。

　課長と話をしたい。できれば、以前のように。

　だけど、彼は自分からは接してこなくなり、私からは接する機会がない。

　どうしたらいいんだろう。

　リリさんが美しく微笑み、ポージングをする。私はそれをぼんやりと眺めていた。

　心ここにあらず。

　こんなことじゃいけないのに。




　小花とともに仕事を回すようになったことの救いは、忙しいながらも気の置けない雰囲気が楽ということだろう。

　メグ子さんもちょこちょこ手伝ってくれて、仕事は今のところ円滑に進んでいる。

　課長とのことがあってから半月。

　三月末の土曜日。私とメグ子さんと小花は揃って日帰りで温泉に出かけた。

　といっても、遠出するのは疲れるし、予定を合わせるのも大変なので、郊外の温泉施設に行っただけなんだけど。

　ご年配の方やファミリーに人気の施設で、エステやマッサージが充実しているので、女性誌にも取り上げられるようなところ。駅からシャトルバスも出ている。

　私たちは個室を半日借りて、お風呂にエステにマッサージにビールにと、プチリラックスを楽しんだ。

　忙しくて充実した日々には息抜きも大事。

　このプランを提案してくれたメグ子さんが、私の傷心に気づいているわけはないけれど、こうして週末に連れだしてくれるとほっとする。

　課長と話す機会は相変わらず、ない。

　視線すら合わない。

　ひとりでいると、課長のことばかり考えてしまう。それはとてもつらいことだ。

　課長と話をしたい。

　もう一度、きちんと自分の気持ちを伝える機会が欲しいし、彼が態度をひるがえした原因を知りたい。

　機会がないまま、もう半月。

　このまま、私たちの距離は離れてしまうんだろうか。

　そんなの嫌だ。

　日も暮れかかった夕方、帰宅前にもう一度露天風呂に入ろうと、私たちは浴場へ向かった。

　内風呂は混んでいたけれど、気温が低いせいか露天風呂は思ったより空いている。

　三人で並んで、白濁した湯に肩まで浸つかった。

「一昨日おとといのことなんスけどー。課長がー」

　仕事の話の中で、不意に小花が『課長』という言葉を出した。

　私はその響きにぎょっとする。

　内容は、提出した資料を課長が褒めてくれた……程度のことだったけれど。

「課長といえば、この前、中尾さんから聞いたんだけどさ」

　湯船で手足を伸ばしつつ、メグ子さんが話を広げる。

　メグ子さんと中尾さんは仲がいい。付き合っているわけじゃないらしいけど。

「なんであの年で課長待遇なのかわかったよ」

「あ、やっぱ理由があるんスか？」

　小花が食いつく。

　私は興味ない素振りをしながらも、つい耳をそばだててしまう。

「千葉工場の件でいろいろあったからなんだって」

　千葉工場。去年の夏に閉鎖された、課長の元職場だ。

「いろいろってなんスか？」

「千葉工場はミサキガワブランドのシューズを作ってたじゃない？　でもここ十年は縮小傾向で、三年前に〝イカロス〟シリーズも廃盤。早々に大人向けのミサキガワシューズも廃盤にして工場を閉鎖しようってのが、本社上層部の意向でさ。それに反対して工場を守ろうとしていたのが、課長を筆頭とした社員たちだったんだってさ」

「副工場長だったって……言ってましたよね」

　つい、言葉を差し挟む。

「工場長が定年間近のおじさんだったから、先頭に立っていたのが課長だったみたい。そんで、課長は本社側とひとつ約束を取りつけたんだよ」

　メグ子さんがとっておきの話をするみたいに人差し指を立てる。

　私は気づけば胸元までお湯からはみだし、身を乗りだしていた。

「大ヒット商品の開発。工場閉鎖を免まぬがれるための条件だったんだって。それで課長たちが開発したのが、去年の春に発表になったランニングシューズよ」

　覚えている。

　足底の安定を徹底的に追求したソールを新開発したものだ。

　近年はあえてバランスを崩すソールのシューズがもてはやされたり、軽さばかりが重要視されたりしがちだった。

　そんな時代に逆行していると言われ、基本に戻りながらも最先端の技術を詰め込んで、世に送りだされたシューズ。

　それは近年、自社ブランドにヒットのなかったミサキガワシューズとしては、空前の売れ行きだった。

『日本人の足にこだわってきたミサキガワシューズの至極の一品だ』って、専門誌やランナーの評価は高かった。

　一般誌でも去年のヒット商品のひとつとして取り上げられたはず。

　でも、確かあのシューズは……。

「限定発売扱いでしたよね」

　小花が私の言いたいことを代わりに言う。露天風呂の岩に首をもたせかけて。

　メグ子さんが「そうなのよ！」と息も荒く答える。

「傍目にもシューズがヒットしたのに、本社側は工場閉鎖を撤回しなかった。工場側との約束を反ほ故ごにしたの。そもそも上層部はハナから決定を覆くつがえすつもりはなかったのね。ヒット商品ひとつで工場を存続させるほどの赤字補填はできないと踏んで、さっさと限定生産の広告を打って、工場の閉鎖を決めたみたいよ」

「へー、本社にいるとわかんないッスね、そういう話。汚いな、役員のオッサンたち」

「千葉工場は八月で閉鎖。パートと契約社員は全員解雇。ほとんどの社員がリストラだって。唯一本社に配属されたのが、一番若手で今回の功労者の課長よ」

「それってどういうことですか？」

　思わず食いついた聞き方をしてしまう。

　本社に配属されたのが課長だけだなんて。

「ミサキガワブランドのシューズは実質廃盤になったとはいえ、最後の最後に全盛期に負けないヒット作を産んだ。担ったのは課長。会社としては論ろん功こう行こう賞しょうでしょ？」

「それ、課長が工場を捨てて、自分を売り込んだってことにならないスか？」

　小花が眉間にシワを寄せて言う。

　私は声を上げそうになった。

　そんなことあるはずがない。あの人に限って。

　メグ子さんが私の気持ちを肯定するように答える。

「そういう噂もあったみたい。でも、実際は辞めると言って聞かなかった課長を、本部長が諌いさめて本社に連れてきたってのが事実だって。この辺は中尾さんの話だから間違いないよ」

「そんな反抗的な社員、なんで引き止めて、課長待遇まで与えとくんスか？」

　小花が相変わらず無遠慮に問う。

　悪意があるわけじゃない。課長の人となりを知らなければ、これが普通の反応かもしれない。

「上層部はいつかミサキガワシューズ復活のために、ノウハウを知っていてヒットの前歴がある課長を飼っておきたいのよ。復活は未定とはいえ、課長が優秀なのは確かだもんね。今、つぐみが手がけている仕事だって、ひとりでムドラとかけ合って取ってきた仕事でしょ？」

　私は頷く。『前例のない仕事だ』って本部長もホクホクしていたっけ。

「でも、酷こくだよね。自分たちを裏切った連中のところで、叶かなうかわからないミサキガワシューズの復活を期待しながら仕事をするなんて」

　メグ子さんの話を聞きながら、頭の奥で符号が一致していくのを感じた。

　だから、課長は千葉工場の話をしたがらなかったんだ。

　聞いてもごまかすような態度を取ったのは、進んでしたい話じゃなかったから。

『自分は誰も幸せにできないし、その資格もない』

　課長は、責任を感じているのだろうか。

　自分ひとりで本社に行くことになり、他の社員やパートを救えなかった負い目が彼を縛っているのではないか。

　彼が本社で気配を消しているのは、心がまだそのことに囚とらわれているから。

　亡霊なんだ。

　かつての仲間の夢や希望を背負って、今をやり過ごす亡霊。

　叶うかわからない夢のため、自分を殺して会社に残った課長。

「恋愛なんて浮ついた気持ち……なれるはずないよね」

　脱衣所に戻り、メグ子さんにも小花にも聞こえないように呟いた。

　涙が出そうだ。私に入り込む隙なんてありそうもない。

　だけど、私の気持ちもまだ葬ほうむり去ることなんかできない。




　翌週の月曜日のことだ。

　私はお昼ごはんを買いにコンビニまで出かけていた。一番近いコンビニは会社から歩いて二分。

　お弁当にしようか、パスタサラダにしようか、はたまたカップ麺にしようかと悩んでいると、ふと課長が通りを歩いているのが見えた。

　課長とは今朝、仕事の件でわずかに会話した。

　お互い必要最低限のことしか口にしていない。

　わかりやすく拒絶する人ではない。でも、わずかでも好意を見せて、背中を向けられるのは嫌だった。

　うまく話すこともできなくなってしまった。その課長が、通りを歩いている。ひとりじゃなかった。

　横には、五十代だろうか、スーツの上に作業服のジャンパーを羽織った男性がいる。

　その後ろを同じいでたちの若い男性と、コートにスカートの中年のご婦人が続く。

　課長は横の男性と話しているようだ。穏やかな表情が気になった。

　これはいったい、なんの集まりだろう。うちの社員ではなさそうだ。

　取引先？　でも、第二グループの取引先の人たちとは、失礼ながら雰囲気が違う。作業服姿の人って、あまりいないもんなぁ。

　そんなことを考えながら、なにも買わずにコンビニから外に出てしまう。

　下品だとは思いつつ、ついあとを追いかけてしまう私。だって、この前メグ子さんからあんな話を聞いたばかりだ。

　課長がなごやかに会話していたのも気になる。

　もしかして……千葉工場で一緒だった人たちなら。

　課長たちは近くのファミレスに入っていく。こんな時間にファミレスなんて混んでるんじゃ、なんて余計な心配をする。

　すでに連れの男性が席を取っているようだった。

　ちょうど課長たちの後ろにカウンター席があり、ひと席空いている。待っている客は大学生風男女の四人組に、年配の奥様六人組。カウンターを使いそうなウェイティング客はいない。

　ウェイトレスを捕まえると、すぐにそのひと席に誘導してくれた。

　課長は背を向けている格好なので、私に気づいていない。私は物音もたてず、席に収まった。

　なにやってるんだろ、私。

　スパイか？　スパイなのか？

　こんなことしてちゃダメだよ。盗み聞きする気満々で。

　……と思いつつ、席に座ったからには、ここでしっかりランチをして帰ろうと考え直す。

　課長からは見えない位置だけど、万が一見つかったら偶然を装おう。課長たちが頼んだ日替わりランチを自分も頼み、聞き耳を立てる。

「久しぶりだよね。こうやって顔を合わせるの」

　思い出話だろうか、会話はなごやかで楽しそうだ。話の端々から、私の推測が当たっていたことがわかる。課長と会っている人たちは、千葉工場の元同僚だ。

　ランチが彼らのテーブルと私の前に届く。私はコロッケとチキンソテーをささっと胃に押し込み、耳に全神経を集中させる。

　やがて向こうのテーブルの食事も終盤に差しかかった頃。

「そろそろ、本題を話そうかな」

　課長の横に座る五十代とおぼしき男性が、口を開いた。

「櫟くん、また僕らと一緒に働かないか？」

　私は思わず振り向きそうになってしまった。

　一緒に働く？　でも、千葉工場はもう閉鎖されていて……。

　男性が熱心に続ける。

「僕らの会社、順調でさ。っていってもまだ小さい仕事ばかりなんだけど。今度、地元の商工会のオフィシャルグッズを作ることになったんだ」

「地元のサーフショップや、セレクトショップからも依頼があるんですよ！」

　作業服を着ていた若者が自慢げに言う。

「シューズじゃないっすけどね。Ｔシャツとか、トートバッグとか」

「デザインは小野さんにお願いしたのよ。そしたら、櫟くんがこの前仕事をくれたなんて言うから」

　中年のご婦人らしき声も参加してくる。

「引退した俺が言うのもなんだけどよ」

　振り返って見ることはできないけれど、席を取っていた男性の声だろうか。この男性は一番年とし嵩かさに感じた。

「こいつら、頑張ってんだ」

「佐さ久く間ま工場長……」

　課長がその人を呼んだ。年嵩に思えた男性は、課長の元上司である工場長のようだ。

「おまえに本社に行くのを勧めたのは俺だけどさ。考えてみたら、鬼千匹のところにぶち込んで頑張ってこいなんて、ひどい話だったよな」

「そうよ、工場長。だって、本社側はミサキガワブランドの復活なんか考えてないのに、櫟くんを手放したくないから本社に引き抜いたんでしょう。そんなアテもない話で櫟くんを縛るなんてひどすぎます」

　中年のご婦人が憤慨した声音で言う。

　最初に口を開いた、五十代風の男性が言った。

「櫟くん、きみに『若いんだから本社に戻れ』なんて、勧めた僕たちを許してほしい。嫌な人間たちの中で働くきみの苦しみなんか考えなかった。きみは千葉工場の人たちの想いを背負ってミサキガワに残っているんだろうが、そんなに無理をしなくてもいい。……僕たちの会社は、一応僕が代表を務めてはいるけれど、〝社長〟はまだいないんだ」

　それは……課長を社長扱いとして連れていこうってこと？　自分たちの作った居心地のいい場所に招待しようってこと？

　課長がミサキガワを辞める。そして、かつての仲間たちの元へ行ってしまう。

　そうしたら、もう二度と会えない。

「それはダメです！」

　気づいたら、私は立ち上がっていた。

　彼らのテーブルの真横に立ち、堂々とそう言い放っていた。

　一番驚いたのは、私本人だったと思う。

　な、なにやってんの？

　どこの部活の熱血キャラだろう。

　センパイ、行かないでほしいっす！　……みたいな。

　なんで勢いでこういうことしちゃうかな。普段は慎重な人間なんだけど。情熱に任せて行動するタイプじゃないんだけど。

　しかし、口にしてしまったことは取り返しがつかない。

　なにより、私を驚いた表情で見つめる課長を引き止めなければならない。

「櫟課長の部下の太刀川と申します。偶然、お話が耳に入りまして。急に割り込んでしまい失礼しました。でも、課長は第二グループになくてはならない方です」

　私はペラペラと矢継ぎ早に言う。

「急に引き抜きの話なんか持ってこられても困ります。今、課長に抜けられたらうちの課は大混乱です。誰も仕事になりません。課長自らが手がける大きなイベントもありますし。私も、課長から渡された企画をやり遂げるまでは、いなくなられては困ります！」

　私が真剣に言葉を重ねるほど、場のポカーンとしたムードは高まっていく。

　そりゃそうだ。うん、そりゃそうだよ！

　私だって空まわっているのはわかる。

　でも、飛びだしてしまった以上、このテンションを維持しなければ……。

「太刀川、もういい」

　遮ったのは課長だ。

　この雰囲気、怒って……ますよね。

　いきなり乱入してきたのが、距離を置いていた部下って。しかも言いたい放題言いまくって、全然空気を読めてなくて……。

　課長が、その場にいたメンバーに向き直った。

「ありがたいお話だとは思いますが、やはり俺にはお受けできません」

「櫟くん……」

「まだ本社でやるべきことがあると思っています。死力を尽くしていないうちに逃げだすことはしたくないんです」

　そう言って、頭を下げた。

「わざわざお越しいただいたのに、申し訳ありません」

　中心人物と思われる五十代風の男性が言う。

「そう言われるかなとは思ってたんだ。でも、僕たちもまだ諦めないよ。また勧誘に来るから」

　課長が頭を下げたまま、複雑な表情をしているのを、私はいたたまれない気持ちで見ていた。




　ファミレスで課長の元同僚たちと別れ、私と彼はふたり、オフィスに向かって歩いていた。

　気まずい。そして空気が重い。

　それもこれも、人の会食に乱入した私が悪いんだけど。

　昼下がりの恵比寿。人通りは多く、私が歩幅を大きくしなければ、課長とはぐれてしまう。強く地面を蹴って急いで並ぶ。

「こうしてふたりになるのは久しぶりだな」

　課長が口を開いた。

　私は頷く。そして先ほどの非礼を詫びる。

「大切なお話に割り込んでしまい、申し訳ありませんでした」

「いや、いい。どちらにしろ断るつもりでいた」

　顔を上げると、課長は前方を遠く見据えていた。

「少し前に話は聞いていた。千葉工場の元メンバーの何人かが集まって、小さなアパレル会社を起たち上げたこと。そして俺も誘おうとしていること」

「そうだったんですか。……あの、いいんですか？」

　そんなにあっさり断ってしまって。

　彼からしたら、慣れ親しみ、ともに本社と戦った同志と新しい事業に携われたほうが楽しいに決まってる。

「俺が千葉工場から本社に来た経緯は知ってるか？」

「だいたいのことは伺っています。中尾さんの話を河野さんから聞いたっていう、又聞きの状態ですけど」

「じゃ、それで合ってるよ。俺は二百人の生活を犠牲にして、今本社にいる」

「だけど、それは……」

　課長のせいじゃない。

　本社が約束を反故にしたことに問題がある。

「俺の責任だよ。新製品程度で工場にかかる経費を捻ねん出しゅつできるのかなんて、最初から疑わしかったさ。それなのに、本社のでまかせに乗っかって、工場全体を扇動したんだから」

「課長は、なぜまだミサキガワにいるんですか？　自分を裏切った人たちの下で仕事をするのはつらくないですか？　さっきの方たちとのほうが……」

　先ほど会った彼ら。課長の元同僚の人たち。

　あの人たちとなら、課長は生き甲が斐いとやり甲斐を持って、仕事ができるんじゃないだろうか。

「あの人たちは先輩であり、古い大事な仲間だ。一緒に仕事したくないなんて言ったら嘘になる」

「それなら、なぜなんですか」

　引き止めた私が言うのもなんだけど、せっかくの誘いを断るなんて。

「たぶん俺も意地っ張りなんだろうな」

『意地っ張り』という、いつも言われる自分への評価にドキリとする。

「工場長や社員のみんなは『おまえは若い。本社に行って新しい仕事をしろ』なんて送りだしてくれたけど、俺の頭にあるのは違う。俺を支えているのは後悔でも希望でもない。どうにもならない真っ黒な復ふく讐しゅう心しん。俺たちを追い落とした連中を見返して踏みつける。それができる位置までのし上がる。……この気持ちは簡単には消えない」

　復讐。その言葉を口にした課長は、暗い炎を瞳に宿していた。

　明るい春の陽光には不似合いな色だった。

「みんなはそんなこと望んでない。むしろ、こうして新しい事業にも誘ってくれる。だから、これは俺の意地なんだ。勝手でひとりよがりな意地」

　この会社で立身するため、千葉工場の努力を踏みにじった人間を地に這わせるため、彼はここにいる。

　私なんか目に入らなくて当然だ。

　オフィスは目前だった。

　手前の路地に入ると、課長は自販機で缶コーヒーをふたつ買った。ひとつを私の手に放る。

「本社に異動してきて、太刀川を見ていたら、なんだか似てると思ったんだよ」

「私がですか？」

「ひとりでなんでもできますって顔して、誰にも頼らず黙々と仕事をしてるところ。女ってのはもっとまわりと協調して、仲よくニコニコ仕事してるもんだと思ってた。意地っ張りで強気。おまえは嬉しくないかもしれないが、俺に似てるなって」

　課長は茶色の綺麗な瞳をすがめた。少しだけ優しく、懐かしそうに。

「あの晩、そんなおまえが、男に裏切られたって手放しに泣くだろ？　不思議な感覚だった。俺はおまえの涙に安心していたんだ。工場を守れなかった後悔や、暗い恨みが俺の中に澱おりのようにたまっていた。どうしようもなく痛い部分におまえの涙が染みてきた」

　私は缶コーヒーを両手に握りしめ、課長を見つめた。

　彼の横顔は端正で、語る口調はあくまで静かだった。

「たぶん、俺はずっと泣きたかったんだと思う。工場がなくなったときから、歯を食いしばって涙を耐えてきた。泣く資格すらないと考えていたんだ。おまえが泣いてるのを見たら、まるで代わりに泣いてもらっているみたいに思えた。勝手だよな、こんなの。だけど、自分でも驚くほどおまえの涙に癒されていることに気づいた。どうにか慰めたくて触れたら、止まらなくなってしまった。温かくて、安心で、虚むなしさを分け合うようで」

　言葉を切って、課長は言った。

「融けるような夜だった」

　私も。

　私も同じでした。

　あなたの優しさと強引さに、死にそうだった心と身体は融けて落ちました。

　課長は私に自分を重ねていた。

　だから、私を抱いたんだ。

　だから、私に好意を示してくれたんだ。

　でもそれは、〝恋〟ではない。

　悲しいけれど、もう彼も私もわかっている。

「課長」

　彼の好意が同志への優しさだとして、だからこそ今、私には言いたいことがある。

「言えなかった言葉を言わせてください。……私は、課長が好きです」

　課長が一瞬、瞳を見開いた。それから首を弱く左右に振る。

「俺には受け入れられない。誰かと幸せになる未来は、まだ俺には見えない」

「じゃあ、待ちます。課長が恋愛できる心境になるまで」

「バカ。そんなの待ってたら、俺もおまえも、じいさんばあさんだ」

　私は唇を噛みしめた。

　それでもいい。それでもいいから、拒絶しないでほしい。

「おまえ、二十七だろ。まだ若い。俺みたいな陰鬱な男に固執せず、他にいい男を見つけろ」

「私にとって最上級のいい男は課長です。最悪の状況で抱きしめてくれたあなたです。こんなに好きにさせといて、今さらずるいですよ」

　課長は瞳をそらし、コーヒーの缶に唇をつけた。

　どうしたらいい？

　言葉でなんか到底届かない。全然、彼の心に響かない。

　繋ぎ止めたいのに術すべがない。

「わかりました。こうします」

　私は開けていない缶コーヒーを強く握りしめた。

「課長の気持ちが動くような女に、私がなります」

「……どういう意味だ」

「あなたが恋せずにいられない女になります。誰とも幸せになれないって言うなら、私が幸せにします。そういう女になります」

　私の宣言は漠然としていた。でも、強い決意だった。

　今の私じゃ、この人の気持ちを変えられない。それなら、私が変わるしかない。

「待っていてください。あなたの心を変えてみせます」

　私は言いきって、課長に背を向けた。

　彼を置き去りに、力強く歩みを進める。

　きっと、課長はまたしてもポカンとしているに違いない。

『なに言ってんだ、あいつ』くらいに思われてるかもしれない。

　だけど、私はこの恋を諦めたくない。

　絶対に。

　その晩、私はひとり居酒屋で焼酎を飲んでいた。

　行きつけの居酒屋〝はるちゃん〟。

　メグ子さんと小花の誘いは断った。ひとりで考えたかったから。

　今日のお供は、しそ焼酎だ。すでにボトルの中身は底にわずかに残る程度。

　いつもどおり見兼ねた大将が、私の前におしんことおにぎり、ついでに豚汁を置く。

「ほら。太刀川さん、また食べてない。身体に悪いよ」

「大将、ありがとうございます。いただきます。あ、焼酎もう一本」

「ペース早いねぇ。俺が知ってる人の中で一番お酒が強いの、太刀川さんだよ」

　褒められているんだろうか。

　ま、いいか。お酒が好きなのは事実だもん。

　ふと、思う。こんな女じゃ、課長の心は動かせないんじゃなかろうか。

　昼間、課長に豪語した手前、ノープランじゃマズい。課長が恋せずにはいられない女子ってどんな女の子だろう。

「大将、私って女子としては魅力ないですかね」

　思わず、お父さん的存在の大将に聞いてしまう。

　大将は驚いた顔をしてから、白髪交じりの短髪をかいた。

「太刀川さんは目鼻立ちも整っていて、美人でハキハキしていて、魅力的だとは思うけど……」

「けど!?」

「人の魅力ってそれだけかねぇ」

　大将が首を傾げてみせる。

　人の魅力……。私が課長を振り向かせられるかのポイント。

「俺は、『太刀川さんらしい』ってのが一番魅力的に見えると思うよ。バカみたいにお酒が強いのも『らしい』し、いつも河野さんや鮫島さんとキャッキャしてるのも『らしく』て素敵だよ」

「『私らしい』ですか……」

「背伸びするなってことじゃないよ？　でも、太刀川さんが今まで培ってきた『らしさ』を追求していけば、すなわち人間的な魅力に繋がるんじゃないかな」

『私らしい』――そんなことは考えてもみなかった。自分が変わることばかり考えていた。

　私という人間の一番『らしい』部分。

　じゃあ、やっぱりあれしかないか。

　意地を張り通すこと。

　自分の道を信じて、突っきること。

「好きな人がいるんだね」

　大将が赤しゃく銅どう色いろの顔にシワを作って、にっと笑う。

「いつか、連れてきてほしいなぁ」

「連れてこられるように頑張ります！」

　私は少しずつ考えをまとめ始める。

　私にできること。

　私がすべきこと。

　おぼろげながら見えてきた目標。それに向かって全力を尽くしてみよう。

　近道ではないかもしれない。

　でも、私にできる精いっぱいを積み重ねて、彼に見せよう。

　悲しい望みと復讐心に囚われている櫟 了介を、私が解き放つ。

　私が彼に希望を見せよう。




　四月がやってきた。私の身辺は慌ただしさを増した。

　私は密かにある計画を立て、それを実行に移すため奔ほん走そうしていた。

　課長にはなにも話していない。言うのはこの計画が実ったときだ。それまでは内密に仕事を進めなければならない。

　幸いなことに、彼は直属の上司だけど、今は第一グループとの合同イベントに向けて忙しいため、あまり接触せずに済んでいる。

　上長決済がいるときは、主任の中尾さんに頼んだ。彼は決済を代行できる。

　一緒に仕事をしている小花だけが、私の計画の全容を知っている。ひとりで進めたいという私の意思を尊重して、小花は自分が回せる仕事はどんどんこなしてくれるようになった。

「無理しないでくださいよ。つぐみセンパイは本当、意地っ張りなんだから。絶対、人に頼んない」

　意地っ張り、か。

　ごめん。今回はそれを通させて。

　課長の心を動かすには、私が私らしく成果を上げることが必要だ。同じ意地っ張りとして。

　それが、ただちに恋に繋がるかはわからない。

　でも、私にできる精いっぱいを見せたい。

　彼のわずかな灯りになりたい。




　四月半ば。社外でリリさんとの打ち合わせを終え、帰社したときだ。玄関フロアで朋子に会った。

「つぐみちゃん、久しぶり」

　ちょうど、一階の店舗から階段で上がってきた朋子。鉢合わせとしては、前と同じ状況だ。

　彼女とまともに顔を合わせるのはあの夜以来だから、約一ヵ月ぶり。

　在庫のスポーツソックスをカゴに入れて抱えていた朋子は、幾分落ち着いた様子だった。

　私ももう、わざとらしく避けもしない。朋子との関係は清算済みだ。そこははっきりしている。

「店舗に異動になるかも、なんて言ってなかった？」

　私は『まだいるの？』というように嫌味っぽく問う。

「ああ、あれね。取り消しになったの」

　朋子はなんでもなさそうに答えた。それからニコッと笑う。

「妊娠したから、本社の内勤のままでいいって上司が」

「え!?」

　寝耳に水の話に、私は素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

　妊娠……って、裕太の子ってことだよね。

「まだ、わかって間もないの。来月、裕太くんとは入籍だけ済ませる予定」

「ふーん。あらそ」

　わざと冷たく言ってみるけれど、つい頬が緩んでしまった。

　不思議なもので、怒りよりも安あん堵どがずっと勝っていた。そして、かすかだけど、喜びも。

　よかった、よかった。

　お騒がせバカップルは、授かり婚というかたちで、めでたくゴールインですか。

「散々振りまわしといて、そういう結末。いーんじゃない？」

「ふふ。ありがと」

　彼女の瞳にはもう不安も卑屈もなかった。

　朋子は朋子で、きちんと割りきったんだろう。私との関係も、裕太との未来も。

　やはりあの日、朋子に会いに行ってよかった。私たちには、きちんと友情にピリオドを打つ儀式が必要だったんだ。

「一応忠告しとくけど、裕太は結構フラフラしてるから、妊娠中に浮気されないように気をつけてね。一度あることは二度あるかもよ」

　私の嫌味に朋子は微笑んだ。

「そのときは考える。……でも、裕太くんと別れたら、またつぐみちゃんと仲よくできるかもしれないね」

「どんだけプラス思考よ。バーカ」

　私が苦笑すると、朋子が嬉しそうに笑った。

　強くなったなぁと思う。それは彼女がひとつの山を越えたからだろうか。はたまた、母になるからだろうか。

　朋子が瞳をすがめて、優しく言う。

「つぐみちゃん、仕事、忙しいんだってね。後輩から聞いたよ」

「余裕、余裕」

　私はなんでもなさそうに答えた。

「そう、じゃあ頑張って。無理しないでね」

「あんたもお大事に」

　私たちは言い合うと、互いに別の方向に向かい歩きだした。

　これで、また朋子とはしばらく会わないだろう。それでよかった。

　私たちの今の関係としてはなかなかベスト。あとはあのふたりが別れないことを祈っておこう。

　頑張ろうと思った矢先に、思わぬ報告を聞けた。不本意だけど、幸先がいいと感じてしまう。

　足取りも軽く、私は五階のフロアに戻った。

　私の計画は着々と進んでいる。




『太刀川、今どこにいる』

　スマホの電波に乗って剣呑な声が聞こえてきた。

　オフィスの番号だったけれど、電話の相手はやはり課長だった。

「成なり田たです」

　私は平然と答えた。

『なんで有休取って成田にいるのか聞いている』

　課長の声は険しくなるばかりだ。

　それもそのはず。四月半ば、私は有休を取得して、成田空港でロサンゼルス行きの飛行機のフライトを待っていた。

　ロサンゼルス市内のムドラ本社に向かうためだ。

『ムドラ本社で打ち合わせなら、まず上長である俺を通せ。そして、出張届けを出せ』

「有休の上長決済なら中尾さんにお願いしました。今回は……個人的なリサーチも兼ねるので、有休を取得しただけです。リリさんのご旅行に同行するかたちになりますので」

　私の横では、ドレッドをヘアバンドでアップにしたリリさんが、キャリーケースに腰かけている。

　今回の旅はリリさんがアテンドしてくれることになっている。ムドラ本社での打ち合わせも、本場のハリウッドヨガの世界も。

　リリさんもまた、私が進めている案件の協力者だ。ムドラ本部と馴染みのあるリリさんがいてくれるのは心強い。当の彼女は現在、私と課長の電話を見守っている。

『話がわからないヤツだな』

　電波の向こうで課長が苛立っているのが伝わってくる。

　私のやっていることは、殿様の目を盗み、単身で敵陣に乗り込もうとしているようなもの。

　ひとつ、私が失態を演じれば、今回の新ブランドの件はおろか、今後の取引全体に影響が出かねない。本来なら、課長はもちろん、本部長クラスが同行すべき事案だ。

　だからこそ課長は、この慎重さを欠いた私の出奔を怒っているわけだ。

「担当者は私です」

　私ははっきりと言いきった。通常なら絶対通らない文句を突きつけて、話を打ちきろうとする。

「お叱りは、帰国しましたら必ず受けに上がります」

『叱ってもらえるとは、傲慢な思い込みだな。帰ってきたら、おまえのデスクがなくなっているかもしれないぞ』

　課長の冷酷な声音に、一瞬ひるむ。

　しかし、私はここで引くわけにはいかない。

「失礼します。行ってまいります」

　言うだけ言って、通話を終了した。

「大丈夫～？　今の櫟サンでしょ？」

　リリさんがセクシーな唇を尖らせて聞いてきた。

　私はニコッと強気に笑ってみせる。

「大丈夫です。さ、そろそろ行きましょう」

　後戻りなんか、しない。

　私のためにも、彼のためにも。

　搭乗手続きをすべく、私たちはチェックインカウンターを目指す。




　私が帰国したのは、四日後の夜だった。

　成田に着いたのが二十一時過ぎ。くたくただったし、時差で頭もぼんやりするので、当初は即帰宅しようかと思った。

　しかし、手元にある資料だけでも会社に置いて帰ろうかと考え直す。会社に寄っても終電で帰れるだろう。

　疲れた身体を恵比寿方面に向ける。

　思いのほか有意義だったアメリカ旅行に、身体は疲れていたものの安堵と充実感を覚える。本場のレッスンや空気感を味わえたこともよかったけれど、わざわざ渡米した一番の目的も、先方は悪くない反応。計画は順調に進みそうだ。

　あとは、帰国したからには、課長の雷を覚悟しなければならない。私は彼の制止を振りきって、出国したのだから。

　オフィスに到着すると、キャリーケースは無人の玄関フロアの片隅に置いた。

　エレベーターで五階に上がり、第二グループのフロアのドアを開けると、すぐに課長の姿が目に飛び込んできた。

　もしかして、とは思っていた。

　いつも遅くまで残っている課長なら、このタイミングでオフィスにいたって不思議ではない。

　今日中に彼の雷が落ちる可能性も想定していた。

「ただ今、帰りました」

　私はまず、課長に向かって声を張った。

　狭いフロアには私と彼しかいない。大声なんか出さなくても充分聞こえる。

　だから、この挨拶は私の誠意。

「楽しかったか？　アメリカ旅行は」

　課長がパソコンのディスプレイから顔を上げずに言う。

　不穏な空気。ひりひりと痛いくらい、ざらついた言葉。

「はい。大変充実していました。勝手なことをしまして、申し訳ありませんでした」

　私の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな言葉に、課長が立ち上がった。整った無表情な顔は、すごみを感じさせる。

　彼はデスクの横に出ると、そのままずんずんと私に近づいてきた。

　私は身が竦み、バッグをどさりと床に落としてしまう。

　すると、課長の手が私の両肩を掴んだ。

「痩せた」

　思わぬ言葉にぎくりとする。

　確かにここ最近、前以上に忙しいせいか、睡眠も休養も足りていない。食事もおざなりだった。

　その上、急きゅう遽きょ決めたアメリカ出張。自分でもやつれたようには感じていた。

「おまえ、自分が前科アリだってのを忘れているだろう」

「前科って……風邪のことですか？　もう大丈夫です。体調くらい自己管理できます」

「真性のバカだな」

　課長の声に珍しく感情がこもっていた。怒りと……あとはなんだろう、この異常な不機嫌は。

　私がおそるおそる顔を上げると、存外近いところに彼の顔があった。

　鼓動が一気に加速する。

　切ない距離と、久しぶりに近づけた嬉しさで、胸が詰まる。

「俺が気づいていないとでも思っているのか？　こそこそと裏でなにを進めている？げっそり痩せるまで自分を追いつめて、おまえはなにをしているんだ？」

　課長は、私が進めている計画を不審に思っているんだ。

　不自然に避けていれば、気づかれるかもしれないという懸け念ねんはあった。

　だけど、まだ話すわけにはいかない。

「課長にご迷惑はかけません」

「答えになってない。そういう回答は嫌いだ」

「なにも問題はありません！」

　私は負けじと怒鳴る。

　課長が綺麗な顔を悔しげに歪ゆがめた。

　それは予想外の反応だった。無表情な彼に変化が起こるとしたら、怒りの表情くらいだと思っていたから。

「だから、おまえは意地っ張りだと言われるんだ。誰も頼らず、ひとりでなんとかできると思ってる。そういうところで俺もおまえも失敗するんだよ！」

　私は『いやいや』をするように首を横に振る。

　彼の腕を振りほどこうと、両腕を持ち上げるも、拘束はほどけないばかりか、逆に強い力で抱き寄せられた。

「おまえはなにがしたいんだ？　俺に好きだって言わせたいのか？　そのために遮二無二仕事をしてみせてんのか？」

「そんなんじゃ……ありません」

　同情を買いたいんじゃない。気を引きたいんじゃない。

　課長が激した声で言う。

「心配するこっちの身にもなれよ！」

　熱い声が身体に染みる。

　ずるい。

　こんなの反則。

　私がどれほどあなたに惹かれているか。どれほどこの腕を欲しているか。

　全部、あなたはわかってやっているんでしょう？

『心配』なんて甘やかす言葉を吐いて、本当にずるい。

　息を吸い込む。

　課長の愛いとしい香りに抗うように、決然と言う。

「私の望みは、課長の意地っ張りを止めることです」

　その答えに課長がわずかに身体を離した。

　私は彼を間近で見上げ、言った。キスもできそうなほどの距離で。

「少なくとも、復讐なんて悲しい気持ちで仕事をしてほしくない。あなたの新しいやり甲斐を私が作りたい。そのために、私はこの意地を張り通します」

「太刀川……」

　課長の胸を両手で押した。距離を取って、一歩下がる。

「もう少しだけ、時間をください。課長の望むかたちになるかはわからないけれど、ひとつ結果をお見せしますから」

　資料入りのバッグを拾い上げ、自分のデスクに置いた。

　それから課長に背を向け、勢いよく第二グループのフロアを飛びだした。エレベーターを使うのももどかしく、階段を駆け下りる。

　玄関フロアに置き去りにしてあったキャリーケースを掴み、足早にオフィスを出た。恵比寿の街の灯りがまぶしい。

　課長の瞳、声、香り。

　狂おしいほど懐かしく、愛しかった。

　彼の腕に身を預け、同情でもなんでもいいから甘やかしてほしかった。

　だけど、それはまだできない。

　私にはやるべきことが残っている。

　私は愛しい温もりを振りはらうように、駅に向かって足を速めた。




「それでは、この内容で進めさせていただきます」

　私は取引先の担当者に向かって一礼した。

　あちらも頭を下げる。

　横よこ溝みぞさんという五十代半ばの彼は、この会社の代表だ。

〝サニーウィング〟という小さなアパレル会社。実績はほとんどない、できたばかりの会社だ。

　製造工場も小さく、大量生産にはとても向かない。おまけに恵比寿にある私の職場からも遠い。常じょう磐ばん線の我あ孫び子こ駅からタクシーで二十分以上かかる。

　だけど、私はどうしてもこの会社と仕事がしたかった。

「本当に、太刀川さんにはなんとお礼を言っていいか」

　横溝さんが感慨深げに言う。

　私は両手を胸の前で左右に振った。

「とんでもない。御社の皆様のほうが、思うところもあったはずです。お受けくださったことに感謝するのはこちらですよ！」

「こんな機会、僕たちでは得られませんよ。みんな、ミサキガワの胸を借りることができて、よかったと思っています」

「忙しくなるのは、まだまだここからじゃないですか。私も頑張りますので、よろしくお願いします」

　そう言って、私は再び頭を下げた。

　その瞬間、世界がぐるりと回った。

　回っているのが私の視界だと気づくのには、結構な時間がかかった。

　頭を上げることなく、膝をついて事務所の床に倒れ伏した私の頭上から、横溝さんの慌てた声が降ってきた。




　沈殿していた意識を揺り起こし、うっすらと目を開ける。

　どうやら眠ってしまっていたようだ。

　鈍く回転する記憶によると、事務所で貧血を起こした私は、応接室のソファを借りて休ませてもらっていたのだった。

　取引先で倒れるなんてあり得ない。自分の身体もコントロールできないとは、情けなさすぎる。

　天井の穴の開いた模様を数え、ため息をついた。

　眠ったのがよかったのか、眩め暈まいも吐き気も少し楽になってきた。今は何時だろう。そろそろおいとましないと。

　そこでノックが二回。ドアが開いた。

「太刀川！」

　その声に私は驚き、慌てて身体を起こす。

　応接室に入ってきた思わぬ人物は、課長その人だった。彼は冷たいほどの美貌をしかめ、わずかに息を切らせていた。

　後ろから横溝さんが顔を出す。

「ごめんね、太刀川さん。櫟くんに電話したのは僕です」

　ここに課長を呼んだのは、横溝さんだったのか。私は改めて横溝さんに頭を下げる。

「いえ、むしろ申し訳ありません。ご迷惑をおかけしました」

　彼は私に微笑み、課長に向き直って言った。

「櫟くん、詳しい話はともかく、今日のところは太刀川さんを頼むよ」

「横溝さん、うちの部下がご迷惑をおかけしまして申し訳ありません。いずれ改めて、お詫びに上がります」

「それほどのことじゃないから。……太刀川さん、それじゃ、お大事に。よろしくお願いします」

　私の秘密の片棒を担いでいる横溝さんは、優しく微笑むだけで詳細は語らず、私と課長を送りだしてくれた。

　大手企業の工場群と田畑の間にぽつんとある、横溝さんの会社の事務所。

　遠く見える森林の向こうは手て賀が沼ぬまだ。

　事務所の外に出ると、もう夕暮れどきだった。オレンジ色に染まる広々とした空が、別世界のような錯覚を起こさせる。

　貧血で倒れたおかげで、ずいぶん長い時間おじゃましていたようだ。

　課長はいささかムスッとした表情で先に立って歩きだす。

　駐車場の片隅に停めてある車は誰のものだろう。国産のシルバーグレーのセダン。うちの会社に社用車なんてない。

「実家に寄った。俺の車だ。乗れ」

「あ、はい。……あの、でも、その前に」

　私は助手席に乗り込む前に、運転席側に回り込んでドアを開きかけた課長に向かって、勢いよく頭を下げた。

「迎えに来てくださり、ありがとうございました。自己管理できると豪語しておいて、貧血を起こすなんて……本当に申し訳ありません」

「謝ってばかりだな、おまえは。……そんなことより、俺はどうしておまえが横溝さんの……俺の昔の同僚の会社にいるのかを知りたいところだ」

　課長は、非常に気に食わないという表情をしていた。

　それはそうだろう。私はこの件の一切を課長に話していない。

　私が今回仕事を依頼したのは、課長の元同僚である千葉工場のメンバーが起ち上げた会社だからだ。

　あの日、課長を引き抜きに来たメンバーの会社が〝サニーウィング株式会社〟。

　中心人物だった男性が横溝さん。この会社の代表に当たる。

　私は課長の疑問には答えず、持っていた大きなバッグを地面にどさっと置く。それから屈かがみ込んで中をがさがさと探りだした。

　私の急な行動に、課長がいっそう不審げな顔をする。

「太刀川？」

「やっと、ご報告ができます」

　バッグの中から、横溝さんに手配していたふたつのサンプルを取りだした。

　ばさっと広げたそれらに、課長が目を見開くのがわかった。

「ヨガマットケースと、ワークアウトバッグ。サニーウィングで製造してもらいます。秋リリースのウェアと同時に発売されます」

「……太刀川、おまえ」

　課長が不審と不満の表情を驚きに変えて言う。

「横溝さんたちの会社とムドラを繋ぐために、動いていたのか？」

　私は大事なサンプルをバッグに戻しながら、首を横に振る。

「私が繋ぎたかったのは、横溝さんたちの会社と課長です。結果として、今回の新ブランドと紐づけすることしか思いつきませんでしたけど」

　私がここ一ヵ月半、根を詰めて取り組んでいたのはこの案件だった。

　千葉工場の元メンバーと課長を仕事で繋ぐこと。

　しかも、私が抱えているムドラの企画に加えてしまうこと。

　まずは、横溝さんたちに挨拶に行き、今回の展望を語って仕事を依頼した。

　自分たちを冷遇し、リストラしたミサキガワと組むことに反対のメンバーもいたけれど、何度も足繁く通い、最後は口説き落とすことに成功した。

　ウェアデザインをお願いした小野さんに再度連絡を取り、娘さんと三人でグッズのデザインの相談を重ねた。

　同時に、実績もなく大量生産も望めない会社に依頼をすることを、ムドラ側に了承させるため渡米。

　ヨガマットケースもワークアウトバッグも、シューズのような頑丈な素材の扱いに長けた元ミサキガワのメンバーにはたやすい仕事だ。デザインと相まって、ムドラ側はプレゼンテーションで提出した彼らの少ない実績を評価してくれた。

　どこへでも出かけ、多くの人と会い、この案件を進めた。

　そして今日、待望のサンプルが完成したのだ。

　私は自信を持って、微笑んでみせた。

「大量生産できるキャパはないので、まずは秋リリースに合わせて限定発売のかたちにします。最初は千個、初回受注を――きゃっ」

　説明は最後までできなかった。

　課長が私を強引に抱き寄せたからだ。

　私はつんのめって、課長の胸に不格好に飛び込む。

「自意識過剰、意地っ張り、勝手、自己管理力皆無。こんな女、見たことない」

　彼の腕の中で、不本意な罵倒をされる私。

　抱きしめておいて、それはないんじゃないかなぁ。

「あの、課長……」

「どうして、俺に話さないんだよ！　どうして頼らない？」

　課長の肩に顔を押しつける格好になり、彼の表情は見えない。

　でも、課長の声は苦しげで切なかった。

「私がやらなきゃ、意味がないと思ったんです。課長が復讐心を原動力に日々を過ごすなんて嫌だったから。……せめて、大事な人たちと一緒に、また仕事をしてほしくて……。橋渡しになりたかったんです」

　言いながら、課長の香りに胸が苦しくなる。

　ああ、この人が大好きだ。改めて切なく想った。

「本当に、俺もおまえも意地を張り通すところが欠点だな。圧倒的に損してる」

「意地だって張り通せば正しい道になります」

　私が言い返すのが面白くないようで、課長は私を抱きしめたままため息をついた。

「いいから、おまえはもう少し、俺を頼れ。こんなふうにぶっ倒れる前に」

「じゃあ……」

　私は深呼吸をした。

　課長の肩にぎゅっと顔を押しつけ、一世一代の告白をする。

「これからは頼らせてください。……課長の、そばにいたいです」

　声が震える。

　怖い。また拒絶されるかもしれない。

　だけど、言いたい。

　この気持ちをもう一度伝えたい。

「あなたの心を動かせたかはわからない。こんなことで、あなたの苦しみを癒せたかわからない。だけど、やっぱり私は課長が好きです。あなたが待てと言うなら、いくらでも待ちます。部下としてでもいいから……ずっとそばに――」

　私の言葉は、やはり最後まで言えなかった。

　その前に課長が私の唇を塞いだからだ。

　彼のキスは貪るように情熱的で、そして温かかった。

　ゆるゆると唇を離し、課長が整った顔をくしゃっと歪める。困惑と、照れくささを含んだ表情だ。頬が赤い。

「俺の負けだ。好きだ、太刀川」

「課長……」

「誰かを幸せにできる自信なんかない。俺は多くの人たちを守れなかった。暗い復讐心だってまだ残っている」

　課長が私の髪を撫でる。

　以前してくれたように、指を巻きつけ、愛おしそうに。

「だけど、おまえを好きな気持ちも止められない。おまえがそばにいてくれたら、俺のどうにもならないブラックホールみたいな感情が昇華できるかもしれない。そんなふうに期待してしまうんだ」

　我慢していた涙が溢れた。

　欲しかった言葉に、熱い雫はどんどんこぼれ落ち、止まらない。

　情けないほどに泣きながら、再び彼の腕の中に飛び込んだ。

「好きだ、太刀川。今度こそ、俺のものになってくれ」

　課長が私を強く抱きしめ、耳元にささやいた。

「はい……身も心も全部、課長のものになります。大好きです！」

　ここが取引先の事務所の駐車場だなんて、私たちの頭にはもうなくて。

　倉庫の陰になっている無人の駐車場の片隅で私たちは抱き合い、夢中でキスを交わした。

　課長の腕の中は心地よく、触れ合った部分からトロトロに融解しそうだ。

　求めていたぬくもりはこれなんだと、改めて実感する。

　大好き。

　この人の腕も、髪も、瞳も、香りも、キスも、大好き。

　もう絶対に離れたくない。

　オレンジ色の夕日が遠く落ちていくのを横顔に感じながら、私は圧倒的な幸福感に瞳を閉じた。
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　五月。

　ムドラのアジア向け新シリーズの発表会見とイベントレッスンは、新しん宿じゅくの大きなフィットネスクラブを借りきって行われた。

　六十名を収容できるＡスタジオでは、専門誌と店頭の募集から抽選で当たったラッキーな参加者たちが、ひしめくようにレッスンを受けている。

　リードを取るのはリリさん。

　ヨガのポーズであるアサナは、有名な戦士のポーズに差しかかっている。

　戦士のアサナ、〝ウォーリアーⅡ〟。緩やかに〝ウォーリアーⅠ〟へ変化。さらに片足立ちになるためバランスと調整力が必要な〝ウォーリアーⅢ〟へ移っていく。

　美しく鍛え抜かれた身体で、洗練されたアサナを見せるリリさん。

　参加者たちはよろめき、苦笑いしながらも、楽しそうに集中力を高く保ったままレッスンを続ける。

　私と課長は、スタジオの外からその様子を眺めていた。

「これでひと区切りだな」

　課長が私のほうを向いて言った。

　私は首をぱきっと鳴らし、苦笑する。

「秋のリリースまで、まだやることは盛りだくさんですけどねぇ」

「そうやっていつまでも気を張りつめてると、またぶっ倒れるぞ。ひとつ終わったら切り替えて休息」

　諭さとされるけれど、私から見たら、課長のほうがよっぽど休んでいないように見える。今日のイベントレッスンだって、庶務や雑務をずいぶん調整して駆けつけてくれたみたいなんだけど。

「課長」

「なんだ？」

「いつか、うちの会社を辞める日が来ますか？」

「どうした、出し抜けに」

　課長が片眉をひそめ、変な顔をしている。

　最近、課長は以前より表情が豊かになった。それが私のおかげだなんて、おこがましいことは言わないけれど、彼の中でこだわりが薄れてきているのかもしれない。

　ミサキガワにこだわる暗い気持ちが減れば、彼は昔の仲間たちのところへ行けるんじゃないだろうか。

「こうやってひとつ仕事が片づくたび、課長の会社への未練がなくなっていってる気がします。そうしたら、次の道を見つけるのかなあって」

「そんなに簡単じゃないさ」

　課長は呟いた。少し微笑んで。

「まだ、この会社でやることはある。ミサキガワブランドのシューズを復活させる。おまえが頑張っているのを見ると、夢物語でもないのかな、なんて思うよ」

　私がかすかに安堵の吐息をつくと、頬にぺたりと課長の手のひらが貼りついた。

「無茶ばかりする意地っ張りな部下を置いていきたくもないしな」

　触られたところから熱くなる。

　耳まで赤くなりながら、彼の手を頬から引き剥がした。

「他の人に見られると困ります」

「いいだろ」

　課長は剥がされた右手で、私の左手をぎゅうっと握った。

　並んで、手を繋いだ格好の私たち。

　幸いスタジオの裏手には見学者も取材のカメラマンもいないけれど、いつレッスン参加者がこちらを向くかわからない。私たちの気づかないところで、室内の鏡に映っていたらどうしよう。

　スタジオ内にはリリさんも、レッスンに参加中のメグ子さんも小花もいる。

　私たちの関係をまだ誰にも話していないこともそうだけど、仕事中にイチャイチャはマズいでしょ。

「課長～」

　なかなか離してくれない手に、もじもじしながら彼を見上げる。

「お互い、ゴールデンウィークはあってないようなものだったし、今月末か来月頭に旅行でも行かないか？」

「え！　旅行ですか？」

　思いがけない急な誘いに、驚きと嬉しさが同時に湧き上がってきた。

　確かにゴールデンウィークは、イベントの準備でほとんど休めていないし、どこかでたまりにたまった代休を消化しなければと考えていたところだけど。

「一緒に、一週間くらい休みを取って行こう。海外でもいいけど、国内の温泉もいいと思わないか？　沖縄あたりのリゾートホテルっていうのもアリだ」

「そんな……ふたり一緒に有休なんて、怪しすぎるじゃないですか！」

　蓋を開けたらとんでもない提案だ。慌てて言い返す。

「第二グループの連中には存分に怪しんでもらおう。そして、俺たちは連中があくせく働いてる頃、ベッドの中でたっぷり仕事をしようじゃないか」

　まったく表情を変えずにエロ発言をする課長を睨んでみる。

　でも、彼は全然動じない。私を見下ろし、薄茶の瞳を嬉しそうに細めるだけだ。

「つぐみといると、いろんなことにワクワクする。俺にもまだ、こんな心が残っていたんだと驚くよ」

「私も課長といるとドキドキしっぱなしです。……今もそうですけど。そろそろ手、離してくれません？」

「やだ」

　言うなり、課長が握っていた私の手をぐいっと引いた。

　バランスを崩した私を抱き止め、ほんの一瞬、触れるだけのキスをする。

　私は真っ赤になって、彼から飛び退いた。

「なにするんですかっ!!」

「キスだけど」

「仕事中!!」

「普段は気をつけてるつもりだが。なにせ、久しぶりの恋だから、俺も中学生男子レベルで我慢が利かない。ま、このくらいのことは慣れろ」

　怒りと恥ずかしさで言葉もない私を面白そうに見つめ、課長は背中を向けた。

「俺は本社に戻る。今夜、打ち上げのあと、うちに来いよ」

「中学生男子の家には行きません！」

「明日の午前中、半休くらいならくれてやるから」

　笑いながら去っていく課長の背中を、ぎっと睨む。

　だけど、私は今夜も彼の望むとおり、あの部屋に行ってしまうんだろうな。

　とんでもない裏アリ男に引っかかってしまった。

　身体で繋がって、心で惹かれて恋をして、すれ違ったけれどようやく手を取り合うことができた。

　意地っ張りな私と、意地っ張りなあなた。

　始まったばかりの私たちの恋は、きっと甘いばかりではない。

　お互いのこだわりを突き合わせ、すり合わせ、怒って、喧嘩して、仲直りして……なんだかものすごく忙しそう。仕事もプライベートも、絶対にそんな感じ。

　だけど、私は彼に恋してしまった。

　一生をかけることができそうな深い愛を知ってしまった。

　これからずっと、意地悪で偉そうな、この上ない極上の男に魅了され続ける。

　彼の腕の中、今夜も私は融けて落ちる恋をする。
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「カンパーイ！」

　私と大ジョッキを合わせるのは、決まりきったようにメグ子さんと小花。

　ここはいつもの居酒屋〝はるちゃん〟だ。大将が出してくれた、から揚げとおしんこを囲み、生ビールのジョッキをぶつけ合う。まったく普段どおりの光景。

　しかし、今日はこれから、普段とはちょっと違うことが起きる。

「で、課長はいつ到着するの？」

　メグ子さんに言われ、私はスマホをポケットから取りだす。

「えーと、役員会議終わって、もうこっちに向かってるみたいです」

「ってことは、すぐに来るじゃないスか！　うーっ、なんか緊張する！」

　小花が両肘をクロスして掴み、肩を竦めた。

「なんで緊張すんのよ。さっきまで会社で一緒に仕事してたじゃん」

　私が変な顔をすると、小花は真剣に返す。

「会社で会うのは〝課長〟。これから紹介してもらうのは、つぐみセンパイの彼氏の〝櫟さん〟。この差はデカいんスよ！」

「確かに、改めてつぐみの彼氏として紹介してもらうのは緊張するわぁ」

　メグ子さんも苦笑いして、ジョッキに唇をつけた。

　えー？　そんなもの？

　ま、このふたり、私と課長がどうにかなるなんて、夢にも思ってなかったみたいだもんなぁ。

　五月のイベント直後、私はふたりに課長とお付き合いを始めた旨を報告した。

　近所の定食屋でランチをしながらの報告だったけれど、ふたりの反応はだいぶ面白かった。

　メグ子さんは食べていたほっけを落とし、皿からお盆にＯＢ。

『付き合うって、あの課長と？　どういうこと？』なんて聞き返すんだけど、動揺でほっけが箸でうまく掴めずにいる。

　小花は小花で、片眉をひそめて驚いた顔をしていた。

『課長とつぐみセンパイが？　え？　冗談ッスよね』

『本当だよ』

『なにか弱みとか握られてるんスか？』

『んなわけあるかーい！』

　話しながら食べるうちに、小花の海鮮丼は刺身だけなくなってしまったっけ。寿司飯との配分を間違えたらしい。

　私は驚愕でお昼がおぼつかなくなったふたりの同僚に、かいつまんでここ数ヵ月の流れを説明。

『好きになっちゃったのは私です』と締めくくると、ふたりは『ほぇ～』という、なんとも間抜けなため息をついたのだった。

　はい、回想終了。

　そして、本日。

　課長の了承を得て、私は大事な親友ともいえるふたりに、彼氏の櫟 了介を紹介する運びとなったわけだ。

「しっかし、最悪の失恋のあとにこんなことが待ってるなんて、人生ってわかんないわね」

　メグ子さんが生ビールを飲み干して言う。しみじみ加減でおっかさん度倍増だ。

「私も、こんなふうに転げ落ちるように恋をするのは初めてで。なんだか、浮かれてます。女子高生に戻ったみたいです」

「女子高生は若返りすぎじゃない？」

「気分の問題ですよ！」

　私はテレテレに頬を緩めて、焼酎入りのロックグラスを傾けた。

　横から、小花がまたしても無遠慮な質問をしてくる。

「あ！　そういえば、つぐみセンパイのアホ彼氏を寝取った前嶋さん、妊娠してるって噂ですよね。あれって、あのクソバカ男の子どもですか？　つぐみセンパイ、知ってます？」

「これ、小花！」

　メグ子さんの叱責。

　でも、私はあのふたりに関してはもう引きずっていない。私には違う未来がある。

「妊娠は本当だし、この前入籍したよ。でも早速、裕太の浮気が発覚してモメてるみたい」

　私は朋子からの報告をそのまま話す。

　メグ子さんと小花が『うげっ』という顔をした。

「つぐみ、マジであの男と別れて正解じゃない」

「前嶋さんは自業自得ッスけど。それよりあの男、ガチのクソヤローッスね」

「今回は許すって言ってたけどね。二度目はないだろうなぁ」

　すっごくタフになってしまった元親友の朋子は、今回の浮気騒動で裕太を完全に尻に敷くことに成功したようだ。

　ま、私の想像だと、子どもが産まれるまでに、裕太の過失でふたりの結婚は破は綻たんしそう。

　そして、すっかり肝の据わった朋子が、シングルママとして力強く子どもを育てていくという……。

　いやいや、その想像はまだ早すぎるぞ。もう少し、ふたりの前途を祈っておこう。

「しかし、つぐみセンパイと課長ッスよね。まだしっくりこない。前彼と今彼のキャラが違いすぎません？　趣味変わったんスか？」

「課長、地味だもんね。おっと、悪口じゃないわよ」

　相変わらず歯に衣着せぬふたりに、私は余裕を持って微笑む。

「課長が最高に素敵だって知ってるのは、私だけでいいんです」

　そんな私の視界に、居酒屋の引き戸を開けて入ってくる課長の姿が映り、思わず立ち上がってしまった。

「遅くなった。悪いな」

　課長は会社と変わらぬ様子でやってくる。

　いつもの居酒屋でも、課長の流麗な姿が現れると、もうそれだけで私はドキドキしてしまった。

　はあ。やっぱり客観的に見て、王子様系。

　カッコいい～。

　腕にかけていたスーツの上着を椅子の背もたれに乗せると、彼は自然に、私の横の空いた席に座った。

　距離が近いわけじゃないけれど、私との慣れ親しんだ空気感が伝わったのか、メグ子さんと小花がため息をつく。

「課長、今日はすみません。お付き合いいただいて」

　メグ子さんが部下として、また女子三人の年長者として課長に言う。

　彼はなんでもないというように首を横に振った。

「いや、河野と鮫島がつぐみと特別に親しいのは俺も知っている。挨拶すべきと言ったのは俺のほうだ」

　小花が両手をほっぺたにつけて、小さく叫ぶ。

「課長がセンパイを名前で呼んでる！」

「当たり前でしょ。付き合ってるんだから」

「なんか、新鮮で！」

「社内で公表するのは、心情的にはやぶさかではないんだが、みんなに気を遣わせたくもない。河野、鮫島、すまないが積極的に周知するのは控えてくれると助かる」

　課長の口調はあくまで仕事時と変わらない。

　格別にサービス精神を発揮して笑顔……なんてこともない。

　しかし、メグ子さんと小花の視線が少し変わった。

　課長は遠視用眼鏡をつけていない状態で、メグ子さんと小花をテーブルひとつ分の近い距離で見つめている。

　もしかするとふたりも、課長の瞳が綺麗な薄茶であることや、目鼻立ちが整っていることや、薄い唇が引きしまっていて男らしいなんてことに気づいたのかな。

　……うん、やっぱりそうみたい。

　ふたりとも『この人、こんな顔してたんだ！』とでもいうように、まじまじと課長の顔を見つめて頷いてるもん。

　私はなんだか焦りを感じた。

　奪われるわけじゃあるまいし、ふたりが課長の魅力に気づいたことに慌てなくたっていい。でも、私以外の女子が彼にうっとりしてるのはちょっと嫌だった。

「ビール！　課長！　ビールでいいですか！」

「なんだ、おまえ。話の腰を折って。……まあ、ビールはもらうが」

「はい、了解です！　すみませーん、大将、生ビール大ひとつー！　あと、私に焼酎をもう一本ー！」

　カウンターの向こうで大将が、ニコニコしながらＯＫの合図として片手を上げてくれる。

「いや、俺は大じゃなくて中で！」

　課長が慌てて、大将に断りを入れた。




「……で、課長はいつからつぐみセンパイを狙ってたんスかぁ？　その辺が全然聞けてないっ！」

「想像に任せると言っただろう」

「まったくもって想像がつかないから聞いてるんスよ！」

　酒の席は進み、生ビール大ジョッキと梅干サワー三杯で酔っぱらってきた小花が課長に絡んでいる。

　いいのか、小花。あんたの上司だぞ、一応。

　メグ子さんはカルピスサワーやゆず蜜サワーなんぞの甘いお酒を嗜たしなみながら、小花に加勢する。

「課長って、思ってたより肉食系なんですね。私、てっきり女子に興味ない人かと思ってましたよ」

「それは、ゲイって意味か」

　真面目に返す課長。どうやら、その中性的なルックスにややコンプレックスがある様子だ。

「そうじゃなくてですね。つぐみは結構男らしい女子でしょう？　こーいう〝自立心の塊女〟の心を刺激するっていうのは、相当なパワーがいるんじゃないかと」

「メグ子さん、私についてさらっと失礼なこと言ってません？」

　課長はメグ子さんの問いに一瞬考え、回答ではない言葉を返した。

「俺は、中尾さんみたいな、いい男の心を動かした河野のほうが、かなりすごいと思うんだが……」

「え!?」

　課長から出た衝撃発言に、私と小花は目を剥いた。

　そして、メグ子さんを見やる。

　メグ子さんは丸い顔を真っ赤にして、答えに窮きゅうしていた。

「あれ？　もしかして、つぐみと鮫島には言ってないのか」

「……はい」

「どういうことですか!?　中尾さんとメグ子さん、付き合ってるの!?」

「いつから？　聞いてないッス!!」

　私と小花の猛追に、真っ赤になったメグ子さんが大声を上げた。

「だって！　中尾さん、バツイチだし。こういうことは慎重になりたかったんだもん！」

　課長がうっかり落としたのは大きな爆弾。

　結局このあと、メグ子さんは私たちにナイショにしていた秘密の恋を告白するはめになった。

　四人の飲み会は、私と課長の交際祝福会から、次回は中尾さんを交えてそちらのカップルの祝福もやろうということでまとまった。

　小花が「フリーなの、私だけになっちゃったじゃないスか！」と文句を吐き続けていたのは言うまでもない。

　最後は潰れた小花をメグ子さんが引き取ってタクシーに押し込み、本日は終了。

　大将に課長を紹介してから、私と彼はブラブラと歩いて帰宅することとなった。

　行き先はもちろん、課長の部屋だ。

「メグ子さんと中尾さんのこと、いつから知ってたんですか？」

「おまえと付き合うちょっと前から。俺と中尾さん、わりとふたりで飲みに行くんだ」

「年上部下との相性がいいんですね。昔も今も」

　私の言葉に、課長はかすかに頬を緩める。

　金曜夜の駒沢通りは人が多く、まだ終電まで時間があるということも手伝い、賑にぎわっていた。

　酔ったサラリーマンたちや大学生の集団だけでなく、近くに撮影スタジオなんかもあるので、モデルみたいに綺麗な女の子や業界人らしきおじさんたちが歩いているのも普通。

　そういった人たちの浮かれた足取りを避けるように、課長が私の手を引く。

　人波の盾となってくれる。そんなさりげない優しさに、私たちの恋の始まりを感じて嬉しい。

　私は課長の肩に顔を寄せる。

「おまえとの相性のほうがいい」

　課長がささやいた。

　嬉しくて、頷くことしかできない。

　そしてもう何度も来た課長の部屋に到着する。今週は忙しくて来られなかったから、一週間ぶりだ。

　無味乾燥だったこの部屋は、私が居つくようになって少し変わった。

　引っ越し業者の段ボール箱を解体して、本来あるべき場所にあるべき物をしまったのは私。

　キッチンに、朝ごはんを作れる程度のフライパンや小鍋なんかを持ち込んだのも私。

「入れよ」

　通された玄関に、課長が去年、千葉工場で製造した最後のミサキガワシューズを飾ったのも私。

　この靴は、本当は履くものだけど、いつか彼の夢が叶うまではお守りとして飾っておくんだ。

「課長、朝ごはんの材料買い忘れちゃいました。私、ちょっと近くのコンビニまで行ってきます」

　私は脱ぎかけたパンプスに足を収める。

　すると、課長が玄関ドアに私を追いつめた。

　すでに革靴は脱いでいるので、靴下のまま三た和た土きに下り、ぐっと顔を近づけて至近距離で私を見下ろす。

「いい、そんなの」

「朝になって『腹減った』って起きるのは課長でしょ。すぐに行ってきます」

「いいんだよ」

　課長はわずかに微笑んで言う。

　それはそうと、この追いつめられた姿勢にドキドキしてしまうんですけど。

〝壁ドン〟とは違う、微妙に逃げられる余地を残した接近。このほうがよっぽど恥ずかしい。

「課長」

「いつまで『課長』？　この部屋以外では『課長』で許してるけどさ」

　課長を名前で呼ぶのはこの部屋だけ。そう決めたのは私だ。

　だって、私たちは上司と部下。みんなの前で妙な親しさを出すわけにはいかない。

　こうして区切りをつけないと怖い。彼に夢中になればなるほど、私生活との境目がわからなくなりそう。

　いつだって彼を独占したくなってしまう。

「了介……」

「お利口だ、つぐみ。さて、これからしてほしいことは？」

　私はかぶりを振る。

「待って。買い物行ってくるから……」

「してほしいことは？って聞いてるんだけどな。回答しないヤツがどうなるか、知りたいか？」

　顔がさらに近づく。私が抗えないって、彼はよくわかっている。

　もう条件反射のように、キスの瞬間、私は薄く唇を開けて、彼を迎える準備をしてしまう。

　壁に押しつけられてのキスは、資料室でした以来。

　了介の舌が私の口こう腔くうの奥深くまで侵入してくる。夢中で舌を絡め返し、息をつく間もなく唇を貪り合う。

　いつだってこう。

　この人にキスされたら、もう抵抗の意思なんか消え失せる。

　わかっているから、了介は私にとびきりのキスをくれる。

「ん……んっ」

　キスの合間の吐息が甘く変わる。

　ワックスで動きをつけた了介の茶色い髪に指を差し込み、顔を引き寄せ、もっとキスが欲しいとねだる自分が恥ずかしい。だけど、湧き上がる欲を止められない。

　了介の手が私の腰から這い上がってくる。春物のシャーリングブラウスの上から、彼のいたずらな手が私のあちこちに触れる。

　胸の丘を這いまわる手の動きが、もったいつけたものであっても、私の吐息は容易に弾む。

「了介……ダメ」

「ダメじゃないだろ？　さぁ、してほしいことはなに？　きちんと言え」

　唇と唇の距離はほんの二センチほど。

　この二センチで交わされるのは、会話より吐息の割合のほうが多い。

「……もう……わかるでしょ？」

　私が甘ったるい呼吸の合間に言った言葉も、了介には通じない。

　彼は妖艶な微笑みで私を見つめるだけ。

「わかりすぎるほど。だから、言わせたい」

　了介の手がするすると下がり、私の内ももに触れる。

　けれど熱を帯びるそこにたどり着くことはなく、ももを行き来する手に焦じらされているんだと実感した。

　触れてほしい。

　とろけさせてほしい。

　口に出せない恥ずかしい願望を飲み込む。

「了介……っ！」

「そうだな。選ばせてやろう」

　了介が最高に意地悪く笑った。濡れた唇を引き、舌を覗かせて。

「自分でおねだりして優しくトロトロコース。拒否し続けて泣くまでお仕置きコース。どっちにする？」

「なにそれ……もう！」

「選択肢をやるだけありがたいと思え。俺だってもう限界なんだ」

　了介は私の唇を忠犬のようにぺろりと舐め、それから情熱に染まった瞳で見つめる。

「しばらく、おまえに触れられなくて、寂しかった」

　確かに今週は特に忙しくて、ふたりで会う機会は持てなかった。

　けじめのため社内ではなるべく接触しないようにしている。だから、私たちの逢瀬は一週間ぶり。

　私だってすごく寂しかったけど、了介も同じ気持ちでいたなんて。

　彼の素直な告白が無性に嬉しく、胸がかあっと熱くなる。

　この人が好き。

　もう一瞬だって離れたくないほどに。

　私は熱い胸のまま、普段の自分からはなかなか言えない言葉を呟いた。

「了介。して」

「もう一回」

「了介としたい。それからふたりでシャワー浴びて、朝までくっついて眠りたい」

「よくできた。褒めてやろう」

　了介が言うなり、私を抱き上げた。風邪の晩のようにお姫様抱っこだ。

　パンプスが勢いよく脱げ、仕事用のバッグが玄関に転がる。

　だけど、それを気にする余裕は私にも彼にもなくなっていた。

「でも、俺を焦らした分はお仕置きがいるな」

「え？　嘘！」

「少しは泣いてもらおうか。……簡単にイケると思うなよ」

　私はお姫様抱っこから逃れようともがくけれど、もう遅い。

「や……優しくトロトロコースは？」

「それは後半」

　暗いリビングを通り抜け、了介が足で寝室のドアを押し開ける。

　ベッドに下ろされ、間近で見つめ合うと愛しさが溢れた。

　やっと、触れ合える。

　心置きなく抱きしめ合える。

　彼の美しい顔が、カーテンの隙間から漏れる外のネオンに照らされていた。

　妖艶。絶ぜっ佳か。ものすごくセクシーで、綺麗で、これから始まる夜に胸の高鳴りが抑えきれない。

「了介、大好き」

「俺も。愛してる」

　恋の情熱のままに、私は彼の胸に顔を埋めた。

　今夜も、世界で一番愛する人と融け合うために。







特別書き下ろし番外編　意地っ張りに融けるキスを













「課長、おめでとうございます！」

　威勢よく声を張り上げる部下たちを前に、櫟 了介は微笑んだ。

「ありがとう。といっても所属が変わるだけで、待遇は変わらないから、めでたいのかわからないがな」

　遠慮がちに答える彼の声に、私の横から小花が声を張った。

「営業本部への異動なら、ご栄転じゃないッスか！　めでたいッスよ！」

　第二グループの面々が『そうだ、そうだ』という様子で頷く。

　了介は再び、少し照れたようにはにかむ。

「そうか。ありがとう」

「ねえ、俺には『おめでとう』がないんだけど」

　了介の後ろに控えていた中尾さんが口を挟む。

「櫟課長のあと、ここの課長になるの、俺ですが」

　それに、小花が代表して答えた。

「この前ご結婚されて、たくさんお祝いを言われたじゃないスか。もういいでしょう」

「いやいや、そういうことじゃないだろ」

　中尾さんと小花のやり取りに、笑い声が起こる。

　私はその光景を丸ごと、喜びを持って見つめる。

　三月。櫟 了介課長の異動が決まった。

　第二グループから営業本部へ異動となる。

　営業本部はミサキガワコーポレーションの販売業務全体を統括する部署で、各部署で課長や部長を勤め上げた社員で固められている。

　まだ年若い了介の異動は、異例中の異例だ。彼の好悪にかかわらず、会社側は櫟 了介を手放す気はないらしい。

　おめでたいムードの中、了介が私を見た。わずかな目配せに微笑み返す。

　了介の異動の内示は先週出ていた。公になったのが今日なのだ。私はひと足先に、了介から聞いていたわけだけれど。

　営業本部は会社の中枢部だ。了介ほど若い社員は他にいない分、年嵩社員に囲まれ下働きのような身分になるのかもしれない。

　だけど、彼の夢であるミサキガワブランドのシューズ復活には、大きな一歩になるはず。

　彼の異動は祝福すべきことなんだ。

　それは、間違いない。

　握った拳に少しだけ力を入れた。

　私と了介が付き合いだしてから間もなく一年が経とうとしている。私は二十八歳になった。

　仕事は順調そのもの。一年前、彼と手がけたムドラの新シリーズの仕事はまだ続いている。むしろ、私ひとりではとても回らないくらい大きな案件に成長し、今では私は四人の部下を統括するチーフだ。今年も新作発表のイベントが五月に迫っている。

　了介と私の関係も良好だ。

　上司である櫟 了介は、厳しくも頼り甲斐のある男。第二グループの部下たちは、彼が実は熱い男だって、もうみんな知っている。この一年で、了介は素顔を見せることを思い出したようだ。千葉工場にいた頃のような情熱的なリーダーの顔を。

　一方、恋人である櫟 了介は甘く、優しく、いつだってとろけるほどの愛をくれる。

　仕事に時間を忙殺される私たちが抱き合えるのは、おのずと週末だけになるけれど、それで充分。

　公私ともに支え合えている実感がある。彼と過ごす日々に幸福を感じている。

　その了介が、異動になる……。

　ううん、たいした話じゃない。フロアが変わり、オフィスでは顔を合わせなくなるだけ。

　それはすなわち、会えるのは週末だけという状況に拍車がかかるってことだ。営業本部の仕事によっては、土日すら潰れることだってあるかもしれない。

　全国にある海外スポーツブランドの店舗を忙しく回れば、そんなことも起こり得ると容易に想像がつく。

　でも大丈夫。私たちは大丈夫。

　仕事も恋も両立できる。

　了介が『誰とも恋愛しない』と言ったときの絶望と比べたら、少し離れるくらい、痛くもかゆくもないんだから。




「お待たせしましたー」

　私が行きつけの居酒屋〝はるちゃん〟に到着すると、メグ子さんと小花、そして間もなく入社して丸二年になる後輩の野際さんが待っていた。

　今日は四人で女子会なのだ。

「メグ子さんの参加、本当に久しぶり～。嬉しい～！」

　私はメグ子さんに抱きつき、歓声を上げる。メグ子さんと〝はるちゃん〟で顔を突き合わせるのは、かれこれ半年ぶりくらいだ。

　メグ子さんが答える。

「ごめんね、人妻なもんで」

　そのお答えのとおり、メグ子さんと今度課長になる中尾さんは、半年前に結婚したのだ。

　しかも、バツイチの中尾さんには、小学生になるひとり娘と、実のお母さんつき。こんな言い方はあれだけど、初婚の女子にはちょっとハードル高めのご結婚だと思う。

「今日はお義か母あさんと美み羽うちゃん、テーマパークで夜のパレードまで見てくるって言うからさ。私もみんなとの時間が取れて嬉しい」

　幸せでぽっちゃりが加速中のメグ子さん。

　彼女は持ち前の明るさ、穏やかさで、この難易度高めのご結婚にすんなり馴染んでいるようだ。義ぎ娘じょうにあたる美羽ちゃんとも仲よく、お姑さんとも家事を分担して円満にやっているらしい。

　尊敬すべき適応力……。ううん、愛があるから乗り越えられるんだよね。

「中尾さんは出世だし、メグ子センパイ、ハッピーすぎじゃないッスか～。次は、赤ちゃん？」

　相変わらず無遠慮に小花が言うけれど、メグ子さんもまんざらでもなさそう。〝ベビ活〟も考えているんだなぁと感心してしまう。

「さらに、つぐみセンパイと課長のご結婚も近そうッスよね。ご祝儀貯金しとかなきゃ！」

　急に小花が話の矛先を私に変える。私は変に焦った。

「やめて、やめて。まだ、そんな話出ないよ。私も向こうも忙しいし！」

　そう。本当にそんな具体的な話は出ていない。

　了介には会社で成すべき目標があるし、やっと中枢に近づける切符も手に入れた。のんきに私と結婚なんて考える場合じゃないんだ。

「鮫島さんと岩田さんはどうなんですか？」

　横から野際さんがナイスアシストをくれる。私も尻馬に乗って、小花を追及することにした。

「そうよ。気づいたら岩田さんとオフィスラブしてた小花だって、どうなってるのよ」

「いやぁ、あれは岩田さんがどうしてもって言うから～。ウチ的にはまだなにも始まってないッス」

　小花は三ヵ月前くらいから、第二グループの先輩、岩田さんとお付き合いを始めた。

　そういえば、岩田さん、なにかにつけて小花を構ってたもんなぁ。

　しかし小花、仮にも交際をＯＫしておいて、『始まってない』はひどいんじゃない？

「まだ仕事しか考えらんないッスよ。せっかく楽しく働けてるんだし、今すぐ岩田さんと恋愛とか結婚とか無理。キャパオーバーッス」

「あー、ちょっとわかります」

　野際さんが同調して、私も心の中で同意の相あい槌づちを打つ。

　仕事のやり甲斐と、結婚後どうなるかの不安は、天てん秤びんの両端でいつも揺れている。

　まあ、私と了介の結婚こそ、ずっと先の話だし、そんなことを考えるのは現実的じゃないんだろうけど。

「野際さんは？　彼氏とどうなってるの？」

　最年少の野際さんに話を振ってみると、彼女は首を左右に振る。

「彼氏は大学の同級生で、新人に毛が生えたような状態なので、結婚は考えられなくて。実家のあたりはみんな二十代前半で結婚や出産を済ませちゃうんで、親から急せかされはするんですけど」

　仲よく飲むようになって知ったけれど、野際さんは仕事ぶりも性格も真っ当だ。整っているというか、バランスがいい。

　まだ若い彼女も、今の彼氏が未来を考えたい相手だからこそ、思うところがあるんだろうな。

「恋と仕事のバランス、悩むよね。私も二十代はそうだったなぁ」

　達観したお答えのメグ子さんは、この悩みから一抜けしたようにも見えるけれど、彼女には別の悩みが待ち受けているのだろう。

　妊活、産休、育休、仕事復帰。主婦としての自分と、社会人としての自分。

　こうしてみると、女子の悩みは尽きない。

　もしかして、ライフステージが変わるごとに問題は生じ続けるのかな、なんて不安にもなる。

　だけど、みんな悩んでいるんだ。同じように、立ち止まる瞬間があるんだ。

　私ひとりじゃない。

　だから、私のこのモヤモヤした気持ちなんか話さなくていい。小さくてつまんないことだもん。

「つぐみ、あんたは大丈夫？」

　不意にメグ子さんが私に話を振った。

「課長と別々の部署になるでしょ？　あんたたち、ただでさえ忙しくて平日はほとんど会えないのに、部署まで離れて大丈夫？」

「大丈夫もなにも、会社の辞令ですよ？　そんなの覚悟の上ですってば」

　私は陽気に答える。

　正直、ドキリとした。

　私の抱えていた不安を、メグ子さんがあっさり白日の下にさらしてしまったから。

「辞令はどうにもならなくても、寂しいなら、きちんと課長に言わないとダメだよ。男性は言わないとわかんない生き物なんだから」

「だから、寂しいとかじゃなくて……」

　どうやったら言い訳がましくならないだろうか。言葉を探すけれど、実際のところ言い訳なので、うまい返しが見つからない。

　メグ子さんが心配そうに私を見つめて続ける。

「寂しいのを、ひとりで我慢してため込むなんてダメ。ふたりが一緒にいられる方法なんて、探せばいくらでもあるんだよ」

「そうッスよ。同どう棲せいとかしちゃえばいいんじゃないスか？　毎日一緒にいられるし」

　小花が横から軽々しく意見する。

　私はぎょっとして首をぶんぶんと振りまくった。

「同棲とか、ないない！　あり得ない！　考えたこともない！」

「そこまで完全否定しなくても……」

　慌てる私に野際さんが苦笑していた。




　ごろりと寝返りを打つと、狭いシングルベッドからずり落ちそうになる。

　私が手を床について体勢を整える前に、了介の腕が私の身体を引き寄せた。

「起きてたの？」

「ん」

　了介は私の裸の胸に顔を埋め、小さく頷いた。

　土曜日の夜。たっぷりと愛を交わし、ふたりで脱力したのが三十分ほど前。てっきりもう眠ってしまったものだと思っていた。

「コーヒーでも淹れる？」

「いや、眠れなくなると困る」

「了介くんはお子様ですか」

　茶色がかった了介の髪を撫でてからかうと、意にも介さない彼は私に触れるだけのキスをした。

「明日はどこに行こうか。今日は部屋の掃除で終わってしまっただろう？」

　かすかな音をたてて唇が離れると、優しい声音が明日の予定を問うてくる。

　私は彼の鼻先にキスを返してから答えた。

「いいんだよ、無理して出かけなくて。来週は引き継ぎで忙しいだろうし、再さ来らい週しゅうには異動でしょ？　落ち着くまでお出かけはナシでいいの」

「そんなこと言うなよ。俺はつぐみとデートがしたいんだから」

　了介がすねた顔をしてみせるのは、私に気を遣っているからだ。せっかく週末の逢瀬なのだから、ふたりで思い出を作ろうと考えてくれている。

　そんな彼だから、私は余計に本音を言えない。

「私はおうちデートで充分だけどなぁ。あ、でも会社の近くにできたカフェは行ってみたいかも。お昼どきはいつも満席なんだ。早めに出てさ、ブランチなんてどう？」

「それもいいけど、恵比寿からは出てないだろ」

「いーの！」

　私は了介を押し倒すかたちで上になった。

「私は少しの時間でも、了介とふたりで過ごせたら幸せ」

「……俺が異動になったら、会える時間はもっと減る」

　了介が私を見上げて言う。

「少し、心配だ。つぐみは無茶をするから、そばで見ていられないのは……」

　温かい手のひらが私の頬を包む。どうしようもなく幸福な感触に、私は微笑んだ。

「じゃあ、会えるときは必ずチェックして。私が無理してないか」

「そうする」

　了介が私の背に腕を回し、自分の胸に私を招き入れる……かと思ったら、すぐさま反転。私はベッドに背中を押しつけられ、真上から了介に唇を奪われていた。

「んっ……了介っ」

　熱を帯びた指先が私の身体をたどりだす。胸の先端を弄ばれ、私は非難めいた声を上げた。

「嫌か？」

　嫌じゃない。知っているくせに、わざと聞くんだ。

「さっき……たくさんした……」

「チェックしないといけないからな。おまえがまた倒れないか、身体に調子を聞いてみないと」

　彼の長い指が私の下腹部に伸びる。弱いところに爪を立てられ、私は短く叫んだ。

　痛みより強い快感に、眩暈がする。了介に意地悪をされると、私の身体はすぐに潤んできてしまう。自分が思いのほかＭだったことに驚くけれど、きっと了介以外にはもう反応できない。

　押し込まれて動きだす指に翻ほん弄ろうされる私は、荒い吐息と漏れだしてしまう嬌きょう声せいに観念し、目を閉じた。

　セックスになだれ込んでしまったことに、ほっとしたのも事実。

　了介に本音を言わずに済んだ。

　離れるのが寂しいなんて、絶対口にできない。

　優しい了介が歩みを止めてしまうようなことは、絶対にしたくない。




　翌日の日曜はふたりで寝坊となった。

　ブランチの時間には到底間に合わない時間に起きた私たちは、仕方なくシャワーを浴び、カフェのランチタイムを外して出かけた。お目当てのカフェは、昼をずいぶん過ぎた時刻でも並んで待つはめになったんだけれど。

　カフェでのランチ兼ティータイムを終えると、そろそろ私も帰らなければという時刻になっていた。

　なにしろ、私も平日はほとんど家のことができていない。

　ひとり暮らしの部屋とはいえ、せめて掃除機をかけ、アイロンをかけ、大物リネンを洗濯する準備をせねば。シーツなんかは、実際に干すのは明日の朝になっちゃうだろうな。

　日比谷線に下りるエスカレーターの前で、了介と別れることにした。

「じゃ、また明日ね」

　自分で言って寂しくなる。再来週からは『また明日』ではなく『また来週』になるのだろう。社内では滅多なことがない限り会えなくなる。

「なあ、つぐみ」

　了介が口を開いた。

「なに？」

「……いや、気をつけて。今夜はちゃんと寝ろよ」

　ゆうべ寝かせてくれなかったのは、あなたじゃないですか……と突っ込みを入れるのはやめて、私はニコッと笑顔を返す。

「はぁい。了介もね」

　手を振ってエスカレーターに乗る。地下へどんどん下りていくエスカレーターに身を任せながら、心も下へ下へと落ちていくのがわかる。

　メグ子さんは言った。

『寂しいのを、ひとりで我慢してため込むなんてダメ』

　小花は言った。

『同棲とかしちゃえばいいんじゃないスか？』

　どっちも言えないよ。

　了介には夢がある。いや、野心と言ってもいい。

　自分たちを踏みつけた人間を見返すために、のし上がること。

　いつかミサキガワブランドのシューズを復活させること。

　了介の中で復讐心こそ薄れているものの、〝この会社を変えたい〟という根っこの部分は以前より強くなっているように思える。

　私の〝寂しい〟なんて単純な想いで彼を足止めしちゃダメだ。同棲だって、言いだしちゃいけない。了介は私の想いに報いてくれるかもしれないけれど、これから環境が大きく変わる彼に、プライベートまで気を遣わせたくない。

　そもそも忙しくて満足に会えない恋人たちは、世にごまんといる。

　私なんかマシなほうなんだから、騒ぐことじゃない。

　ホームに下り立ち、電車を待つ。

　外は春めいてきているのに、ホームはひんやりとする。

　どことなく薄ら寒く、私は身震いした。




　翌週は忙しく過ぎていった。

　ムドラ側からの急な生産調整の指示に走りまわっているときに、ワークアウトバッグのプラスチック留め具が不良を起こし、メーカーまで出向くことにもなった。

　しまいには私のパソコンがいきなりフリーズし、ご臨終。

　ほとんどの資料は社内共有データベースに上げていたし、自分でもハードディスクにバックアップを取っていたけれど、今まさに作っていた社内会議用の資料がぶっ飛んだ。

　もう泣きそう……。

　忙しいのはいい。了介の異動のことでクヨクヨする暇がないから。

　だけど、トラブルは困るなぁ……。




　木曜の夕方。私は代わりのノートパソコンを運んでいた。

　庶務から急場しのぎで借りたパソコンは、ＯＳは古く、なんだかやたらと大きい。ノートパソコンなのに、ノート感がゼロ。

　新しいものが来るのは来週なので、月曜の会議資料は少なくともこのパソコンで作らなければならない。しかも、一から。

　はあ、ツイてない。

　エレベーターから降り、とぼとぼと五階の廊下を戻ってきた私の目に、了介と中尾さんの姿が映る。

　なんだろう、ふたりとも階段の近くで話している。第二グループのフロア内には入らないのかな。

「三ヵ月ですか」

　中尾さんの声だ。私はなんとなく立ち止まり、その話に耳を傾ける。

　本当は一刻も早く、重たいノートパソコンをデスクに置きたい。

　だけど、中尾さんの声色が深刻に聞こえたのだ。

「太刀川はつらいでしょうね」

　思いがけず、私の名前が話題にのぼった。余計に出ていきづらくなり、私は壁を背に目立たないよう隠れた。

「三ヵ月間のロサンゼルス研修。少し急ですが、しょうがないです。いい経験にはなりますから」

　答える声は了介のものだ。

　ロサンゼルス研修？　了介が？

　三ヵ月も？

　頭を殴打されたような気分だった。

　ただでさえ、営業本部と第二グループで顔を合わせづらくなるのに、その挙句、海外で研修だなんて。

　三ヵ月も会えなくなるなんて。

　全身から力が抜けそうだ。

「待つほうは大変かもしれない。ここは耐えてもらう他ないですね」

　了介が感情を差し挟まない声で言うのが聞こえた。

　中尾さん相手だから強がっているとか、そんな様子じゃない。了介は私を置いて海外研修に行く心積もりがちゃんとできている。

　当たり前だ。たかが三ヵ月だもん。そのくらい会えなくたって気持ちは揺らがない。

　戻ってきても、営業本部が忙しければ、何ヵ月もふたりの時間は取れないかもしれないんだし、ちょっと離れるくらいでピーピー騒ぐわけにはいかない。

　だって、了介は私が『耐える』ことを望んでいるんだから。

　恋人がどんな状況だって、冷静に待てるのが大人でしょう？

　自立した女こそ、了介みたいなデキる男の恋人にはふさわしい。

　いろいろな言葉で自分を鼓舞しようとする。

　……ダメだ。やっぱり泣きそう。

〝了介の三ヵ月ロサンゼルス研修〟は追い討ちだった。

　今まで必死に口にしないようにしていたことが、溢れだしそうになる。

　離れるのは寂しい。

　もっと一緒にいる時間を作りたい。

　了介は私との未来をどう考えてるの？

　このままお互い忙しくなって、距離が離れてしまうことは考えないの？

　不安なのは私だけ？

「太刀川？」

　パソコンを持ち、壁に寄りかかって放心していた私に、了介と中尾さんが気づいた。中尾さんがおそるおそるといった様子で問うてくる。

「今の話……」

「あ、まだオフレコですか？　ですよね！」

　慌てて大声で返答する私に、ふたりは困惑げな表情だ。

「聞こえてたか」

「大丈夫です。黙っておきます！」

　私はやけに元気よく答え、ふたりを置き去りに、第二グループのフロアに入った。

　頭の中は、ミキサーにかけられたみたいにぐるぐる激しく回っていた。




　その日の夜、リリさんのレッスンを終え、私はひとり渋谷駅に向かって歩いていた。

　突然、ヨガを受けたくなったのは、心の中がぐっちゃぐちゃになってしまったから。

　了介の異動。海外研修。

　しかも、不安と心細さに押しつぶされそうになっているのは、私だけみたい。

　夕方の様子では、了介はきちんと割りきっている。

　どうにかこの暴風雨を落ち着けたくて、リリさんに『今日、レッスン行きます！』なんて連絡したんだ。

　ヨガの最中はよかった。深い鼻呼吸でポーズを取っていると、いろんな問題が瑣さ末まつなことに思えてきて、心が驚くほど緩んだ。

　なのに効果は、スタジオを出て夜の明治通りを眺めた瞬間、空の彼方かなたへ吹っ飛んでしまった。なんでだろう。普段、ヨガ後はスッキリさっぱり帰れるのに。

　もう、今日は飲んで帰っちゃおうかな。

　お酒に逃げるといっても、逃げ場にできるほど酔いもしないタチではある。でも、今日はこのまま帰ったらひとりで泣いてしまいそう。

　ふと、元親友の朋子の顔が浮かんだ。

　冬に出産した朋子は、現在は育休中で埼玉の実家にいる。産後だから実家、というわけではない。『裕太と別居したいから』と本人は言っていた。早くも破綻しそうなあの夫婦……いや、それは置いておこう。

　わずか一年二ヵ月前だ。朋子と裕太の裏切りを知って、飲んだくれた私が了介と関係を持つことになったのは。

　考えてみれば、朋子の行動が、ひいては私と了介の縁を結んだのだ。

　いやいや、結果論ですけどね。許しませんけどね。

　でも、こんな心もとない気分でいると、ふと朋子の顔が見たいと思う。産まれた女の子の写真データはもらっているけれど、会いに行けていないし。

　この週末、思いきって会いに行こうかな。

　どんなに『嫌い』と言っても、私の中に彼女への友情が残っているのかもしれない。こんな不安定な気持ちのときに、会いたくなってしまうんだから。

　うん。ともかく土曜あたりに会いに行こう。

　了介と過ごすのはつらいし、きちんと説明してもらっても、我慢できず泣いてしまいそうだし……。逃げでもなんでもいいから、今週末は朋子を頼らせてもらおう。

　私は朋子にメールを送るため、歩道の隅で立ち止まり、スマホを取りだす。

「つぐみ！」

　その声は遠くから聞こえた。

　顔を上げ、周辺を見まわすけれど、知っている人は誰もいない。

「つぐみ！　そこにいろ！」

　再び声が聞こえ、顔を巡らせると、通りの反対側の歩道から私を呼ぶ了介がいた。

　雑踏の中、大通りを挟んで呼んでいるわけだから、了介は相当な大声を出している。クールな彼には、ちょっと珍しい状況だ。

　どうしてここにいるの？

　あ、そうか。表参道店からの帰りだ。この通りにある、蕎そ麦ばとてんぷらの店がおいしいとかなんとか言ってたような……。

　私が驚いて、どうでもいい考察をしているうちに、了介はこちらに渡ってくる。横断歩道が遠いので、わざわざぐるっと回って走ってくる。

　長い脚で地面を蹴って、息も切らさず私の前に現れた。

「リリさんのヨガか？」

「うん……そう」

　ああ、偶然とはいえ今は会いたくなかったな。

「やっぱりそうだ」

　了介が苦々しげな口調で呟く。

「覇は気きがない。ここ最近、ずっとだ。どうした？　おまえらしくない」

「覇気って……」

　そんなものゼロだよ。好きな人となかなか会えなくなるっていうのに。

　しかも、その不安がまったく相手と共有できていないのに。

「つぐみ」

「了介、私帰るね」

「待て。なにか言いたいことがあるなら聞く」

　了介が、踵を返そうとする私の手首を掴んだ。

　やめてよ、そういうの。余計寂しくなるじゃない。

「なにもないよ」

　笑顔が作れないことはわかっていたので、顔をそむける。

　そんな調子では了介が納得しないだろう。だけど、問答を続けていたら本音が出てしまいそうだ。

「俺が異動するの、反対か？」

「反対なわけないじゃない。おめでたいことだって言ってる」

「でも、つぐみの様子がおかしいのは、俺の異動が決まってからだ」

　普通に振る舞っていたつもりだったのに、了介は気づいていたんだ。私が迂闊だ。

「大丈夫だってば。そういうのじゃないから」

「ちゃんと俺を見て言え！」

　了介が怒鳴った。両手首の自由を奪われ、向かい合わせにさせられる。

　私の我慢という努力を瓦が解かいさせないでほしい。私なりに離れる覚悟を持とうとしているんだから。

　言葉にならず、とうとう涙がこぼれた。

「泣いてるじゃないか」

　了介が手首の拘束を解き、私の涙を拭おうとしてくれる。

　その手を、私は振りはらった。

「……寂しいよ」

　ああ、ダメなのに。こんなこと言いたくないのに。

「了介と離れるのが寂しいんだよ。でも了介には言いたくなかった。心で想うくらい許してよ。口にしないように我慢してるんだから、無理やり気持ちをこじ開けてこないでよ」

　涙と一緒に、堪えていた気持ちが溢れる。

「了介のそばにいたいから、重い女になりたくないんだよ。仕事の異動くらいで騒いで、了介の邪魔になりたくないんだよ。私の気持ちは自分で処理できる。お願いだから、今は放っておいて」

　了介の腕から逃げるように背を向けた。足早に駅に向かう道を進みだす。

　すると、背後から怒鳴るような声が飛んできた。

「つぐみ！　結婚してくれ！」

　足が止まる。

　今の声は間違いなく了介のもので、私はゆるゆると振り向いた。

　渋谷駅にほど近い雑踏の中、周囲の通行人にじろじろ見られながら、臆することなく彼は再び叫んだ。

「太刀川つぐみ、俺と結婚してほしい！」

　私はよろめきそうな足を叱しっ咤たして了介に歩み寄る。

「なに、今の……」

「プロポーズ以外のなにに聞こえるんだ？」

「だって、あなたは……」

　まだ成すべきことがある。守れなかった千葉工場の社員に報いること。いつか自分たちが作っていたようなシューズを復活させること。

　私と一緒にいてはくれるけれど、結婚なんか絶対に考えていないと思っていた。

　そんなのはずっと後回しだと思っていた。

「正直に言えば、まだ悩んでいる。俺だけ幸せになるなんて許されない気もする」

　了介が私を見下ろして言う。

「だけど、つぐみが横溝さんたちとミサキガワを繋いでくれたおかげで、少しだけ俺の肩の荷が下りたのは事実だ。あれほど憎かったミサキガワの上層部への恨みも、今は薄れている。おまえにはどうしようもなく感謝している。結婚したいだなんて、つぐみとでなければ想えない」

　そんな、いいんだろうか？　私と結婚だなんて、これからもっと忙しくなる了介には重荷ではないの？

「俺は正攻法で行きたいんだ。真っ向勝負で俺のやりたい仕事を上に認めさせたい。営業本部に異動になったのは、その足がかりになると思っている。……またおまえの力を借りたいんだ」

「私にできることなんかないよ」

「支えろなんて言わない。だけど、疲れて帰ってきたとき、つぐみの顔が見たい。愚痴なんか聞かなくていい。メシも作らなくていい。ただつぐみと抱き合って眠れたらそれでいい。足場を固めて、新しい仕事に挑みたいんだ」

　了介の瞳は真摯な情熱を秘めていた。

　私との未来を、そんなふうに考えてくれていたんだ。

　恥ずかしいことに、私は自分の寂しさと不安を隠すことばかり考えていた。了介が誰より思いやり深い人だって、一番よく知っているのに。

「もう一回言う。つぐみ、俺と一緒になってくれ。生涯をともにしてほしい」

　私は溢れてきた涙を拭わず、了介の胸に飛び込んだ。周囲の目なんかまったく気にならない。

「嬉しい……！」

　思わず漏れた感激に、了介の不満そうな声。

「そういう答えは好かないっていつも言っている。イエスかノーで答えろ」

「今から言うところだったの！　イエスに決まってるでしょう！」

　すると、了介がほうっとため息をついたのがわかった。肩に温かな吐息がかかり、身体の力がわずかに抜けたようだ。

「よかった。最近、つぐみの様子がおかしかったから、俺はてっきり別れでも考えているのかと思っていた」

「ええ？　そんなことあるわけないじゃない！」

　私が了介から離れたいだなんて、あり得ない。でも、私の態度、やっぱり無理ありまくりだったみたい。迂闊すぎて反省してしまう。

　同時に、了介でもそんな心配をするんだと、ちょっぴり嬉しくなる。

　私は彼の肩に頬を預け、腰に腕を回し、抱きしめた。

「誤解させてごめんなさい。また意地を張ってたみたい」

「意地を張るのはつぐみの初期設定だからな。でも、『寂しい』くらい言ってくれ。重くなんかない。嬉しいだけだ」

　了介の優しい声が染みる。

　私たち、離れ離れになんかならないんだね。これからはずっと一緒なんだね。

　とはいえ、一緒に住むだとか、両親への挨拶や結婚に向けての準備なんかは、了介が帰国してからになるだろう。

「まずは三ヵ月間のロス研修、頑張ってきてね。寂しいけど私、待ってるから」

　見上げると、了介が珍しくポカンと間の抜けた顔をしている。

「ロス研修？　俺が？」

「え？　そうなんでしょう？　夕方、中尾さんと話してたじゃない」

　次に、彼が理解したように声を張り上げた。

「わかった。おまえは勘違いをしているな。ロス研修は俺じゃない。鮫島小花だ」

「へえっ！　小花!?」

　思わぬことに私は抱きついた格好のまま、変な顔をしてしまう。

　了介は笑いを堪えながら顔をそむける。

「つぐみの一番のアシスタントは鮫島だろう？　だから、抜けると大変になるだろうなと思って。あとは、鮫島は岩田と付き合ってるんだよな。岩田にも三ヵ月は待ってもらわなきゃならないと……そういう話をしていたんだが」

「紛らわしいよ!!」

　私は腹立ち紛れに怒鳴ったけれど、本音は自分の勘違いが恥ずかしいのでごまかしただけだ。

「それであんな顔してたのか。そうか、俺がいなくなると思ったんだな」

　了介は笑いを我慢しているから、微妙な半笑い。

「今、こいつバカって思ってるでしょ」

　私はじとっと了介を睨む。しかし、次の瞬間、彼に唇を塞がれた。

「いや、可愛い」

　渋谷の雑踏の中でのささやかなキスが終わると、了介が答えた。

「意地っ張りで、こんなに可愛い女が俺の妻になるかと思うと、興奮するな」

「興奮ってなによ」

「ま、いいさ。それは帰ってからにしよう」

　帰ってからなにをされてしまうのかは想像がつくけれど、これからの私たちはちょっと想像がつかない。

　私が、了介の奥さんになる。

　彼の恋人になったとき、そんな日が来るとは思わなかった。

　まだ、信じられない。だけど、これは本当の話。

「いつでもいいから、俺の部屋に引っ越してこいよ」

　指を絡め、手を繋ぐと、夜風が私たちの髪を乱した。

　空いた右手で髪をかき上げ、私は頷く。

「うん。なるべく早く押しかける」

「今週末でもいいぞ」

　気が早いなぁ。つい、笑ってしまう。

「そんなに早く荷造りできません。それに、今週末は朋子の赤ちゃんを見てこようかと思ってるんだ」

　了介は朋子がどういう存在でなにをしたか、よく知っている。

「そうか。じゃあ結婚が決まったと思いっきりノロケてこい」

「うん、そうする！」

　きっと、朋子は心から喜んでくれると思うけれど。

「つぐみ」

　了介が私の名を呼んだ。

　そして、歩きながら再びキスをした。

「愛してる」

　私は微笑んだ。

「私もすごく愛してる」

　暖かな夜で、どこからか桜の花びらが舞い落ちてきた。

　固く手を結び合って、私たちは街の光の中へ分け入った。

　ふたりならどんなことも越えていける。

　幸福で、勇ましい気持ちを胸に、私は了介の手を強く握った。




　私と了介が入籍したのは、それから七ヵ月後のこと……。





ＥＮＤ












あとがき




『俺様上司は、極上の男!?』を最後までお読みくださり、ありがとうございます！

　砂川雨路と申します。

　意地っ張りつぐみとクール上司・櫟のカラダから始まる恋。ドキドキしていただけましたでしょうか。

　本作は「王道ラブストーリーを書きたい！」という私の欲求からスタートしました。「目が覚めたら、隣には苦手な上司が!!」なんていう王道中の王道を目指し、奮闘したのですが、書けば書くほどアララ？な展開に……。ヒロインのつぐみは気が強く大酒飲み。裏アリ上司の櫟課長も、隙あらばセクハラを繰り出してくるお兄さんになってしまいました。こんなはずじゃなかったと何度も首を捻っております。

　本作は、小説サイト『Berry's cafe』では『融けて落ちる恋』というタイトルで発表させていただきました。傷ついた者同士が惹かれ合い、恋に落ちていく。ふたりの心が融ける過程を、ハラハラ見守っていただけたら嬉しいです。

　デビュー作『仕事しなさい！』からちょうど一年。本作は三冊目の書籍化作品となります。今回、改稿の指摘をいただいたとき、当時と比べ修正箇所がずいぶん減っていることに気づきました。少しだけ成長できたかなと、心の中でガッツポーズです。

　余裕ができた分、番外編には時間をかけさせていただきました。本編では書ききれなかったその後の話を書き終え、ふたりの恋が一番素敵なラストを迎えられたのかなと嬉しい気持ちです。

　最後になりましたが、『ベリーズ文庫史上最高のドキドキイラスト』を描いてくださった漫画家の本崎月子様、デザイナーの土橋様、これでお仕事するのも三回目、今回もたくさんお世話になりました担当の三好様、前回に引き続き改稿をお手伝いくださった矢郷様、皆々様に御礼申し上げます。

　また、ベリーズカフェ連載中から応援くださった多くの読者様、この本に興味を持ちお手に取ってくださった皆様に心より御礼申し上げます。たくさん協力してくれた家族にも大感謝です。

　また、皆様にお会いできることを祈って。





砂すな川がわ雨あめ路みち









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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